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1 Atermのバージョンアップと�
設定内容の記録�

Atermの設定内容を記録する�

Atermをバージョンアップする�

IWX70とRS7に内蔵されている不揮発性メモリに記憶されて
いるファームウェアをバージョンアップしたり、設定内容をハ
ードディスクなどに保存しておいて、あとで復元することがで
きます。�

�
Windows® MeはMicrosoft® Windows® Millennium Edition operating systemの略です。�
Windows® 98はMicrosoft® Windows® 98 operating systemの略です。�
Windows® 95はMicrosoft® Windows® 95 operating systemの略です。�
Windows® 2000はMicrosoft® Windows® 2000 operating systemの略です。�
WindowsNT® 4.0はMicrosoft® WindowsNT® operating system version 4.0の略です。�



2　バージョンアップとは

1-1．Atermをバージョンアップする

バージョンアップとは

Atermを動作させるためのプログラムは「ファームウェア」といい、IWX70とRS7に内
蔵されている不揮発性メモリ（フラッシュメモリ）に記憶されています。このファームウェ
アをバージョンアップして、IWX70やRS7に新しい機能を追加することができます。
ファームウェアをバージョンアップするには、Atermのホームページ『AtermStation』
にアクセスしながらバージョンアップする「オンラインバージョンアップ」（Windowsの
み）と、添付CD-ROM『AtermIWX70&RS7ユーティリティ集』に収録されている『ら
くらくバージョンアップ』を使用する方法があります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● バージョンアップを実行するには、バージョンアップするIWX70またはRS7の
シリアルポートまたはUSBポートに、パソコンを接続しておく必要があります。

●『らくらくバージョンアップ』は『らくらくアシスタント』をインストールすると一
緒にインストールされます。らくらくアシスタントをインストールしていない場合
は、取扱説明書の「3-2．らくらくアシスタントをインストールする」（Windows）、
または「4-2．ユーティリティをインストールする」（Macintosh）を参照してイン
ストールしてください。

●『らくらくバージョンアップ』では、ブラウザソフトを使用します。バージョンアッ
プを実行するには、Internet Explorer 3.0以上が必要です。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お願い� ● バージョンアップ中はIWX70またはRS7の電源を切ったり、ケーブルを抜かな
いでください。

● バージョンアップの途中でエラーが発生した場合は処理を中断し、『らくらくバー
ジョンアップ』を再起動してはじめからやり直してください。

● バージョンアップが失敗すると、電話がかけられなくなるなど、ターミナルアダプ
タとしての機能がまったく使えなくなることがあります。その場合は、強制ダウン
ロードモードを実行し、バージョンアップをやり直してください。（→取扱説明書
「8-4．AtermIWX70&RS7ワイヤレスセット製品仕様」）

● IWX70またはRS7のそれぞれに対応したファームウェアを使用してください。
IWX70用、RS7用以外のファームウェアでバージョンアップを実行すると、正し
く動作しなくなることがあります。

● ファームウェアのバージョンによっては、『らくらくアシスタント』のバージョン
アップが必要な場合があります。その場合はAtermStationに記載されている内容
を確認の上、『らくらくアシスタント』もダウンロードしてください。

●『らくらくバージョンアップ』はNECが独自に提供するサービスであり、すべての
機能をバージョンアップで対応することを保証するものではありません。

● ファームウェアをダウンロードする際の通信費用はお客様の負担になります。あら
かじめご了承ください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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オンラインバージョンアップを
使用したバージョンアップ

Atermのホームページ『AtermStation』
に接続し、IWX70またはRS7のバー
ジョンアップをおこないます。『らくらく
アシスタント』で操作します。Windows
のみ利用できます。

1 バージョンアップする IWX70または
RS7にパソコンを接続しておきます。

2 ［らくらくアシスタント］を起動します。

3 ［らくらくアシスタントメニュー］で
［オンラインバージョンアップ］を
クリックします。

4 画面に表示される内容を確認し、
  はい   ボタンをクリックします。
→オンラインバージョンアッププログラム
が起動します。

5 画面に表示される内容にしたがって、
バージョンアップを実行します。
→自動的にAtermStationにアクセスし、
バージョンアップが実行されます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● IWX70の不揮発性メモリに記
憶されているファームウェア
のバージョンは、IWX70前面
のファンクションボタンで確
認できます。（→取扱説明書
「6-1．ファンクションボタン
で操作する」）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

『らくらくバージョンアップ』を使用し
たバージョンアップ（Windows）

Windowsを搭載したパソコンで、『ら
くらくバージョンアップ』を使って
バージョンアップを実行します。
● ここではWindows98搭載のパソ

コンにIWX70を接続した場合を例
に説明します。お使いの環境によっ
ては、手順や画面が異なることがあ
ります。RS7を接続した場合の手
順も同様です。

1 ほかのアプリケーションソフトを起動
しているときは、そのアプリケーショ
ンを終了します。

2 『らくらくバージョンアップ』を起動し
ます。

■ IWX70をバージョンアップするとき
 →［プログラム］→［Aterm

IWX70&RS7ユーティリティ］→
［IWX70らくらくバージョンアッ
プ］を選択します。

■ RS7をバージョンアップするとき
 →［プログラム］→［Aterm

IWX70&RS7ユーティリティ］→
［RS7らくらくバージョンアップ］
を選択します。

→［らくらくバージョンアップ］画面が表示
されます。

● AtermStationから最新のファー
ムウェアをダウンロードする場合
は3 に進みます。CD-ROMに
収録されているファームウェア
を使用するなど、すでにファー
ムウェアがある場合は0 に進
みます。
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3  ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞにｱｸｾｽ  ボタンをクリックします。

→プロバイダに接続してブラウザソフトが
起動し、自動的にAtermStationにアク
セスします。

4 AtermStationのバージョンアップメ
ニューで「機種」をIWX70、またはRS7
にし、「OS」で「Windows95/98/
NT4.0/2000/Me」を選択します。

→バージョンアップ内容や注意などが表示
されます。

5 表示された内容をよく読み、その内容
にしたがってファイルをダウンロード
します。

6 ダウンロードするファイルの保存場所
を指定します。

→ファイルがダウンロードされ、パソコン
に保存されます。

● ファイルを保存する場所は、メ
モするなどして記録しておいて
ください。

7  閉じる  ボタンをクリックします。

8 ［ファイル］→［閉じる］を選択し、ブ
ラウザソフトを終了します。

9 タスクトレイの［ダイヤルアップネッ
トワークモニタ］アイコンをダブルク
リックし、   切断   ボタンをクリックし
て回線の接続を切断します。

→［らくらくバージョンアップ］画面にもど
ります。

0   次へ   ボタンをクリックします。

→ IWX70またはRS7の不揮発性メモリに
記憶されている現在のファームウェアの
バージョンが表示されます。

q   次へ   ボタンをクリックします。

→［ファームウェアファイルの指定］画面が
表示されます。

w   参照  ボタンをクリックし、ダウン
ロードしたファイルを指定して   次へ  

ボタンをクリックします。

→［バージョンアップの実行］画面が表示さ
れます。
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e   実行   ボタンをクリックします。

→バージョンアップが開始します。

→ IWX70の場合は、前面のPOWERランプ
とPHSランプが赤色に点灯し、液晶ディ
スプレイには「AtermIWX70 タ゛ウン
ロート゛チュウ」と表示されます。

→RS7の場合は、前面のPOWERランプと
PHSランプが赤色に点灯します。

→［バージョンアップ終了］画面が表示され
ます。

r   終了   ボタンをクリックします。

→バージョンアップが終了します。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ●『らくらくバージョンアップ』
を使わないで、直接 Aterm
Stationにアクセス（http:/
/aterm.cplaza.ne.jp/）し
て、ファイルをダウンロード
することもできます。その場合
は、『らくらくバージョンアッ
プ』を起動したあと、 0 から
はじめてください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

オートバージョンアップ

ダウンロードしたファイルがオート
バージョンアップ型の場合は、次の手
順で実行します。

1 ダウンロードしたファイルをダブルク
リックします。

→バージョンアッププログラムが起動します。

2   次へ   ボタンをクリックします。

→［らくらくバージョンアップ］が起動します。

● 次の画面が表示されたときは内
容を確認し、「見つかった方だけ
バージョンアップする」を選択
して   OK   ボタンをクリックし
ます。

3 画面に表示される内容にしたがって
バージョンアップをおこないます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● IWX70またはRS7に、すで
に記憶されているファーム
ウェアのバージョンより古い
バージョンのファームウェア
をインストールしようとする
と、警告が表示されます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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『らくらくバージョンアップ』を使用し
たバージョンアップ（Macintosh）

Macintoshでは『らくらくバージョン
アップ』を使って、バージョンアップ
を実行します。

1 ほかのアプリケーションソフトを起動
しているときは、そのアプリケーショ
ンを終了します。

2 ［IWX70ユーティリティ］フォルダを
ダブルクリックし、［IWX70らくらく
バージョンアップ］アイコンをダブル
クリックします。

→［らくらくバージョンアップ］画面が表示さ
れます。

● AtermStationから最新のファー
ムウェアをダウンロードする場合
は3 に進みます。CD-ROMに
収録されているファームウェア
を使用するなど、すでにファー
ムウェアがある場合はq に進
みます。

3  ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞにｱｸｾｽ  ボタンをクリックします。

→プロバイダに接続してブラウザソフトが
起動し、自動的にAtermStationにアク
セスします。

4 AtermStationのバージョンアップメ
ニューで「機種」を IWX70、または
RS7にし、「OS」で「Macintosh」を
選択します。

→バージョンアップ内容や注意などが表示
されます。

5 表示された内容をよく読み、その内容
にしたがってファイルをダウンロード
します。

→ファイルがダウンロードされ、パソコン
に保存されます。

6 ［ファイル］→［終了］を選択し、ブラ
ウザソフトを終了します。

7 ［リモートアクセス］（または［PPP］）
画面の  接続を切る  ボタンをクリックし
てからクローズボックスをクリックし、
回線の接続を切断します。

→［らくらくバージョンアップ］画面にもど
ります。

8  キャンセル  ボタンをクリックします。

9 ダウンロードしたファイルをダブルク
リックします。

ダウンロードしたファイルは自動解凍
形式で圧縮されています。ダブルク
リックすると解凍されます。

● 解凍後のファイル名と保存場所
をメモするなどして記録してお
いてください。

0 ［IWX70ユーティリティ］フォルダをダ
ブルクリックし、［IWX70 らくらく
バージョンアップ］アイコンをダブル
クリックします。

→［らくらくバージョンアップ］画面が表示
されます。
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q   次へ   ボタンをクリックします。

→ IWX70の不揮発性メモリに記憶されてい
る現在のファームウェアのバージョンが
表示されます。

w   次へ   ボタンをクリックします。

e   参照   ボタンをクリックし、ダウンロー
ドして解凍したファイルを指定します。

r   次へ   ボタンをクリックします。

→バージョンアップするファームウェアの
情報が表示されます。

t   実行   ボタンをクリックします。

→バージョンアップが開始して IWX70前
面のPOWERランプとPHSランプが赤
色に点灯し、液晶ディスプレイには
「AtermIWX70 タ゛ウンロート゛チュ
ウ」と表示されます。

→［バージョンアップ終了］画面が表示され
ます。

y   終了   ボタンをクリックします。

→バージョンアップが終了します。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ●『らくらくバージョンアップ』
を使わないで、直接 Aterm
Stationにアクセス（http:/
/aterm.cplaza.ne.jp/）し
て、ファイルをダウンロードす
ることもできます。その場合
は、『らくらくバージョンアッ
プ』を起動したあと、 q から
はじめてください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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バージョンアップの実行（RS7）

ダウンロードしたファイルをRS7の
不揮発性メモリに書き込み、ファーム
ウェアを書き換えます。

1 ［RS7ユーティリティ］フォルダをダブ
ルクリックし、［AtermRS7Version
Up］アイコンをダブルクリックします。

→［らくらくバージョンアップ］画面が表示
されます。

2  ファイル  ボタンをクリックします。

→ファイルを指定する画面が表示されます。

3 ダウンロードしたファイルを指定し、
  開く   ボタンをクリックします。

→指定したファイルのファイル名が表示さ
れます。

4   はい   ボタンをクリックします。

→バージョンアップが開始し、RS7前面の
POWERランプとPHSランプが赤色に
点灯します。

→バージョンアップが終了すると、確認画
面が表示されます。

5   終了   ボタンをクリックします。

→バージョンアップが終了します。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● IWX70またはRS7にすでに
記憶されているファームウェ
アのバージョンより古いバー
ジョンのファームウェアをイ
ンストールしようとすると、
警告が表示されます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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1-2．Atermの設定内容を記録する
『らくらくアシスタント』や『らくらくテレホン設定』で設定した内容は、IWX70とRS7に内蔵

されている不揮発性メモリ（フラッシュメモリ）に記憶されています。この設定内容を一覧表示し

たり、パソコンのハードディスクなどに保存したりすることができます。保存した設定情報は復元

できるので、設定を変更してIWX70やRS7が正しく動作しなくなった場合や、接続するパソコ

ンを変えたりOSを再インストールした場合などに、保存しておいた設定にもどすことができます。

IWX70とRS7の設定が完了したら、設定値を保存するようにしてください。

Windowsで記録する

設定内容を記録するには『らくらく
バックアップ』を使用します。『らくら
くバックアップ』は、『らくらくアシス
タント』をインストールすると一緒に
インストールされます。らくらくアシ
スタントをインストールしていない場
合は、取扱説明書の「3-2．らくらくア
シスタントをインストールする」を参
照してインストールしてください。
● ここではWindows98搭載のパソ

コンにIWX70を接続した場合を例
に説明します。お使いの環境によっ
ては、手順や画面が異なることがあ
ります。RS7を接続した場合の手
順も同様です。

設定の保存

1  →［プログラム］→［Aterm
IWX70&RS7 ユーティリティ］→
［IWX70&RS7らくらくアシスタント］
を選択します。

→［らくらくアシスタントメニュー］が表示
されます。

2 ［設定値の確認／保存／復元］をクリッ
クします。

→［対象機種選択］画面が表示されます。

3 設定値を保存するAterm を選択し、
  OK   ボタンをクリックします。

→［らくらくバックアップ］画面が表示され
ます。

4 ［ファイル］→［保存］を選択します。

→［名前を付けて保存］画面が表示されます。
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5 ファイル名と保存先を指定します。

表示されているファイル名、保存先で
よければそのままにします。

● 以前に保存したファイル名と同
じ名前にすると、ファイルは上
書きされます。新規に保存する
場合は、ファイル名を変更して
ください。

6   保存   ボタンをクリックします。

→設定情報が、指定した場所に保存されます。

7 ［ファイル］→［終了］を選択します。

→［らくらくアシスタントメニュー］にもど
ります。

設定の復元

保存した設定情報を呼び出して、IWX70
またはRS7に設定されている内容を
書き換えます。

1 「設定の保存」の 4 （→P.9）の画面で
［ファイル］→［復元］を選択します。

→［開く］画面が表示されます。

2 設定を保存したファイルを指定し、
  開く   ボタンをクリックします。

→保存の確認の画面が表示されます。

3   はい   ボタンをクリックします。

→ IWX70またはRS7に記憶されていた設
定が、保存しておいた設定に書き換わり
ます。

4 ［ファイル］→［終了］を選択します。

→［らくらくアシスタントメニュー］にもど
ります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● 異なる機種の設定情報を指定
して、設定を書き換えることは
できません。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

設定内容の印刷

1 「設定の保存」の 4（→P.9）の画面で
［ファイル］→［印刷］を選択します。

→［印刷］画面が表示されます。

2   OK   ボタンをクリックします。

→設定内容の一覧が印刷されます。

3 ［ファイル］→［終了］を選択します。

→［らくらくアシスタントメニュー］にもど
ります。
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Macintoshで記録する

『らくらくバックアップ』を使って
IWX70に設定された内容を記録する
ことができます。『らくらくバックアッ
プ』は、『らくらくアシスタント』をイ
ンストールすると一緒にインストール
されます。らくらくアシスタントをイ
ンストールしていない場合は、取扱説
明書の「4-2．ユーティリティをインス
トールする」を参照してインストール
してください。

設定の保存

1 ［IWX70らくらくアシスタント］を起
動します。

→［IWX70らくらくアシスタント］画面が
表示されます。

2 ［設定値の確認・保存・復元］をクリッ
クします。

→ IWX70の設定一覧が表示されます。

3   保存  ボタンをクリックします。

→［名前を付けて保存］画面が表示されます。

4 ファイル名と保存先を指定します。

表示されているファイル名、保存先で
よければそのままにします。

● 以前に保存したファイル名と同
じ名前にすると、ファイルは上
書きされます。新規に保存する
場合は、ファイル名を変更して
ください。

5   保存   ボタンをクリックします。

→設定情報が、指定した場所に保存されます。

6   OK   ボタンをクリックします。

7   戻る   ボタンをクリックします。

→［IWX70らくらくアシスタント］画面に
もどります。



12　Macintoshで記録する

設定の復元

保存した設定情報を呼び出して、
IWX70に設定されている内容を書き
換えます。

1 「設定の保存」の 3（→P.11）の画
面で、   復元   ボタンをクリックします。

→ファイルを指定する画面が表示されます。

2 設定を保存したファイルを指定し、
  開く   ボタンをクリックします。

→ IWX70に記憶されていた設定が、保存し
ておいた設定に書き換わります。

3   OK   ボタンをクリックします。

4   戻る   ボタンをクリックします。

→［IWX70らくらくアシスタント］画面に
もどります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● 異なる機種の設定情報を指定
して、設定を書き換えること
はできません。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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2 手動セットアップ�

インターネット接続の手動設定�

USBドライバの手動インストール�

らくらくアシスタントでの設定がうまくできないときは、手動
でUSBドライバのインストールやインターネットに接続する
ための各設定をおこないます。�

�
Windows® MeはMicrosoft® Windows® Millennium Edition operating systemの略です。�
Windows® 98はMicrosoft® Windows® 98 operating systemの略です。�
Windows® 95はMicrosoft® Windows® 95 operating systemの略です。�
Windows® 2000はMicrosoft® Windows® 2000 operating systemの略です。�
WindowsNT® 4.0はMicrosoft® WindowsNT® operating system version 4.0の略です。�



14　USBドライバのインストール

2-1．USBドライバの手動インストール（WindowsMe）
IWX70またはRS7のUSBポートにパソコンを接続する場合は、パソコンにIWX70／RS7用の

USBドライバをインストールする必要があります。USBドライバは『らくらくアシスタント』で自

動的にインストールできます。（→取扱説明書「3-3．らくらくアシスタントで簡単に設定する」）

ここでは、USBドライバがうまくインストールできなかった場合に、手動でインストールする手

順を説明します。

USBケーブルはドライバのインストールの途中で接続するので、まだパソコンと接続しないでく

ださい。

● IWX70とRS7用のUSBドライバは同じものです。

USBドライバのインストール

Windowsのユニバーサルシリアルバ
スコントローラにIWX70／RS7用の
USBドライバを組み込みます。
IWX70またはRS7は電源を切った状
態にしておいてください。
● ここではWindows® Me搭載のパ

ソコンにIWX70を接続した場合を
例に説明します。RS7を接続した
場合の手順も同様です。お使いの環
境によっては手順や画面が異なるこ
とがあります。

1 パソコンを起動します。

ほかのアプリケーションソフトを起動
しているときは、そのアプリケーショ
ンを終了します。

2 添付CD-ROM『AtermIWX70&RS7
ユーティリティ集』をパソコンにセッ
トします。

→［セットアップガイド］のメニュー画面が
表示されます。

3 ［CD-ROMの終了］をクリックします。

→［セットアップガイド］のメニュー画面が
終了します。

● CD-ROMをセットしてもメニュー
画面が表示されなかったときは、
この操作は必要ありません。

4 USBケーブルでパソコンとIWX70ま
たはRS7を接続します。

（→取扱説明書「3-3．らくらくアシス
タントで簡単に設定する」）

5 IWX70の電源を入れます。

RS7の場合は電源プラグをコンセント
に差し込みます。
→［新しいハードウェアの追加ウィザード］
が起動します。

6 「適切なドライバを自動的に検索する」
を選択し、   次へ   ボタンをクリックし
ます。

7    完了   ボタンをクリックします。

→USBドライバが組み込まれました。

8 CD-ROMドライブのアクセスランプ
が消えていることを確認し、CD-ROM
を取り出します。

● 続けてCOMポートへの組み込
みをおこないます。次の手順に
進みます。
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9 デスクトップの［マイコンピュータ］ア
イコンをダブルクリックします。

●［マイコンピュータ］アイコンは
図と異なることがあります。

→［マイコンピュータ］画面が表示されます。

0 ［コントロールパネル］アイコンをダブ
ルクリックします。

→［コントロールパネル］ウィンドウが表示
されます。

q ［ハードウェアの追加］アイコンをダブ
ルクリックします。

→［新しいハードウェアの追加ウィザード］
画面が表示されます。

w    次へ   ボタンをクリックします。

e    次へ   ボタンをクリックします。

r 「いいえ（一覧から選択する）」を選択
し、   次へ   ボタンをクリックします。

→「ハードウェアの種類」が表示されます。

t 「ハードウェアの種類」の中から「ポー
ト（COMとLPT）」を選択し、   次へ  

ボタンをクリックします。

→ハードウェアの「製造元」と「モデル」の
画面が表示されます。

y 「製造元」の中から「NEC」を選択し、
「モデル」の中から「Aterm IT-USB
COMPort Adapter」を選択します。

u    次へ   ボタンをクリックします。

i リソースの割り当てを確認し、   次へ  

ボタンをクリックします。



16　インストールの確認

o 「新しいハードウェアに必要なソフト
ウェアのインストールが完了しました」
と表示されていることを確認し、    完了  

ボタンをクリックします。

→［システム設定の変更］画面が表示されます。

p   はい   ボタンをクリックします。

→Windowsが終了し、パソコンの電源が切
れます。

a パソコンの電源をONにします。

インストールの確認

USBドライバがCOMポートに組み込
まれたか確認します。

1 デスクトップの［マイコンピュータ］ア
イコンをダブルクリックします。

●［マイコンピュータ］アイコンは
図と異なることがあります。

→［マイコンピュータ］画面が表示されます。

2 ［コントロールパネル］アイコンをダブ
ルクリックします。

→［コントロールパネル］ウィンドウが表示
されます。

3 ［システム］アイコンをダブルクリック
します。

→［システムのプロパティ］画面が表示され
ます。

4 ［デバイスマネージャ］タブをクリック
します。

5 一覧の中の「ポート（COMとLPT）」
の □＋  をクリックし、インストールし
た「Aterm IT-USB COMPort
Adapter」が表示されていることを確
認し、   OK   ボタンをクリックします。
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● この画面は「Aterm IT-USB
COMPo r t  Adap t e r」が
「COM2」ポートに組み込まれ
た場合の例です。お使いのパソ
コンによってはCOM1やCOM3
などに組み込まれることがあり
ます。

●「Aterm IT-USB COMPort
Adapter」の前に  が表示さ
れているときは、インストール
が失敗した可能性があります。
USBドライバをいったんアンイ
ンストールし、再度インストー
ルを実行してください。

USBドライバのアンインストール

USBドライバを削除します。添付CD-
ROM『AtermIWX70&RS7ユーティ
リティ集』に収録されているアンイン
ストーラを使用します。

!起動中のアプリケーションソフト
を終了します。

@添付CD-ROM『AtermIWX70&
RS7ユーティリティ集』をパソコ
ンにセットします。

→［セットアップガイド］のメニュー画
面が表示されます。

#［CD-ROMの終了］をクリックし
ます。

$  →［ファイル名を指定し
て実行］を選択します。

%「名前」に半角文字で次のように入
力します。

Q:¥USB¥ITUSBUNINST.EXE
↑
（QはCD-ROMドライブ名）

^    OK   ボタンをクリックします。

&    OK   ボタンをクリックします。

→USBドライバが削除されます。

*    OK   ボタンをクリックします。

→パソコンが再起動されます。

( CD-ROMドライブのアクセスラ
ンプが消えていることを確認し、
CD-ROMを取り出します。



18　USBポートを使用するときの注意（Windows95）

2-2．USBドライバの手動インストール
（Windows98/Windows95）

IWX70またはRS7のUSBポートにパソコンを接続する場合は、パソコンにIWX70／RS7用の

USBドライバをインストールする必要があります。USBドライバは『らくらくアシスタント』で自

動的にインストールできます。（→取扱説明書「3-3．らくらくアシスタントで簡単に設定する」）

ここでは、USBドライバがうまくインストールできなかった場合に、手動でインストールする手

順を説明します。

USBケーブルはドライバのインストールの途中で接続するので、まだパソコンと接続しないでく

ださい。

● IWX70とRS7用のUSBドライバは同じものです。

USBポートを使用するときの注意
（Windows95）

Windows® 95でUSBポートを使用
するときは、接続する前に以下の点を
確認してください。

■ W i n d ows95 のバージョンが
「OEM Service Release 2.1
（OSR2.1）」以降の場合のみ使用
できます。
次の方法でバージョンを確認してくだ
さい。

!  →［設定］→［コントロー
ルパネル］を選択します。

→［コントロールパネル］ウィンドウが
表示されます。

@［システム］アイコンをダブルク
リックします。

→［システムのプロパティ］画面が表示
されます。

#［全般］タブ内に「Mic roso f t
Windows 95 4.00.950B」と表示
されていることを確認します。

$   OK   ボタンをクリックします。

→［システムのプロパティ］が終了し、
［コントロールパネル］ウィンドウに
もどります。

■ OHCIコントローラ採用のパソコンで
は、USBポートにUSBケーブルを差
した状態ではWindows95が終了で
きないことがあります。

■ パソコンが起動している状態で
USB ケーブルを抜き差しすると、
機能が停止してパソコンが動作しな
くなることがあります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● RS7はWindows95に対応し
ていません。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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USBソフトウェアの確認
（Windows95）

Windows95でUSBを使用する場合
に必要な「USBソフトウェア」がパソ
コンにインストールされているか確認
し、IWX70で使用できるバージョン
かどうかを確認します。
● Windows® 98の場合はこの操作は

不要です。「USBドライバのインス
トール」へ進みます。

1  →［設定］→［コントロールパ
ネル］を選択します。

→［コントロールパネル］ウィンドウが表示
されます。

2 ［アプリケーションの追加と削除］アイ
コンをダブルクリックします。

→［アプリケーションの追加と削除のプロパ
ティ］画面が表示されます。

3 「USB Supplement to OSR2」があ
るか確認します。

「USB Supplement to OSR2」がな
い場合は、USBソフトウェアがインス
トールされていません。お使いのパソ
コンの製造メーカーにお問い合わせく
ださい。

● 見つかった場合は「U S B
Supplement to OSR2」の
バージョンを確認します。次の
手順に進みます。

4  →［検索］→［ファイルやフォ
ルダ］を選択します。

→［検索：条件＝すべてのファイル］画面が
表示されます。

5 「名前」に「USBD.SYS」と入力します。

6 「探す場所」でWindows95がインス
トールされているハードディスクを選
択し、「サブフォルダも探す」を x に
します。

7  検索開始  ボタンをクリックします。

→検索結果が表示されます。

8 見つかった「USBD.SYS」ファイルの
上で右クリックし、［プロパティ］を選
択します。

→［Usbd.sysのプロパティ］画面が表示さ
れます。

9 ［バージョン情報］タブをクリックし、
「ファイルバージョン」が「4.03.1213」
以降かを確認します。

●「ファイルバージョン」が「4.03.
1212」の場合、IWX70では使
用できません。

0  キャンセル  ボタンをクリックします。

q ［検索］画面を閉じます。
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● NEC製PC98-NXシリーズの
場合、3（→P.19）の画面で
「USB Supp lement  to
OSR2」が表示されませんが、
USB ソフトウェアはインス
トールされています。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お願い� ●「USB Supp lement  to
OSR2」がインストールされ
ていても、パソコンのBIOS設
定を変更しないとUSBポート
が使用できない場合がありま
す。BIOS設定の方法はパソコ
ンによって異なりますので、
パソコンの取扱説明書などを
参照してください。

● 3  (→ P.19)の画面で「USB
Supplement to OSR2」をダブ
ルクリックすると、USBソフト
ウェアが削除されるので注意して
ください。

● ホームページ『AtermStation』
で紹介している動作確認済みパ
ソコンリストの、USBソフト
ウェアのバージョンを参考にし
てください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

USBドライバのインストール

Windowsのユニバーサルシリアルバス
コントローラに IWX70／RS7用の
USBドライバを組み込みます。
IWX70またはRS7は電源を切った状
態にしておいてください。
● ここではWindows98搭載のパソ

コンにIWX70を接続した場合を例
に説明します。お使いの環境によっ
ては手順や画面が異なることがあり
ます。RS7を接続した場合の手順
も同様です。

1 パソコンを起動します。

ほかのアプリケーションソフトを起動
しているときは、そのアプリケーショ
ンを終了します。

2 添付CD-ROM『AtermIWX70&RS7
ユーティリティ集』をパソコンにセッ
トします。

→［セットアップガイド］のメニュー画面が
表示されます。

3 ［CD-ROMの終了］をクリックします。

→ [セットアップガイド] のメニュー画面が
終了します。

● CD-ROMをセットしてもメニュー
画面が表示されなかったときは、
この操作は必要ありません。

4 USBケーブルでパソコンとIWX70ま
たはRS7を接続します。

（→取扱説明書「3-3．らくらくアシス
タントで簡単に設定する」）

5 IWX70の電源を入れます。

RS7の場合は電源プラグをコンセント
に差し込みます。

→ ［新しいハードウェアの追加ウィザード］
が起動します。
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6   次へ   ボタンをクリックします。

7 「使用中のデバイスに最適な･･･」を選
択し、   次へ   ボタンをクリックします。

8 「検索場所の指定」を x にし、   参照  

ボタンをクリックします。

→［フォルダの参照］画面が表示されます。

9 CD-ROMのアイコンをダブルクリッ
クし、「Usb」フォルダをダブルクリッ
クします。

0 「Win98」フォルダをクリックして
  OK   ボタンをクリックします。

Windows95の場合は「Win95」フォ
ルダを指定します。

→［新しいハードウェアの追加ウィザード］
の「検索場所の指定」画面にもどります。

q   次へ   ボタンをクリックします。

→「Aterm IT-USB USBPort Adapter」が
CD-ROMから検索されます。

w    次へ   ボタンをクリックします。

→ファイルがコピーされます。

e    完了   ボタンをクリックします。

→USBドライバが組み込まれました。

r CD-ROMドライブのアクセスランプ
が消えていることを確認し、CD-ROM
を取り出します。

● 続けてCOMポートへの組み込
みをおこないます。次の手順に
進みます。

t  →［設定］→［コントロールパ
ネル］を選択します。

→［コントロールパネル］ウィンドウが表示
されます。
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p 「いいえ（一覧から選択する）」を選択
し、   次へ   ボタンをクリックします。

→「ハードウェアの種類」が表示されます。

a 「ハードウェアの種類」の中から「ポー
ト（COM/LPT）」を選択し、   次へ   ボ
タンをクリックします。

→ハードウェアの「製造元」と「モデル」の
画面が表示されます。

s 「製造元」の中から「NEC」を選択し、
「モデル」の中から「Aterm IT-USB
COMPort Adapter」を選択します。

d   次へ   ボタンをクリックします。

y ［ハードウェアの追加］アイコンをダブ
ルクリックします。

→［新しいハードウェアの追加ウィザード］
画面が表示されます。

u   次へ   ボタンをクリックします。

i   次へ   ボタンをクリックします。

o 「デバイスは一覧にない」を選択し、
  次へ   ボタンをクリックします。
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f リソースの割り当てを確認し、   次へ  

ボタンをクリックします。

● Windows98の場合は g に進
みます。

● Windows95の場合に次の画面
が表示されたときは、「Aterm
IT-USB COMPort Adapter」
がWindows95の「serialui.dll」
を使用するためです。以下の操
作をしてください。

!   OK   ボタンをクリックします。

● Windows95のCD-ROM
からコピーする場合は、
CD-ROM をセットしてか
ら   OK   ボタンをクリック
します。

→［ファイルのコピー］画面が表示され
ます。

@   参照   ボタンをクリックします。

#Windows95がインストールされ
ているフォルダ内の「system」
フォルダをダブルクリックします。

● Windows95のCD-ROM
を指定する場合は、「Win95」
フォルダをダブルクリックし
ます。

$   OK   ボタンをクリックします。

%「ファイルのコピー元」に # で選
択したフォルダが表示されている
ことを確認し、   OK   ボタンをク
リックします。

→［新しいハードウェアの追加ウィザー
ド］画面にもどります。

g 「新しいハードウェアに必要なソフト
ウェアのインストールが完了しました」
と表示されていることを確認し、   完了  

ボタンをクリックします。

→［システム設定の変更］画面が表示されます。

h   はい   ボタンをクリックします。

→Windowsが終了し、パソコンの電源が切
れます。

j パソコンの電源をONにします。
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インストールの確認

USBドライバがCOMポートに組み込
まれたか確認します。

1  →［設定］→［コントロールパ
ネル］を選択します。

→［コントロールパネル］ウィンドウが表示
されます。

2 ［システム］アイコンをダブルクリック
します。

→［システムのプロパティ］画面が表示され
ます。

3 ［デバイスマネージャ］タブをクリック
します。

4 一覧の中の「ポート（COM/LPT）」の
□＋ をクリックし、インストールした
「Aterm IT-USB COMPort Adapter」
が表示されていることを確認して
  OK  ボタンをクリックします。

● この画面は「Aterm IT-USB
COMPort Adapter」が「COM2」
ポートに組み込まれた場合の例で
す。お使いのパソコンによっては
COM1やCOM3などに組み込
まれることがあります。

●「Aterm IT-USB COMPort
Adapter」の前に  が表示さ
れているときは、インストール
が失敗した可能性があります。
USBドライバをいったんアンイ
ンストールし、再度インストー
ルを実行してください。

USBドライバのアンインストール

USB ドライバを削除します。添付
CD-ROM『AtermIWX70&RS7ユー
ティリティ集』に収録されているアン
インストーラを使用します。

!起動中のアプリケーションソフト
を終了します。

@添付CD-ROM『AtermIWX70&
RS7ユーティリティ集』をパソコ
ンにセットします。

→［セットアップガイド］のメニュー画
面が表示されます。

#［CD-ROMの終了］をクリックし
ます。

$  →［ファイル名を指定し
て実行］を選択します。

%「名前」に半角文字で次のように入
力します。

Q:¥USB¥ITUSBUNINST.EXE
↑
（QはCD-ROMドライブ名）

^   OK   ボタンをクリックします。

&   OK   ボタンをクリックします。

→USBドライバが削除されます。

*   OK   ボタンをクリックします。

→パソコンが再起動されます。

( CD-ROMドライブのアクセスラ
ンプが消えていることを確認し、
CD-ROMを取り出します。
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2-3．USBドライバの手動インストール
（Windows2000）

IWX70またはRS7のUSBポートにパソコンを接続する場合は、パソコンにIWX70／RS7用の

USBドライバをインストールする必要があります。USBドライバは『らくらくアシスタント』で自

動的にインストールできます。（→取扱説明書「3-3．らくらくアシスタントで簡単に設定する」）

ここでは、USBドライバがうまくインストールできなかった場合に、手動でインストールする手

順を説明します。

USBケーブルはドライバのインストールの途中で接続するので、まだパソコンと接続しないでく

ださい。

● USBドライバのインストールをするには、Administratorの権限が必要です。［コントロール

パネル］の［ユーザーとパスワード］の設定を変更している場合は、取扱説明書「7-1．困った

ときのQ&A」を参照してください。

● IWX70とRS7用のUSBドライバは同じものです。

USBドライバのインストール

Windowsのユニバーサルシリアルバ
スコントローラに、IWX70／RS7用
のUSBドライバを組み込みます。
IWX70またはRS7は電源を切った状
態にしておいてください。

1 パソコンを起動します。

ほかのアプリケーションソフトを起動
しているときは、そのアプリケーショ
ンを終了します。

2 添付CD-ROM『AtermIWX70&RS7
ユーティリティ集』をパソコンにセッ
トします。

→［セットアップガイド］のメニュー画面が
表示されます。

3 ［CD-ROMの終了］をクリックします。

→ [セットアップガイド] のメニュー画面が
終了します。

● CD-ROMをセットしてもメニュー
画面が表示されなかったときは、
この操作は必要ありません。

4 USBケーブルでパソコンとIWX70ま
たはRS7を接続します。

（→ 取扱説明書「3-3．らくらくアシス
タントで簡単に設定する」）

5 IWX70の電源を入れます。

RS7の場合は電源プラグをコンセント
に差し込みます。

→［新しいハードウェアの検出ウィザード］
が起動します。

6   次へ   ボタンをクリックします。

→検索方法を選択する画面が表示されます。

7 「デバイスに最適なドライバを検索す
る」を選択し、   次へ   ボタンをクリッ
クします。

→検索場所を指定する画面が表示されます。
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8 「検索場所のオプション」で「場所を指
定」を x にし、   次へ   ボタンをクリッ
クします。

9   参照   ボタンをクリックします。

→［ファイルの場所］画面が表示されます。

0 ［マイコンピュータ］アイコンをクリッ
クし、CD-ROMのアイコンをダブルク
リックします。

q 「Usb」フォルダをダブルクリックし、
「Win2000」フォルダをダブルクリッ
クして   開く   ボタンをクリックします。

→製造元のファイルのコピー元を指定する
画面にもどります。

w   OK   ボタンをクリックします。

→「Aterm IT 128K Support Series for
USB」がCD-ROMから検索されます。

e   次へ   ボタンをクリックします。

→ファイルがコピーされます。

r 次の画面が表示されたときは、   はい  

ボタンをクリックします。

t   完了   ボタンをクリックします。

→USBドライバが組み込まれました。

y CD-ROMドライブのアクセスランプ
が消えていることを確認し、CD-ROM
を取り出します。
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インストールの確認

USBドライバがCOMポートに組み込
まれたか確認します。

1 →［設定］→［コントロールパ
ネル］を選択します。

→［コントロールパネル］ウィンドウが表示
されます。

2 ［システム］アイコンをダブルクリック
します。

→［システムのプロパティ］画面が表示され
ます。

3 ［ハードウェア］タブをクリックします。

4  デバイスマネージャ�ボタンをクリックし
ます。

→［デバイスマネージャ］ウィンドウが表示
されます。

5 ［モデム］アイコンの前の ＋ をクリッ
クします。

6 「AtermIT 128K Support Series
for USB」と表示されることを確認し
ます。

7 ［デバイスマネージャ］ウィンドウを閉
じます。

→［システムのプロパティ］画面にもどり
ます。

8   OK   ボタンをクリックします。

→［コントロールパネル］ウィンドウにもど
ります。
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USBドライバのアンインストール

USBドライバを削除します。添付CD-
ROM『AtermIWX70&RS7ユーティ
リティ集』に収録されているアンイン
ストーラを使用します。

!起動中のアプリケーションソフト
を終了します。

@添付CD-ROM『AtermIWX70&
RS7ユーティリティ集』をパソコ
ンにセットします。

→［セットアップガイド］のメニュー画
面が表示されます。

#［CD-ROMの終了］をクリックし
ます。

$  →［ファイル名を指定し
て実行］を選択します。

%「名前」に半角文字で次のように入
力します。

Q:¥USB¥ITUSBUNINST.EXE
↑
（QはCD-ROMドライブ名）

^   OK   ボタンをクリックします。

&   OK   ボタンをクリックします。

→USBドライバが削除されます。

*   OK   ボタンをクリックします。

→パソコンが再起動されます。

( CD-ROMドライブのアクセスラ
ンプが消えていることを確認し、
CD-ROMを取り出します。
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2-4．USBドライバの手動インストール
（Macintosh）

IWX70またはRS7のUSBポートにMacintoshを接続する場合は、Macintoshに IWX70／

RS7用のUSBドライバをインストールする必要があります。USBドライバは『Installer for

USB』で自動的にインストールできます。（→ 取扱説明書「4-2．ユーティリティをインストール

する」）

ここではUSBドライバがうまくインストールできなかった場合に、手動でインストールする手順

を説明します。

USBケーブルはドライバのインストール後に接続するので、まだMacintoshと接続しないでく

ださい。

● IWX70とRS7用のUSBドライバは同じものです。

Macintoshのバージョンを確認
する

IWX70とRS7のUSBポートは、iMac
およびPower Macintosh G3以降の
マシンの次のOSで使用できます。

（アップルメニュー）→［このコン
ピュータについて］でOSのバージョ
ンを確認します。

■ Mac OS 8.6 Mac OS ROM J1.2.1

■ Mac OS 9

USBドライバのインストール

IWX70／RS7用のUSBドライバを
手動でインストールします。

1 Macintoshを起動します。

ほかのアプリケーションソフトを起動
しているときは、そのアプリケーショ
ンを終了します。

2 添付CD-ROM『AtermIWX70&RS7
ユーティリティ集』をCD-ROMドラ
イブにセットします。

→CD-ROMのウィンドウが表示されます。

3 ［USBドライバ］フォルダをダブルク
リックします。

4 ［USBドライバ］フォルダ内の2つの
ファイルを、ハードディスクの［シス
テムフォルダ］内の［機能拡張］フォ
ルダにドラッグ&ドロップしてコピー
します。
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5   OK   ボタンをクリックします。

6 CD-ROMを取り出します。

7 機能拡張を有効にするため、Macintosh
を再起動します。

8 USBケーブルでMacintoshとIWX70
またはRS7を接続します

（→取扱説明書「4-2．ユーティリティ
をインストールする」）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● Mac OS 8.6がプリインストー
ルされているMacintoshでは、
「SerialShimLib」をコピーし
ようとすると、「これは使用中
です･･･」と表示され、コピーで
きないことがあります。その場
合は「SerialShimLib」のコ
ピーは不要です。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お願い� ●「USBAterm」のアイコンが
文書（白いアイコン）になって
いるときは、USBポートが使
用できません。Mac OS の
バージョンを8.6 以上にバー
ジョンアップしてください。

● 他のAterm用のUSBドライ
バと一緒に使用することはで
きません。［機能拡張］フォル
ダに「USBAterm」以外に同
じ名前のファイルがある場合
は、削除してください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

USBドライバのアンインストール

USBドライバを削除します。

1 ハードディスクの中の［システムフォ
ルダ］をダブルクリックし、［機能拡張］
フォルダをダブルクリックします。

→［機能拡張］フォルダが開きます。

2 「USBAterm」と「SerialShimLib」
ファイルを削除します。

→USBドライバがアンインストールされ
ます。
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5 ［コントロールパネル］アイコンをダブ
ルクリックします。

→［コントロールパネル］ウィンドウが表示
されます。

6 ［モデム］アイコンをダブルクリックし
ます。

● 他にモデム情報がインストール
されている場合は、次の画面が
表示されます。   追加   ボタンを
クリックし、7 に進みます。

→［新しいモデムのインストール］画面が表
示されます。

モデム情報のインストール

IWX70またはRS7を、インターネッ
トの接続に使用するモデムとして設定
します。

1 パソコンを起動します。

ほかのアプリケーションソフトを起動
しているときは、そのアプリケーショ
ンを終了します。

2 添付CD-ROM『AtermIWX70&RS7
ユーティリティ集』をパソコンにセッ
トします。

→［セットアップガイド］のメニュー画面が
表示されます。

3 ［CD-ROMの終了］をクリックします。

→［セットアップガイド］のメニュー画面が
終了します。

● CD-ROMをセットしてもメニュー
画面が表示されなかったときは、
この操作は必要ありません。

4 デスクトップの［マイコンピュータ］
アイコンをダブルクリックします。

●［マイコンピュータ］アイコンは
図と異なることがあります。

→［マイコンピュータ］画面が表示されます。

2-5．インターネット接続の手動設定（WindowsMe）
インターネットに接続するための設定は、『らくらくアシスタント』の［インターネット接続の設

定］を使って設定できます。（→取扱説明書「3-3．らくらくアシスタントで簡単に設定する」）

ここでは『らくらくアシスタント』で設定がうまくできなかった場合などに、手動で設定する手順

を説明します。

● 以降の手順は、WindowsMe搭載のパソコンにIWX70を接続した場合の設定を例に説明しま

す。お使いの環境によっては、手順や画面が異なることがあります。RS7を接続した場合の手

順も同様です。



32　モデム情報のインストール

7 「モデムを一覧から選択するため検出し
ない」を x にし、   次へ   ボタンをク
リックします。

8  ディスク使用  ボタンをクリックします。

→［ディスクからインストール］画面が表示
されます。

9    参照   ボタンをクリックします。

0 「ドライブ」の z をクリックしてCD-
ROMドライブ（ ）を選択し、「フォ
ルダ」の「intnet」をダブルクリック
します。

q 「win95」をダブルクリックし、ファイ
ル名の「mdmnrs.inf」をクリックして
   OK   ボタンをクリックします。

→［ディスクからインストール］画面にもど
り、指定したCD-ROMドライブとフォル
ダ名が表示されます。

w    OK   ボタンをクリックします。

→［新しいモデムのインストール］画面が表
示されます。

e 使用するモデムを選択します。

IWX70とRS7ではモデムの種類が異
なります。
パソコンをIWX70またはRS7のどち
らに接続しているかによって、次のい
ずれかの表を参照してください。

■ IWX70
接続するアクセスポイントが対応す
る接続条件によって、次のように選
択します。
通常は、「AtermIW SYNC115」
（ISDN回線64kbps）を選択します。

トンイポスセクア 類種のムデモ

NDSI 期同非線回 511CNYSAWImretA

NDSI 線回
spbk46 ）期同（ 511CNYSWImretA

NDSI 線回
spbk821 ）期同（ 821PMWImretA

K23SFAIP
（ sib24.V ）しな縮圧

23SFAIPWImretA
)tceriD(

K23SFAIP
（ sib24.V ）りあ縮圧

23SFAIPWImretA
)sserpmoC(

K46SFAIP 46SFAIPWImretA

● アクセスポイントが対応してい
る接続条件は、プロバイダにお
問い合わせください。
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■ RS7
IWX70（親機）との無線区間の通信方
式によって、次のように選択します。
ワイヤレスセットで特に変更がない
場合や、IWX70のモデムの種類を
ISDN用にした場合は、「AtermRS
Air64K（DualLink）」（デュアルリン
クワイヤレス通信）を選択します。

式方信通の間区線無 類種のムデモ

K23SFAIP
（ sib24.V ）しな縮圧

K23riASRmretA
（ tceriD ）

K23SFAIP
（ sib24.V ）りあ縮圧

K23riASRmretA
（ sserpmoC ）

ワクンリルアュデ
信通スレヤイ

（ spbk46 ）

K46riASRmretA
（ kniLlauD ）

●「デュアルリンクワイヤレス通
信」はNEC独自の通信方式で、無
線2チャネルを使って64kbps
の速度で親機と通信し、同期／
非同期アクセスポイントに接続
できます。

r    次へ   ボタンをクリックします。

t IWX70またはRS7が接続されている
ポートを選択し、  次へ  ボタンを
クリックします。

USB ポートに接続している場合は
「Aterm IT-USB COMPort Adapter」
を選択します。

y    完了   ボタンをクリックします。

→モデムのインストールが終了し、［所在地
情報］画面が表示されます。

● 所在地情報がすでに設定されて
いる場合は、o に進みます。

u 所在地情報を設定します。

国名： 「日本」を選択します。
市外局番： 先頭の「0」を除い

て入力します。
外線発信番号：外線発信番号（0発

信など）がない場合
は空欄のままにし
ます。

ダイヤル方法：「トーン」を選択し
ます。

i    次へ   ボタンをクリックします。

→［新しいモデムのインストール］画面が表
示されます。

o    完了   ボタンをクリックします。

→［モデムのプロパティ］画面が表示されます。



34　モデム情報のインストール

p e （→P.32）で選択したモデムが反
転表示されていることを確認し、
 プロパティ  ボタンをクリックします。

● すでに設定してあるモデムと同じ
ものを再度設定すると、［情報］タ
ブ内に「＃2」が付いたモデム情
報が表示されます。
モデム情報を削除するときは、不
要なモデム名をクリックしてから
  削除   ボタンをクリックします。

a 「最高速度」のzをクリックし、最高
速度を選択します。

最高速度とはパソコンと IWX70また
はRS7間の通信速度をさします。イン
ターネットに接続するときの通信速度
のことではありません。 e （→P.32）
で選択したモデムの種類によって最高
速度を次のように選択します。

■ IWX70

報情ムデモ 度速高最

511CNYSAWImretA 00675
002511

511CNYSWImretA 002511

821PMWImretA 002511
004032

23SFAIPWImretA
（ tceriD ） 00675

00251123SFAIPWImretA
（ sserpmoC ）

46SFAIPWImretA 002511

● モデム情報を「AtermIW MP
128」（ISDN回線 128kbps）
に選択している場合は、高速シ
リアルボードなどを増設し、最
高速度を「230400」に設定す
ることをおすすめします。高速
シリアルボードを増設していな
い場合、最高速度は「115200」
となります。

■ RS7

類種のムデモ 度速高最

K23riASRmretA
（ tceriD ） 00675

002511K23riASRmretA
（ sserpmoC ）

K46riASRmretA
（ kniLlauD ） 002511

s    OK   ボタンをクリックします。

→［モデムのプロパティ］画面にもどります。

● 複数のモデム情報をインストール
する場合は、dの画面で   追加  

ボタンをクリックし、7 （→P.32）
～ s をくり返します。
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d   ダイヤルのプロパティ  ボタンをクリック
します。

f 所在地情報を設定します。

登録名： 入力の必要はありま
せん。

国名／地域： 「日本」を選択します。
市外局番： 先頭の「0」を除い

て入力します。
所在地との通話： 変更しません。

g    OK   ボタンをクリックします。

→［モデムのプロパティ］画面にもどります。

h   閉じる  ボタンをクリックします。

→［モデムのプロパティ］が終了し、モデム
情報のインストールが完了します。

→［コントロールパネル］画面にもどります。

j CD-ROMドライブのアクセスランプ
が消えていることを確認し、CD-ROM
を取り出します。

ダイヤルアップの設定

インターネットにダイヤルアップ接続
をするための設定をします。
設定の前に、ダイヤルアップネットワー
クが組み込まれているか確認します。

1 デスクトップの［マイコンピュータ］
アイコンをダブルクリックします。

●［マイコンピュータ］アイコンは
図と異なることがあります。

→［マイコンピュータ］画面が表示されます。

2 ［コントロールパネル］アイコンをダブ
ルクリックします。

→［コントロールパネル］ウィンドウが表示
されます。

3 ［ダイヤルアップネットワーク］アイコ
ンがあるか確認してください。

●［ダイヤルアップネットワーク］
アイコンがすでにある場合は、
「プロバイダの設定」（→P.37）に
進みます。

●［ダイヤルアップネットワーク］
アイコンがない場合は、以下の
手順で組み込みます。
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ダイヤルアップネットワークの
組み込み

ダイヤルアップネットワークをパソコ
ンに組み込みます。

!WindowsMeのCD-ROMをパソ
コンにセットします。

● WindowsMeがプリインス
トールされているパソコンの
多くは、ハードディスクに
CD-ROMの内容がコピーさ
れています。この場合は、
CD-ROMは必要ありません。

@［コントロールパネル］の［アプリ
ケーションの追加と削除］アイコ
ンをダブルクリックします。

→［アプリケーションの追加と削除のプ
ロパティ］画面が表示されます。

#［Windows ファイル］タブをク
リックします。

$「コンポーネントの種類」の「通信」
を x にし、   詳細   ボタンをクリッ
クします。

→［通信］画面が表示されます。

%「ダイヤルアップネットワーク」を
x にし、   OK   ボタンをクリック
します。

→インストールが始まり、［アプリケー
ションの追加と削除のプロパティ］
画面にもどります。

^    OK   ボタンをクリックします。

→「ダイヤルアップネットワーク」のイ
ンストールが完了し、［システム設定
の変更］画面が表示されます。

&    はい   ボタンをクリックします。

→パソコンが再起動します。

● 再起動後、［コントロールパネ
ル］ウィンドウ内に［ダイヤ
ルアップネットワーク］アイ
コンが追加されていることを
確認してください。
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プロバイダの設定

インターネットの接続に利用するプロ
バイダの設定をします。

1 デスクトップの［マイコンピュータ］ア
イコンをダブルクリックします。

●［マイコンピュータ］アイコンは
図と異なることがあります。

→［マイコンピュータ］ウィンドウが表示さ
れます。

2 ［コントロールパネル］アイコンをダブ
ルクリックします。

3 ［ダイヤルアップネットワーク］アイコ
ンをダブルクリックします。

● ダイヤルアップネットワークを
はじめて起動したときは、［ダイ
ヤルアップネットワークによう
こそ］画面が表示されます。この
場合は、  次へ  ボタンをクリック
します。次回以降の起動時には
表示されません。

→［ダイヤルアップネットワーク］ウィンド
ウが表示されます。

4 ［新しい接続］アイコンをダブルクリッ
クします。

→［新しい接続］画面が表示されます。

5 「接続名」に、接続するプロバイダの名
前などを任意に入力します。

名前は英数、カナ、漢字、半角などが
入力できます。ここで入力した名前で
接続用アイコンが作成されます。

● ここでは例として「BIGLOBE
64」と入力します。

6 「モデムの選択」に、インストールした
モデム情報が表示されていることを確
認し、   次へ   ボタンをクリックします。

● モデム名が表示されていないと
きは z をクリックし、その中か
ら選択します。

7 「電話番号」に、接続するアクセスポイ
ントの電話番号を入力します。

「市外局番」は空欄にし、「電話番号」に
市外局番の先頭の「0」を除いて入力し
ます。

8 「国／地域番号」の中から「日本（81）」
を選択し、   次へ   ボタンをクリックし
ます。
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9    完了   ボタンをクリックします。

● 次の画面が表示された場合は
  OK  ボタンをクリックします。

「ダイヤルアップアダプタ」が自
動的にインストールされます。

→［ダイヤルアップネットワーク］画面にも
どり、 5 （→P.37）で指定した「接続名」
の付いた接続アイコンが追加されます。

0 ［ダイヤルアップネットワーク］画面で
接続用アイコン（例:BIGLOBE64）に
マウスポインタを合わせ、右クリック
します。

→ショートカットメニューが表示されます。

q ［プロパティ］を選択します。

→接続先の情報画面が表示されます。

w 電話番号と接続方法を確認します。

接続するアクセスポイントや通信方式
によって、「電話番号」の末尾に次の文
字を入力します。

■ PIAFS32Kアクセスポイントに接続
するとき
電話番号の末尾に「PF」と入力
（IWX70）

■ PIAFS64Kアクセスポイントに接続
するとき
電話番号の末尾に「PD」と入力
（IWX70）

■ ITMUX機能を使用して同期64Kア
クセスポイントに接続するとき
電話番号の末尾に「PA」と入力

■ ITMUX機能を使用して128kbps
マルチリンクPPPアクセスポイント
に接続するとき
電話番号の末尾に「PB」と入力

■ デュアルリンクワイヤレス通信で
RS7から発信するとき
電話番号の末尾に「DL」と入力

この指定をした場合は「市外局番とダ
イヤルのプロパティを使う」をクリッ
クして □ にします。

e    設定   ボタンをクリックします。
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r 「最高速度」が、アクセスポイントの条
件に応じた通信速度であることを確認
し、   OK   ボタンをクリックします。

● 最高速度については「モデム情
報のインストール」の a（→
P.34）を参照してください。

t ［ネットワーク］タブをクリックします。

y サーバーの種類を下図のように設定し
ます。

u  TCP/IP設定  ボタンをクリックします。

→［TCP/IP設定］画面が表示されます。

i 「ネームサーバーアドレスを指定する」
を選択し、プロバイダから指定された
ネームサーバーのIPアドレスを半角で
入力します。

● 設定内容はプロバイダによって
異なります。プロバイダのユー
ザ情報資料などにしたがって指
定してください。

●「セカンダリDNS」はプロバイ
ダから指示がなければ、入力し
なくても問題ありません。

o 「IPヘッダー圧縮を使う」をクリック
して □ にします。

p   OK   ボタンをクリックします。

a   OK   ボタンをクリックします。

→［ダイヤルアップネットワーク］ウィンド
ウにもどります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● 接続アイコンは複数登録する
ことができます。PIAFSアク
セスポイント用とITMUX用な
ど、通信方式ごとに接続アイ
コンを作って、接続方法を使
い分けることもできます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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4 「データ発信モード」を選択します。

■ PIAFSスルーモード
RS7のPIAFSデータをIWX70で
変換せずにそのままINSネット64
に送出し、PIAFS対応アクセスポ
イントやPHSデータ端末と通信し
ます。

■ プロトコル変換モード（非同期
9.6K/14.4K/19.2K/28.8K/
38.4K/57.6K）
RS7の無線データを IWX70で一
時的に終端し、非同期対応アクセス
ポイントに合わせてデータを変換し
て通信します。対応する通信速度の
中から選択します。

■ プロトコル変換モード（同期64K）
RS7の無線データを IWX70で一
時的に終端し、ISDN同期64Kア
クセスポイントに合わせてデータを
変換して通信します。［初期値］

5    OK   ボタンをクリックします。

→［ターミナルアダプタの詳細設定］画面に
もどります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ●「通信モード指定発信」を使用
して、発信モードを選択する
こともできます。（→「3-1．
データ通信の機能」）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

無線ポートのデータ発信モードを
設定する

IWX70の無線ポートのデータ発信モー
ドを設定します。
RS7からインターネットに接続すると
きは、IWX70の無線ポートのデータ発
信モードの設定が必要です。プロバイ
ダのほとんどはISDN同期64Kのアク
セスポイントを用意しているので、初
期値のままで発信できます。非同期ア
クセスポイントやPIAFSアクセスポイ
ントなどに接続する場合は、無線ポー
トのデータ発信モードを変更します。

1  →［プログラム］→［Aterm
IWX70&RS7 ユーティリティ］→
［IWX70&RS7らくらくアシスタント］
を選択し、『らくらくアシスタント』を
起動します。

→［らくらくアシスタントメニュー］が表示
されます。

2 ［IWX70&RS7の詳細設定］をクリッ
クします。

→［ターミナルアダプタの詳細設定］画面が
表示されます。

3 無線Aポートを選択します。

→［無線ポートの設定］画面が表示されます。
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接続を確認する

プロバイダのアクセスポイントにダイヤ
ルし、正しく接続できるか確認します。

1 RS7から接続する場合は、前面のPHS
ランプが緑色に点灯していることを確
認します。

2 デスクトップの［マイコンピュータ］ア
イコンをダブルクリックします。

●［マイコンピュータ］アイコンは
図と異なることがあります。

→［マイコンピュータ］ウィンドウが表示さ
れます。

3 ［コントロールパネル］アイコンをダブ
ルクリックします。

4 ［ダイヤルアップネットワーク］アイコ
ンをダブルクリックします。

→［ダイヤルアップネットワーク］ウィンド
ウが表示されます。

5 接続アイコン（例：BIGLOBE64）を
ダブルクリックします。

●「プロバイダの設定」の 5 （→
P.37）で指定した「接続名」の
付いた接続アイコンが表示され
ます。

→［接続］画面が表示されます。

6 「ユーザー名」（ユーザID）がプロバイ
ダから指定されたユーザ設定情報など
の資料と合っていることを確認し、パ
スワードを入力します。

●「パスワードの保存」をクリック
して x にすると、次回の接続か
らパスワードを入力する必要が
なくなります。

7    接続   ボタンをクリックします。

→ IWX70がINSネット64を通じてプロバ
イダにダイヤルします。

→プロバイダに電話をかけてつながると、
ユーザー名（ユーザ ID）とパスワードの
認証がおこなわれ、そのあとプロバイダ
のホストコンピュータに接続されます。

→タスクトレイのインジケータに［ダイヤ
ルアップネットワークモニタ］アイコン
が表示されます。

→ INSネット64に接続されます。

→ IWX70の液晶ディスプレイに、データ通
信中を表す c または d が表示されます。
RS7から接続したときは、PHSランプが
緑色または赤色に点滅します。
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■ IWX70液晶ディスプレイ

B� ル�ネ�ャ�チ� 1�で�つ� s�p�b�k�4�6�
中�信�通�

B� ル�ネ�ャ�チ� 2�で�つ� s�p�b�k�8�2�1�
中�信�通�

1�B� 中�用�使�ル�ネ�ャ�チ�

2�B� 中�用�使�ル�ネ�ャ�チ�

● RS7などの子機からPIAFSス
ルーモードでインターネットに
接続した場合は c ／ d は表示
されません。

■ RS7 PHSランプ

滅点色緑 ルネャチ線無 1 でつ
spbk23 中信通

滅点色赤 ルネャチ線無 2 でつ
spbk46 中信通

8 タスクトレイのインジケータの［ダイ
ヤルアップネットワークモニタ］アイ
コンをダブルクリックします。

9    切断   ボタンをクリックします。

→ INSネット64との接続が切断されます。

→通信回線が正常に切断されると、IWX70
の液晶ディスプレイに「デ ータセツダ
ン」と約20秒間表示されます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お願い� ●    切断   ボタンをクリックして
も、IWX70の液晶ディスプレ
イに c ／ d が表示されてい
るときや、RS7のPHSランプ
が緑色／赤色で点滅している
ときは、通信回線がつながっ
たままになっています。この
ようなときは IWX70 に接続
されている INS回線ケーブル
を抜いて、通信回線を強制的
に切断してください。なお、
INS 回線ケーブルを抜くとす
べての通信が切断されるので、
電話機などの他の機器が通信
中ではないことを確認してか
ら、INS回線ケーブルを抜いて
ください。

● 通信相手に接続できなかった
場合に IWX70が同じ番号に
自動的に再発信する回数は、
最初の発信から数えて3分間
で2回以内に制限されていま
す。この制限内で接続できな
かった場合は、時間をおいて
から接続し直してください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● アクセスポイントに接続した
あとに、認証の失敗などでイ
ンターネットに接続できな
かった場合も、通信料金がか
かります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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● 他にモデム情報がインストールさ
れている場合は、次の画面が表示
されます。   追加  ボタンをク
リックし、6に進みます。

→［新しいモデムのインストール］画面が表
示されます。

6 次の画面が表示されたときは「その他」
を選択し、   次へ   ボタンをクリックし
ます。

モデム情報のインストール

IWX70またはRS7を、インターネッ
トの接続に使用するモデムとして設定
します。

1 パソコンを起動します。

ほかのアプリケーションソフトを起動
しているときは、そのアプリケーショ
ンを終了します。

2 添付CD-ROM『AtermIWX70&RS7
ユーティリティ集』をパソコンにセッ
トします。

→［セットアップガイド］のメニュー画面が
表示されます。

3 ［CD-ROMの終了］をクリックします。

→ [セットアップガイド] のメニュー画面が
終了します。

● CD-ROMをセットしてもメニュー
画面が表示されなかったときは、
この操作は必要ありません。

4  →［設定］→［コントロールパ
ネル］を選択します。

→ [コントロールパネル]ウィンドウが表示さ
れます。

5 [モデム]アイコンをダブルクリックし
ます。

2-6．インターネット接続の手動設定（Windows98/Windows95）
インターネットに接続するための設定は、『らくらくアシスタント』の［インターネット接続の設

定］を使って設定できます。（→取扱説明書「3-3．らくらくアシスタントで簡単に設定する」）

ここでは『らくらくアシスタント』で設定がうまくできなかった場合に、手動で設定する手順を説

明します。

● 以降の手順は、Windows98搭載のパソコンにIWX70を接続した場合の設定を例に説明しま

す。お使いの環境によっては、手順や画面が異なることがあります。RS7を接続した場合の

手順も同様です。なおRS7は、Windows95に対応していません。
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7 「ハードウェアウィザードを実行しな
い」を x にし、   次へ   ボタンをクリッ
クします。

● この画面が表示されない場合は、
8に進みます。

8 「モデムを一覧から選択するので検出し
ない」を xにし、   次へ   ボタンをク
リックします。

9  ディスク使用  ボタンをクリックします。

→［ディスクからインストール］画面が表示
されます。

0   参照   ボタンをクリックします。

q 「ドライブ」のzをクリックしてCD-
ROMドライブ（ ）を選択し、「フォ
ルダ」の「intnet」をダブルクリック
します。

w 「win95」をダブルクリックし、ファイ
ル名の「mdmnit.inf」をクリックして
  OK   ボタンをクリックします。

→［ディスクからインストール］画面にもど
り、指定したCD-ROMドライブとフォル
ダ名が表示されます。

e   OK   ボタンをクリックします。

→［新しいモデムのインストール］画面が表
示されます。

r 使用するモデムを選択します。

IWX70とRS7ではモデムの種類が異
なります。
パソコンをIWX70またはRS7のどち
らに接続しているかによって、次のい
ずれかの表を参照してください。
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■ IWX70
接続するアクセスポイントが対応す
る接続条件によって、次のように選
択します。
通常は、「AtermIW SYNC115」
（ISDN回線64kbps）を選択します。

トンイポスセクア 類種のムデモ

NDSI 期同非線回 511CNYSAWImretA

NDSI 線回
spbk46 ）期同（ 511CNYSWImretA

NDSI 線回
spbk821 ）期同（ 821PMWImretA

K23SFAIP
（ sib24.V ）しな縮圧

23SFAIPWImretA
)tceriD(

K23SFAIP
（ sib24.V ）りあ縮圧

23SFAIPWImretA
)sserpmoC(

K46SFAIP 46SFAIPWImretA

● アクセスポイントが対応してい
る接続条件は、プロバイダにお
問い合わせください。

■ RS7
IWX70（親機）との無線区間の通信
方式によって、次のように選択しま
す。ワイヤレスセットで特に変更が
ない場合や、IWX70のモデムの種
類をISDN用にした場合は、「Aterm
RS Air64K（DualLink）」（デュア
ルリンクワイヤレス通信）を選択し
ます。

式方信通の間区線無 類種のムデモ

K23SFAIP
（ sib24.V ）しな縮圧

K23riASRmretA
（ tceriD ）

K23SFAIP
（ sib24.V ）りあ縮圧

K23riASRmretA
（ sserpmoC ）

ワクンリルアュデ
信通スレヤイ

（ spbk46 ）

K46riASRmretA
（ kniLlauD ）

●「デュアルリンクワイヤレス通
信」はNEC独自の通信方式で、無
線2チャネルを使って64kbps
の速度で親機と通信し、同期／
非同期アクセスポイントに接続
できます。

t   OK   ボタンをクリックします。

y IWX70またはRS7が接続されている
ポートを選択し、   次へ  ボタンをクリッ
クします。

USB ポートに接続している場合は
「Aterm IT-USB COMPort Adapter」
を選択します。

u   完了   ボタンをクリックします。

→モデムのインストールが終了し、[モデム
のプロパティ]画面にもどります。

i r で選択したモデムが反転表示されて
いることを確認し、  プロパティ  ボタン
をクリックします。

● すでに設定してあるモデムと同
じものを再度設定すると、［情
報］タブ内に「#2」が付いたモ
デム情報が表示されます。
モデム情報を削除するときは、
不要なモデム名をクリックして
から   削除   ボタンをクリックし
ます。
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o 「最高速度」のzをクリックし、最高
速度を選択します。

最高速度とはパソコンと IWX70また
はRS7間の通信速度をさします。イン
ターネットに接続するときの通信速度
のことではありません。 r （→P.45）
で選択したモデムの種類によって最高
速度を次のように選択します。

■ IWX70

報情ムデモ 度速高最

511CNYSAWImretA 00675
002511

511CNYSWImretA 002511

821PMWImretA 002511
004032

23SFAIPWImretA
（ tceriD ） 00675

00251123SFAIPWImretA
（ sserpmoC ）

46SFAIPWImretA 002511

● モデム情報を「AtermIW MP
128」（ISDN回線128kbps）
に選択している場合は、高速シ
リアルボードなどを増設し、最
高速度を「230400」に設定す
ることをおすすめします。高速
シリアルボードを増設していな
い場合、最高速度は「115200」
となります。

■ RS7

類種のムデモ 度速高最

K23riASRmretA
（ tceriD ） 00675

002511K23riASRmretA
（ sserpmoC ）

K46riASRmretA
（ kniLlauD ） 002511

p   OK   ボタンをクリックします。

→［モデムのプロパティ］画面にもどります。

● 複数のモデム情報をインストール
する場合は、a の画面で   追加  

ボタンをクリックし、5（→P.43）
～ p をくり返します。

a  ダイヤルのプロパティ  ボタンをクリック
します。
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s 所在地情報を設定します。

登録名： 入力の必要はありま
せん。

国名／地域： 「日本」を選択します。
市外局番： 先頭の「0」を除いて

入力します。
所在地との通話：変更しません。

d   OK   ボタンをクリックします。

→［モデムのプロパティ］画面にもどります。

f  閉じる  ボタンをクリックします。

→［モデムのプロパティ］が終了し、モデム
情報のインストールが完了します。

g CD-ROMドライブのアクセスランプ
が消えていることを確認し、CD-ROM
を取り出します。

ダイヤルアップの設定

インターネットにダイヤルアップ接続
をするための設定をします。
設定の前に、ダイヤルアップネットワー
クが組み込まれているか確認します。

1 デスクトップの［マイコンピュータ］ア
イコンをダブルクリックします。

●［マイコンピュータ］アイコンは
図と異なることがあります。

→［マイコンピュータ］画面が表示されます。

2 ［ダイヤルアップネットワーク］アイコ
ンがあるか確認してください。

●［ダイヤルアップネットワーク］
アイコンがすでにある場合は、
「ネットワークプロトコルの設
定」（→P.49）に進みます。

●［ダイヤルアップネットワーク］
アイコンがない場合は、以下の
手順で組み込みます。

ダイヤルアップネットワークの
組み込み

ダイヤルアップネットワークをパソコ
ンに組み込みます。

!Windows98のCD-ROMをパソ
コンにセットします。

● Windows98がプリインス
トールされているパソコンの
多くは、ハードディスクに
CD-ROMの内容がコピーさ
れています。この場合は、CD-
ROMは必要ありません。
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@［コントロールパネル］の［アプリ
ケーションの追加と削除］アイコ
ンをダブルクリックします。

→［アプリケーションの追加と削除のプ
ロパティ］画面が表示されます。

#［Windows ファイル］タブをク
リックします。

$「ファイルの種類」の「通信」を x
にし、   詳細   ボタンをクリックし
ます。

→［通信］画面が表示されます。

%「ダイヤルアップネットワーク」を
x にし、   OK   ボタンをクリック
します。

→インストールが始まり、［アプリケー
ションの追加と削除のプロパティ］
画面にもどります。

^   OK   ボタンをクリックします。

→「ダイヤルアップネットワーク」のイ
ンストールが完了します。

&  →［Windowsの終了］を
選択して［コンピュータを再起動
する］を選択し、   はい   をクリッ
クします。

→パソコンが再起動します。

● 再起動後、［マイコンピュー
タ］ウィンドウ内に［ダイヤ
ルアップネットワーク］アイ
コンが追加されていることを
確認してください。
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4 不足しているものによってそれぞれ次
の設定をします。

■ クライアント
Microsoft ネットワーククライア
ントを追加する場合

■ アダプタ
ダイヤルアップアダプタを追加する
場合

■ プロトコル
TCP/IPを追加する場合

● 以降はTCP/IP を例に説明し
ます。

5 ［ネットワークの設定］タブをクリック
します。

6 「プロトコル」を選択し、   追加   ボタン
をクリックします。

→［ネットワークプロトコルの選択］画面が
表示されます。

7 「製造元」で「Microsoft」を選択し、
「ネットワークプロトコル」で「TCP/
IP」を選択します。

8   OK   ボタンをクリックします。

→3の［ネットワークの設定］画面にもど
ります。

ネットワークプロトコルの設定

インターネットに接続するときの通信
規約である「ネットワークプロトコル」
を選択します。

1 →［設定］→［コントロールパ
ネル］を選択します。

2 ［ネットワーク］アイコンをダブルク
リックします。

→［ネットワーク］画面が表示されます。

3 「現在のネットワークコンポーネント」
に、プロバイダへの接続に必要な次の
3つのコンポーネントがあるか確認し
ます。

■ Microsoftネットワーククライアント
■ ダイヤルアップアダプタ
■ TCP/IP

これ以外のものは不要なので、選択し
  削除   ボタンをクリックして削除しま
す。
不足しているものがあるときは   追加  

ボタンをクリックし、 4 に進みます。
→［ネットワーク構成ファイル追加］画面が
表示されます。
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9 「TCP/IP」を選択し、  プロパティ  ボタ
ンをクリックします。

→［TCP/IPのプロパティ］画面が表示され
ます。

0 ［詳細設定］タブをクリックします。

q 「既定のプロトコルとして設定する」が
グレー表示になっているか、または
はっきりと表示されているときは x に
なっていることを確認します。

w   OK   ボタンをクリックします。

→［ネットワークの設定］画面にもどります。

e   OK   ボタンをクリックします。

→「再起動しますか」と表示されます。

r   はい   ボタンをクリックします。

→パソコンが再起動し、設定したTCP/IPが
有効になります。

プロバイダの設定

インターネットの接続に利用するプロ
バイダの設定をします。

1 デスクトップの［マイコンピュータ］ア
イコンをダブルクリックします。

●［マイコンピュータ］アイコンは
図と異なることがあります。

→［マイコンピュータ］ウィンドウが表示さ
れます。

2 ［ダイヤルアップネットワーク］アイコ
ンをダブルクリックします。

● ダイヤルアップネットワークを
はじめて起動したときは、［ダイ
ヤルアップネットワークによう
こそ］画面が表示されます。この
場合は、   次へ   ボタンをクリック
します。次回以降の起動時には
表示されません。

→［ダイヤルアップネットワーク］ウィンド
ウが表示されます。

3 [新しい接続の作成]アイコンをダブル
クリックします。

→［新しい接続］画面が表示されます。
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4 「接続名」に、接続するプロバイダの名
前などを任意に入力します。

名前は英数、カナ、漢字、半角などが
入力できます。ここで入力した名前で
接続用アイコンが作成されます。

● ここでは例として「BIGLOBE
64」と入力します。

5 「モデムの選択」に、インストールした
モデム情報が表示されていることを確
認し、   次へ   ボタンをクリックします。

● モデム名が表示されていないと
きはzをクリックし、その中か
ら選択します。

6 「電話番号」に、接続するアクセスポイ
ントの電話番号を入力します。

「市外局番」は空欄にし、「電話番号」に
市外局番の先頭の「0」を除いて入力し
ます。

7 「国／地域番号」の中から「日本（81）」
を選択し、   次へ   ボタンをクリックし
ます。

8   完了   ボタンをクリックします。

→［ダイヤルアップネットワーク］画面にも
どり、4  で指定した「接続名」の付い
た接続アイコンが追加されます。

9 ［ダイヤルアップネットワーク］画面で
接続用アイコン（例：BIGLOBE64）に
マウスポインタを合わせ、右クリック
します。
→ショートカットメニューが表示されます。

0 ［プロパティ］を選択します。

→接続先の情報画面が表示されます。

q 電話番号と接続の方法を確認します。

接続するアクセスポイントや通信方式
によって、「電話番号」の末尾に次の文
字を入力します。

■ PIAFS32Kアクセスポイントに接続
するとき
電話番号の末尾に「PF」と入力
（IWX70）

■ PIAFS64Kアクセスポイントに接続
するとき
電話番号の末尾に「PD」と入力
（IWX70）

■ ITMUX機能を使用して同期64Kア
クセスポイントに接続するとき
電話番号の末尾に「PA」と入力



52　プロバイダの設定

■ ITMUX機能を使用して128kbps
マルチリンクPPPアクセスポイント
に接続するとき
電話番号の末尾に「PB」と入力

■ デュアルリンクワイヤレス通信で
RS7から発信するとき
電話番号の末尾に「DL」と入力

この指定をした場合は「市外局番とダ
イヤルのプロパティを使う」をクリッ
クして □ にします。

w   設定   ボタンをクリックします。

e 「最高速度」が、アクセスポイントの条
件に応じた通信速度であることを確認
し、   OK   ボタンをクリックします。

● 最高速度については「モデム情報
のインストール」のo（→P.46）
を参照してください。

r ［サーバーの種類］タブをクリックし
ます。

t サーバーの種類を下図のように設定し
ます。

y  TCP/IP設定  ボタンをクリックします。

→［TCP/IP設定］画面が表示されます。

u 「ネームサーバーアドレスを指定する」
を選択し、プロバイダから指定された
ネームサーバーのIPアドレスを半角で
入力します。

● 設定内容はプロバイダによって
異なります。プロバイダのユー
ザ情報資料などにしたがって指
定してください。

●「セカンダリDNS」はプロバイ
ダから指示がなければ、入力し
なくても問題ありません。
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i 「IPヘッダー圧縮を使う」をクリックし
て □ にします。

o   OK   ボタンをクリックします。

p   OK   ボタンをクリックします。

→［ダイヤルアップネットワーク］ウィンド
ウにもどります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● 接続アイコンは複数登録する
ことができます。PIAFSアク
セスポイント用とITMUX用な
ど、通信方式ごとに接続アイ
コンを作って、接続方法を使
い分けることもできます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

無線ポートのデータ発信モードを
設定する

IWX70の無線ポートのデータ発信モー
ドを設定します。
RS7からインターネットに接続すると
きは、IWX70の無線ポートのデータ発
信モードの設定が必要です。プロバイ
ダのほとんどはISDN同期64Kのアク
セスポイントを用意しているので、初
期値のままで発信できます。非同期ア
クセスポイントやPIAFSアクセスポイ
ントなどに接続する場合は、無線ポー
トのデータ発信モードを変更します。

1  →［プログラム］→［Aterm
IWX70&RS7 ユーティリティ］→
［IWX70&RS7らくらくアシスタント］
を選択し、『らくらくアシスタント』を
起動します。

→［らくらくアシスタントメニュー］が表示
されます。

2 ［IWX70&RS7の詳細設定］をクリッ
クします。

→［ターミナルアダプタの詳細設定］画面が
表示されます。

3 無線Aポートを選択します。

→［無線ポートの設定］画面が表示されます。
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接続を確認する

プロバイダのアクセスポイントにダイヤ
ルし、正しく接続できるか確認します。

1 RS7から接続する場合は、前面のPHS
ランプが緑色に点灯していることを確
認します。

2 デスクトップの［マイコンピュータ］ア
イコンをダブルクリックします。

●［マイコンピュータ］アイコンは
図と異なることがあります。

→［マイコンピュータ］ウィンドウが表示さ
れます。

3 ［ダイヤルアップネットワーク］アイコ
ンをダブルクリックします。

→［ダイヤルアップネットワーク］ウィンド
ウが表示されます。

4 接続アイコン（例：BIGLOBE64）を
ダブルクリックします。

●「プロバイダの設定」の4（→
P.51）で「接続名」に指定した
名前の接続アイコンが表示され
ます。

→［接続］画面が表示されます。

4 「データ発信モード」を選択します。

■ PIAFSスルーモード
RS7のPIAFSデータをIWX70で
変換せずにそのままINSネット64
に送出し、PIAFS対応アクセスポ
イントやPHSデータ端末と通信し
ます。

■ プロトコル変換モード（非同期
9.6K/14.4K/19.2K/28.8K/
38.4K/57.6K）
RS7の無線データを IWX70で一
時的に終端し、非同期対応アクセス
ポイントに合わせてデータを変換し
て通信します。対応する通信速度の
中から選択します。

■ プロトコル変換モード（同期64K）
RS7の無線データを IWX70で一
時的に終端し、ISDN同期64Kア
クセスポイントに合わせてデータを
変換して通信します。［初期値］

5   OK   ボタンをクリックします。

→［ターミナルアダプタの詳細設定］画面に
もどります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ●「通信モード指定発信」を使用
して、発信モードを選択する
こともできます。（→「3-1．
データ通信の機能」）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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5 「ユーザー名」（ユーザID）がプロバイ
ダから指定されたユーザ設定情報など
の資料と合っていることを確認し、パ
スワードを入力します。

●「パスワードの保存」をクリック
して xにすると、次回の接続か
らパスワードを入力する必要が
なくなります。

6   接続   ボタンをクリックします。

→ IWX70がINSネット64を通じてプロバ
イダにダイヤルします。

→プロバイダに電話をかけてつながると、
ユーザー名（ユーザID）とパスワードの認
証がおこなわれ、そのあとプロバイダのホ
ストコンピュータに接続されます。

→タスクトレイのインジケータに［ダイヤ
ルアップネットワークモニタ］アイコン
が表示されます。

→ INSネット64に接続されます。

→ IWX70の液晶ディスプレイに、データ通
信中を表すc または dが表示されます。
RS7から接続したときは、PHSランプが
緑色または赤色に点滅します。

■ IWX70液晶ディスプレイ

B� ル�ネ�ャ�チ� 1�で�つ� s�p�b�k�4�6�
中�信�通�

B� ル�ネ�ャ�チ� 2�で�つ� s�p�b�k�8�2�1�
中�信�通�

1�B� 中�用�使�ル�ネ�ャ�チ�

2�B� 中�用�使�ル�ネ�ャ�チ�

● RS7などの子機からPIAFSス
ルーモードでインターネットに
接続した場合は c ／ d は表示
されません。

■ RS7 PHSランプ

滅点色緑 ルネャチ線無 1 でつ
spbk23 中信通

滅点色赤 ルネャチ線無 2 でつ
spbk46 中信通

7 タスクトレイのインジケータの［ダイ
ヤルアップネットワークモニタ］アイ
コンをダブルクリックします。

8   切断   ボタンをクリックします。

→ INSネット64との接続が切断されます。

→通信回線が正常に切断されると、IWX70
の液晶ディスプレイに「テ゛ータセツタ゛
ン」と約20秒間表示されます。
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お願い� ●   切断   ボタンをクリックして
も、IWX70の液晶ディスプレ
イにc／dが表示されている
ときや、RS7のPHSランプが
緑色／赤色で点滅していると
きは、通信回線がつながった
ままになっています。このよ
うなときは IWX70に接続さ
れている INS回線ケーブルを
抜いて、通信回線を強制的に
切断してください。なお、INS
回線ケーブルを抜くとすべて
の通信が切断されるので、電
話機などの他の機器が通信中
ではないことを確認してから
INS 回線ケーブルを抜いてく
ださい。

● 通信相手に接続できなかった
場合に IWX70が同じ番号に
自動的に再発信する回数は、
最初の発信から数えて3分間
で2回以内に制限されていま
す。この制限内で接続できな
かった場合は、時間をおいて
から接続し直してください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● アクセスポイントに接続した
あとに、認証の失敗などでイ
ンターネットに接続できな
かった場合も、通信料金がか
かります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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2-7．インターネット接続の手動設定（Windows2000）
インターネットに接続するための設定は、『らくらくアシスタント』の［インターネット接続の設

定］を使って設定できます。（→取扱説明書「3-3．らくらくアシスタントで簡単に設定する」）

ここでは『らくらくアシスタント』で設定がうまくできなかった場合に、手動で設定する手順を説

明します。

● 以降の手順は、Windows2000搭載のパソコンにIWX70を接続した場合の設定を例に説明し

ます。お使いの環境によっては、手順や画面が異なることがあります。RS7を接続した場合の

手順も同様です。

6 ［モデム］タブをクリックします。

7   追加   ボタンをクリックします。

→［ハードウェアの追加と削除］画面が表示
されます。

8 「モデムを一覧から選択するので検出し
ない」を x にして   次へ   ボタンをク
リックします。

モデム情報のインストール

IWX70またはRS7を、インターネッ
トの接続に使用するモデムとして設定
します。

1 パソコンを起動します。

ほかのアプリケーションソフトを起動
しているときは、そのアプリケーショ
ンを終了します。

2 添付CD-ROM『AtermIWX70&RS7
ユーティリティ集』をパソコンにセッ
トします。

→［セットアップガイド］のメニュー画面が
表示されます。

3 ［CD-ROMの終了］をクリックします。

→［セットアップガイド］のメニュー画面が
終了します。

● CD-ROMをセットしてもメニュー
画面が表示されなかったときは、
この操作は必要ありません。

4   →［設定］→［コントロール
パネル］を選択します。

→［コントロールパネル］ウィンドウが表示
されます。

5 ［電話とモデムのオプション］アイコン
をダブルクリックします。

→［電話とモデムのオプション］画面が表示
されます。
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9   次へ   ボタンをクリックします。

0  ディスク使用  ボタンをクリックします。

→［フロッピーディスクからインストール］
画面が表示されます。

q   参照   ボタンをクリックします。

→［ファイルの場所］画面が表示されます。

w CD-ROMドライブを選択し、「INTNET」
フォルダをダブルクリックします。
「WIN2000」フォルダをクリックし
て   開く   ボタンをクリックします。

→［フロッピーディスクからインストール］
画面にもどります。

e   OK   ボタンをクリックします。

r 「モデム」の中から使用するモデムを選
択します。

IWX70とRS7ではモデムの種類が異
なります。

■ IWX70
「AtermIW 128K Support Series」
を選択します。

■ RS7
「AtermRS Series」を選択します。

t   次へ   ボタンをクリックします。

y Atermを接続しているポートを選択
し、   次へ   ボタンをクリックします。

→［デジタル署名が見つかりませんでした］
画面が表示されます。
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u 次の画面が表示されたときは、   はい  

ボタンをクリックします。

→モデム情報がインストールされます。

i   完了   ボタンをクリックします。

→［電話とモデムのオプション］画面にもど
ります。

o rで選択したモデムが追加されている
ことを確認し、［ダイヤル情報］タブを
クリックします。

p   編集   ボタンをクリックします。

→［所在地の編集］画面が表示されます。

a 「国／地域」を「日本」とし、「市外局
番」を入力します。

市外局番は先頭の「0」を除いて入力し
ます。

s 「ダイヤル方法」で「トーン」を選択し、
  OK   ボタンをクリックします。

→［電話とモデムのオプション］画面にもど
ります。

d   OK   ボタンをクリックします。

→［電話とモデムのオプション］の設定が終
了します。

f CD-ROMドライブのアクセスランプ
が消えていることを確認し、CD-ROM
を取り出します。
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ネットワークとダイヤルアップ接
続の設定

1  →［設定］→［ネットワークと
ダイヤルアップ接続］を選択します。

●［スタート］メニューは図と異な
ることがあります。

→［ネットワークとダイヤルアップ接続］
ウィンドウが表示されます。

2 ［新しい接続の作成］アイコンをダブル
クリックします。

→［ネットワークの接続ウィザード］画面が
表示されます。

3   次へ   ボタンをクリックします。

→ネットワーク接続の種類を選択する画面
が表示されます。

4 「インターネットにダイヤルアップ接続
する」を選択し、   次へ   ボタンをクリッ
クします。

→［インターネット接続ウィザード］画面が
表示されます。

5 「インターネット接続を手動で設定す
る･･･」を選択し、   次へ   ボタンをクリッ
クします。

→インターネット接続の設定をする画面が
表示されます。

6 「電話回線とモデムを使ってインター
ネットに接続します」を選択し、   次へ  

ボタンをクリックします。

→［モデムの選択］画面が表示されます。
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7 IWX70またはRS7用のモデム情報
を選択し、   次へ   ボタンをクリックし
ます。

● モデム情報が1つしかインストー
ルされていないときは、この画
面は表示されません。

→インターネットアカウントの接続情報を
設定する画面が表示されます。

8 「電話番号」に、接続するアクセスポイ
ントの電話番号を市外局番から入力し、
「市外局番とダイヤル情報を使う」をク
リックして □ にします。

9   次へ   ボタンをクリックします。

→インターネットアカウントのログオン情
報の画面が表示されます。

0 プロバイダから指定されたユーザ設定
情報などの資料にしたがって、「ユー
ザー名」（ユーザID）と「パスワード」
を入力します。

q   次へ   ボタンをクリックします。

→コンピュータの設定の画面が表示されます。

w 「接続名」に、プロバイダの名前などを
任意に入力します。

名前は英数、カナ、漢字、半角などが
入力できます。ここで入力した名前で
接続用アイコンが作成されます。

● ここでは例として「BIGLOBE64」
と入力します。

e   次へ   ボタンをクリックします。

→インターネットのメールアカウントを設
定する画面が表示されます。

r 「はい」を選択し、  次へ   ボタンをク
リックします。

インターネットメールアカウントを設
定しない場合は「いいえ」を選択し、
s （→P.62）に進みます。

→名前を設定する画面が表示されます。
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t 電子メールを送信するときに表示する
名前を任意に入力し、   次へ   ボタンを
クリックします。

→インターネット電子メールアドレスを設
定する画面が表示されます。

y プロバイダから指定されたユーザ設定
情報などの資料にしたがって、「電子
メールアドレス」を入力します。

u   次へ   ボタンをクリックします。

→［電子メールサーバー名］画面が表示され
ます。

i プロバイダから指定されたユーザ設定
情報などの資料にしたがって、メール
サーバーの種類と名前を入力します。

o   次へ   ボタンをクリックします。

→インターネットメールログオンを設定す
る画面が表示されます。

p プロバイダから指定されたユーザ設定
情報などの資料にしたがって、「アカウ
ント名」と「パスワード」を入力します。

●「パスワードを保存する」をク
リックして x にしておくと、次
回の接続からパスワードを入力
する必要がなくなります。

a   次へ   ボタンをクリックします。

s   完了   ボタンをクリックします。

●「今すぐインターネットに接
続･･･」が x になっていると、ブ
ラウザが起動し、インターネッ
トに接続できます。

→［ネットワークとダイヤルアップ接続］
ウィンドウにもどり、 w （→P.61）で
指定した「接続名」の付いた接続アイコン
が追加されます。
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モデムのプロパティの設定

1 「ネットワークとダイヤルアップ接続
の設定」のw （→P.61）で入力した名
前の接続アイコン（例：BIGLOBE64）
にマウスポインタを合わせ、右クリッ
クします。

→ショートカットメニューが表示されます。

2 ［プロパティ］を選択します。

→［プロパティ］画面が表示されます。

3   構成   ボタンをクリックします。

→［モデムの構成］画面が表示されます。

4 「モデムプロトコル」を設定します。

次の表を参照し、接続するアクセスポ
イントや通信方式によってモデムプロ
トコルを選択します。通常は「PPP
（64K）」を選択します。

トンイポスセクア
法方続接はたま ルコトロプムデモ

期同 K46 続接 PPP （ K46 ）

期同 K821 続接 PPP （ K821 ）

期同非 K6.75 続接 011.V （ K6.75 ）

SFAIP 信通 SFAIP 信発－

続接信着
）バーサプッアルヤイダ（

OTUA （ hc1 ）

5 「モデムによるエラー制御を行う」、「モ
デムによるデータ圧縮を行う」が x に
なっているときは、クリックして □ に
します。

6   OK   ボタンをクリックします。

→［プロパティ］画面にもどります。

7 ［ネットワーク］タブをクリックします。

8   設定   ボタンをクリックします。

→［PPPの設定］画面が表示されます。

9 表示された3つの項目の x をすべて □
にし、   OK   ボタンをクリックします。

→［プロパティ］画面にもどります。
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e 「PPPリンク」の「IPヘッダーの圧縮
を使う」の x  をクリックして □ に
し、   OK   ボタンをクリックします。

→［インターネットプロトコル（TCP/IP）の
プロパティ］画面にもどります。

r   OK   ボタンをクリックします。

→［プロパティ］画面にもどります。

t   OK   ボタンをクリックします。

→［ネットワークとダイヤルアップ接続］画
面にもどります。

0 「チェックボックスがオンになっている
コンポーネント・・・」の「インター
ネットプロトコル（TCP/IP）」をク
リックし、  プロパティ  ボタンをクリッ
クします。

→［インターネットプロトコル（TCP/IP）の
プロパティ］画面が表示されます。

q IPアドレスとDNSサーバーのアドレ
スがプロバイダから自動的に取得でき
る場合は、「IPアドレスを自動的に取
得する」、「DNSサーバーのアドレスを
自動的に取得する」を選択します。

これらを手動で設定する必要がある場
合は「次のIPアドレスを使う」、「次の
DNSサーバーのアドレスを使う」を選
択し、「IPアドレス」、「優先DNSサー
バー」（プライマリDNS）、「代替DNS
サーバー」（セカンダリDNS）を入力
します。

w   詳細設定   ボタンをクリックします。

→［TCP/IP詳細設定］画面が表示されます。
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PIAFSやITMUXを設定する

PIAFS32K／PIAFS64KやITMUX
通信をおこなう場合は、以下の設定を
おこないます。

1 「ネットワークとダイヤルアップ接続の設
定」の w （→P.61）で入力した名前
の接続アイコン（例：BIGLOBE64）に
マウスポインタを合わせ、右クリックし
ます。

→ショートカットメニューが表示されます。

2 ［プロパティ］を選択します。

→［プロパティ］画面が表示されます。

3 接続の方法と電話番号を確認します。

接続するアクセスポイントや通信方式
によって、「電話番号」の末尾に次の文
字を入力します。

■ PIAFS32Kアクセスポイントに接続
するとき
電話番号の末尾に「PF」と入力
（IWX70）

■ PIAFS64Kアクセスポイントに接続
するとき
電話番号の末尾に「PD」と入力
（IWX70）

■ ITMUX機能を使用して同期64K
アクセスポイントに接続するとき
電話番号の末尾に「PA」と入力

■ ITMUX機能を使用して128kbps
マルチリンクPPPアクセスポイント
に接続するとき
電話番号の末尾に「PB」と入力

■ デュアルリンクワイヤレス通信で
RS7から発信するとき
電話番号の末尾に「DL」と入力

4   OK   ボタンをクリックします。

→［ネットワークとダイヤルアップ接続］
ウィンドウにもどります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● この操作で設定した内容は接続
アイコンのプロパティとして保
存されるので、インターネット
に接続するときには、設定した
通信方式で接続されます。

● 接続アイコンは複数登録する
ことができます。PIAFSアク
セスポイント用とITMUX用な
ど、通信方式ごとに接続アイ
コンを作って、接続方法を使
い分けることもできます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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無線ポートのデータ発信モードを
設定する

IWX70の無線ポートのデータ発信モー
ドを設定します。
RS7からインターネットに接続すると
きは、IWX70の無線ポートのデータ発
信モードの設定が必要です。プロバイ
ダのほとんどはISDN同期64Kのアク
セスポイントを用意しているので、初
期値のままで発信できます。非同期ア
クセスポイントやPIAFSアクセスポイ
ントなどに接続する場合は、無線ポー
トのデータ発信モードを変更します。

1  →［プログラム］→［Aterm
IWX70&RS7 ユーティリティ］→
［IWX70&RS7らくらくアシスタント］
を選択し、『らくらくアシスタント』を
起動します。

→［らくらくアシスタントメニュー］が表示
されます。

2 ［IWX70&RS7の詳細設定］をクリッ
クします。

→［ターミナルアダプタの詳細設定］画面が
表示されます。

3無線Aポートを選択します。

→［無線ポートの設定］画面が表示されます。

4 「データ発信モード」を選択します。

■ PIAFSスルーモード
RS7のPIAFSデータをIWX70で
変換せずにそのままINSネット64
に送出し、PIAFS対応アクセスポ
イントやPHSデータ端末と通信し
ます。

■ プロトコル変換モード（非同期
9.6K/14.4K/19.2K/28.8K/
38.4K/57.6K）
RS7の無線データを IWX70で一
時的に終端し、非同期対応アクセス
ポイントに合わせてデータを変換し
て通信します。対応する通信速度の
中から選択します。

■ プロトコル変換モード（同期64K）
RS7の無線データを IWX70で一
時的に終端し、ISDN同期64Kア
クセスポイントに合わせてデータを
変換して通信します。［初期値］

5   OK   ボタンをクリックします。

→［ターミナルアダプタの詳細設定］画面に
もどります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ●「通信モード指定発信」を使用
して、発信モードを選択する
こともできます。（→「3-1．
データ通信の機能」）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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接続を確認する

プロバイダのアクセスポイントにダ
イヤルし、正しく接続できるか確認
します。

1 RS7から接続する場合は、前面のPHS
ランプが緑色に点灯していることを確
認します。

2  →［設定］→［ネットワークと
ダイヤルアップ接続］を選択します。

→［ネットワークとダイヤルアップ接続］
ウィンドウが表示されます。

3 接続アイコン（例：BIGLOBE64）を
ダブルクリックします。

●「ネットワークとダイヤルアップ
接続の設定」の w （→P.61）
で「接続名」に入力した名前の接
続アイコンが表示されます。

→［接続］画面が表示されます。

4 「ユーザー名」（ユーザID）がプロバイ
ダから指定されたユーザ設定情報など
の資料と合っていることを確認し、パ
スワードを入力します。

●「パスワードの保存」をクリック
して x にすると、次回の接続か
らパスワードを入力する必要が
なくなります。

5  ダイヤル  ボタンをクリックします。

→ IWX70がINSネット64を通じてプロバ
イダにダイヤルします。

→プロバイダに電話をかけてつながると、
ユーザー名（ユーザ ID）とパスワードの
認証がおこなわれ、そのあとプロバイダ
のホストコンピュータに接続されます。

→［接続完了］画面とタスクトレイのインジ
ケータに［ネットワークとダイヤルアッ
プ接続］アイコンが表示されます。

6   OK   ボタンをクリックします。

→ INSネット64に接続されます。

→ IWX70の液晶ディスプレイに、データ通
信中を表す c または d が表示されます。
RS7から接続したときは、PHSランプが
緑色または赤色に点滅します。

■ IWX70液晶ディスプレイ

B� ル�ネ�ャ�チ� 1�で�つ� s�p�b�k�4�6�
中�信�通�

B� ル�ネ�ャ�チ� 2�で�つ� s�p�b�k�8�2�1�
中�信�通�

1�B� 中�用�使�ル�ネ�ャ�チ�

2�B� 中�用�使�ル�ネ�ャ�チ�

● RS7などの子機からPIAFSス
ルーモードでインターネットに
接続した場合は c ／ d は表示
されません。
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■ RS7 PHSランプ

滅点色緑 ルネャチ線無 1 でつ
spbk23 中信通

滅点色赤 ルネャチ線無 2 でつ
spbk46 中信通

7 タスクトレイのインジケータの［ネッ
トワークとダイヤルアップ接続］アイ
コンをクリックします。

→［状態］画面が表示されます。

8   切断   ボタンをクリックします。

→ INSネット64との接続が切断されます。

→通信回線が正常に切断されると、IWX70
の液晶ディスプレイに「テ゛ータセツタ゛
ン」と約20秒間表示されます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お願い� ●   切断   ボタンをクリックして
も、IWX70の液晶ディスプレ
イに c ／d が表示されてい
るときや、RS7のPHSランプ
が緑色／赤色で点滅している
ときは、通信回線がつながっ
たままになっています。この
ようなときは IWX70 に接続
されている INS回線ケーブル
を抜いて、通信回線を強制的
に切断してください。なお、
INS 回線ケーブルを抜くとす
べての通信が切断されるので、
電話機などの他の機器が通信
中ではないことを確認してか
ら、INS回線ケーブルを抜いて
ください。

● 通信相手に接続できなかった
場合に IWX70が同じ番号に
自動的に再発信する回数は、
最初の発信から数えて3分間
で2回以内に制限されていま
す。この制限内で接続できな
かった場合は、時間をおいて
から接続し直してください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● アクセスポイントに接続した
あとに、認証の失敗などでイ
ンターネットに接続できな
かった場合も、通信料金がか
かります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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2-8．インターネット接続の手動設定（Macintosh）
インターネットに接続するための設定は、『らくらくアシスタント』の［インターネット接続の設

定］を使って設定できます。（→取扱説明書「4-3．らくらくアシスタントで簡単に設定する」）

ここでは『らくらくアシスタント』で設定がうまくできなかった場合に、手動で設定する手順を説

明します。

● 以降の手順は、Macintoshに IWX70を接続した場合の設定を例に説明します。お使いの環

境によっては手順や画面が異なることがあります。RS7を接続した場合の手順も同様です。

設定の前に

インターネットの接続に必要な、
TCP/IP、モデム、リモートアクセス
（PPP）の設定をします。ここではMac
OS 7.6以上に添付されている「Open
Transport PPP」を使って設定する
方法を説明します。
設定をおこなう前に、以下の内容を確
認してください。

■ Mac OS 7.6以上をお使いの場合

○ TCP/IPソフトウェアが添付されて
います。 （アップルメニュー） →
［コントロールパネル］に「TCP/
IP」が入っていることを確認してく
ださい。入っていない場合は、
Mac i n t osh に添付されている
CD-ROM から、カスタムインス
トールでTCP/IP をインストール
してください。

○ Open Transport PPPが標準で
添付されています。 （アップル
メニュー） →［コントロールパネ
ル］に「PPP」が入っていないと
きは、 Macintoshに添付されてい
るCD-ROMからインストールし
てください。

■ Performaシリーズをお使いの場合

○ （アップルメニュー） →［コン
トロールパネル］→［機能拡張マ
ネージャ］で「A/ROSE」のxを
クリックして □ にしないと、ソフ
トウェアが動作しない場合がありま
す。機能拡張マネージャについて
は、Macintoshの取扱説明書を参
照してください。

○ モデム内蔵の機種をお使いの場合
は、 （アップルメニュー） →［コ
ントロールパネル］→［機能拡張マ
ネージャ］で内蔵モデムに関する
チェックを外さないと、モデムポー
トが機能しないことがあります。う
まく動作しない場合は、モデムポー
トの代わりにプリンタポートに
IWX70またはRS7を接続してく
ださい。詳細は、アップルコン
ピュータにお問い合わせください。
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TCP/IPの設定

プロバイダに接続するときの条件を設
定します。

1 メニューバーの （アップルメ
ニュー）から［コントロールパネル］→
［TCP/IP］を選択します。

→［TCP/IP］画面が表示されます。

2 「経由先」のプルダウンメニューから
「PPP」を選択します。

3 「設定方法」のプルダウンメニューから
「PPPサーバを参照」を選択します。

4 契約しているプロバイダのユーザ設定
情報などの資料にしたがって、「ネーム
サーバアドレス」にDNSのIPアドレ
スを入力します。

● 1行目にプライマリを入力して
改行し、2行目にセカンダリを
入力します。セカンダリはプロ
バイダから指示がなければ入力
しなくても問題ありません。

● 文字は半角の英数字で入力しま
す。大文字、小文字の区別もプロ
バイダの指示にしたがってくだ
さい。

5 「検索ドメイン名」にドメイン名（プロ
バイダのサーバ名）を入力します。

6 クローズボックスをクリックします。

7   保存  ボタンをクリックします。

→TCP/IPの設定が終了します。

● 続けてモデムの設定をします。
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CCLファイルのインストール

IWX70とRS7用のモデム情報ファイ
ル（CCLファイル）をMacintoshに
インストールします。

1 添付CD-ROM『AtermIWX70&RS7
ユーティリティ集』をCD-ROMドラ
イブにセットします。

→CD-ROMウィンドウが表示されます。

2 ［CCLファイル］フォルダをダブルク
リックします。

→Aterm用のモデム情報ファイルの一覧が
表示されます。

3 これらのファイルをハードディスクの
［システムフォルダ］ →［機能拡張］
フォルダ→［Modem Script］フォル
ダにコピーします。

同じ名前のファイルがある場合は上書
きします。
→ IWX70とRS7用のモデム情報ファイル
がインストールされます。

4 CD-ROMを取り出します。

モデムの設定

1 メニューバーの （アップルメ
ニュー）から［コントロールパネル］→
［モデム］を選択します。

→［モデム］画面が表示されます。

2 「経由先」でIWX70またはRS7を接
続したポートを選択します。

USBポートに接続している場合は「経
由先」で「Aterm」を選択します。

3 「モデム」 でモデム情報ファイルを選択
します。

パソコンをIWX70またはRS7のどち
らに接続しているかによって次のいず
れかの表を参照してください。

■ IWX70
接続するアクセスポイントが対応す
る接続条件によって、次のようにモ
デムの種類を選択します。
通常は、「NEC AtermIW 64kPPP」
（ISDN回線64kbps）を選択します。

トンイポスセクア 報情ムデモ
（ LCC ）ルイァフ

期同非 K6.75 k6.75WImretACEN

期同 K46 PPPk46WImretACEN

期同 K821 PMWImretACEN

K23SFAIP SFAIPk23WImretACEN

K46SFAIP SFAIPk46WImretACEN
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● USBポートに接続している場合
は、モデム情報のうしろに
「（USB）」とついたモデムを選
択します。

● アクセスポイントが対応してい
る接続条件は、プロバイダにお
問い合わせください。

■ RS7
IWX70（親機）との無線区間の通
信方式によって、次のようにモデム
を選択します。ワイヤレスセットで
特に変更がない場合や、IWX70の
モデムの種類をISDN用にした場合
は、「NEC AtermRS DualLinks」
（デュアルリンクワイヤレス通信）
を選択します。

式方信通の間区線無 報情ムデモ
（ LCC ）ルイァフ

K23SFAIP
（ sib24.V ）しな縮圧

SRmretACEN
tceriD

K23SFAIP
（ sib24.V ）りあ縮圧

SRmretACEN
sserpmoC

ヤイワクンリルアュデ
信通スレ （ spbk46 ）

SRmretACEN
skniLlauD

● USBポートに接続している場合は、
モデム情報のうしろに「（USB）」と
ついたモデムを選択します。

●「デュアルリンクワイヤレス通
信」はNEC独自の通信方式で、無
線2チャネルを使って64kbps
の速度で親機と通信し、同期／
非同期アクセスポイントに接続
できます。

4 クローズボックスをクリックします。

5   保存  ボタンをクリックします。

→モデムの設定が終了します。続けてリ
モートアクセス（またはPPP）の設定を
します。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ�

● デュアルリンクワイヤレス通信
で接続する場合は『Free PPP』
などの通信ソフトを使用し、
ATコマンドで「デュアルリン
クワイヤレス通信モード」に設
定してください。（→「5．ATコ
マンド」）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

リモートアクセス（またはPPP）
の設定

ここではリモートアクセス（Mac OS
8.5）を例に説明します。Mac OS 8.0
をお使いの場合は「リモートアクセス」
を「PPP」に置き換えてお読みくだ
さい。

1 メニューバーの （アップルメ
ニュー）から［コントロールパネル］→
［リモートアクセス］（または［PPP］）
を選択します。

→［リモートアクセス］（または［PPP］）画
面が表示されます。

2 「登録利用者」がyになっていること
を確認します。

3 「名前」（ユーザID）、「パスワード」を
入力します。



モデムの設定　73

手
動
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ

2-8 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
の
手
動
設
定 (M

a
c
in
to
s
h
)

9 「使用プロトコル」を「PPP」にします。

0 「モデム内蔵の誤り訂正と圧縮を使う」、
「TCPヘッダ圧縮を使う」をそれぞれ
xにします。

q   OK   ボタンをクリックします。

→［リモートアクセス］（または［PPP］）画
面にもどります。

w ［リモートアクセス］（または［PPP］）
画面のクローズボックスをクリックし
ます。

e   保存  ボタンをクリックします。

→リモートアクセス（またはPPP）の設定
が終了します。

●「ユーザ ID」（ユーザ名）「パス
ワード」は、プロバイダのユーザ
設定情報などの資料にしたがっ
て入力します。

● 文字は半角の英数字で入力しま
す。大文字、小文字の区別もプロ
バイダの指示にしたがってくだ
さい。

●「パスワードを保存」を xにす
ると入力したパスワードが保存
され、次回から入力する必要が
なくなります。

4 「電話番号」に、プロバイダの最寄りの
アクセスポイントの電話番号を、半角
で入力します。

● ハイフンや（　）は入力する必要
はありません。

5  オプション  ボタンをクリックします。

→［オプション］画面が表示されます。

6 ［接続］タブをクリックします。

7 「操作しないまま10分間が過ぎたら接
続を切る」をxにしておきます。

8 ［プロトコル］タブをクリックします。
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接続を確認する

プロバイダのアクセスポイントにダイヤ
ルし、正しく接続できるか確認します。

1 RS7から接続する場合は、前面のPHS
ランプが緑色に点灯していることを確
認します。

2 メニューバーの （アップルメ
ニュー）から［コントロールパネル］→
［リモートアクセス］（または［PPP］）
を選択します。

→［リモートアクセス］（または［PPP］）画
面が表示されます。

3   接続  ボタンをクリックします。

このとき、接続するアクセスポイント
や通信方式によって、「電話番号」の末
尾に次の文字を入力すると、通信モー
ドを指定して発信できます。

■ PIAFS32Kアクセスポイントに接続
するとき
電話番号の末尾に「PF」と入力
（IWX70）

■ PIAFS64Kアクセスポイントに接続
するとき
電話番号の末尾に「PD」と入力
（IWX70）

■ ITMUX機能を使用して同期64Kア
クセスポイントに接続するとき
電話番号の末尾に「PA」と入力

■ ITMUX機能を使用して128kbpsマ
ルチリンクPPPアクセスポイントに
接続するとき
電話番号の末尾に「PB」と入力

■ デュアルリンクワイヤレス通信で
RS7から発信するとき
電話番号の末尾に「DL」と入力

→ IWX70がINSネット64を通じてプロバ
イダにダイヤルします。

→プロバイダに電話をかけてつながると、名
前（ユーザID）とパスワードの認証がおこ
なわれます。そのあとプロバイダのホスト
コンピュータに接続され次の画面が表示さ
れます。

→ IWX70の液晶ディスプレイに、データ通
信中を表す c または d が表示されます。
RS7から接続したときは、PHSランプが
緑色または赤色に点滅します。

■ IWX70液晶ディスプレイ

B� ル�ネ�ャ�チ� 1�で�つ� s�p�b�k�4�6�
中�信�通�

B� ル�ネ�ャ�チ� 2�で�つ� s�p�b�k�8�2�1�
中�信�通�

1�B� 中�用�使�ル�ネ�ャ�チ�

2�B� 中�用�使�ル�ネ�ャ�チ�

● RS7などの子機からPIAFSス
ルーモードでインターネットに
接続した場合は c ／ d は表示
されません。
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■ RS7 PHSランプ

滅点色緑 ルネャチ線無 1 でつ
spbk23 中信通

滅点色赤 ルネャチ線無 2 でつ
spbk46 中信通

4 ［リモートアクセス］（または［PPP］）
画面の  接続を切る ボタンをクリック
してから、クローズボックスをクリッ
クします。

● ブラウザソフトを終了しても電
話はつながったままになってい
ます。インターネットの接続を
終了するときは、必ずこの画面
の  接続を切る ボタンをクリック
してください。

→ INSネット64との接続が切断されます。

→通信回線が正常に切断されると、IWX70
の液晶ディスプレイに「テ゛ータセツ
タ゛ン」と約20秒間表示されます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お願い� ● インターネットの接続を終了
するときには、ブラウザソフ
トを終了させただけでは回線
は切断されません。必ず切断
操作をしてください。

●  接続を切る ボタンをクリック
しても IWX70の液晶ディス
プレイに c／dが表示されて
いるときや、RS7のPHSラン
プが緑色／赤色で点滅してい
るときは、通信回線がつな
がったままになっています。
このようなときは IWX70 に
接続されている INS回線ケー
ブルを抜いて、通信回線を強
制的に切断してください。な
お、INS回線ケーブルを抜くと
すべての通信が切断されるの
で、電話機などの他の機器が
通信中ではないことを確認し
てから、INS回線ケーブルを抜
いてください。

● 通信相手に接続できなかった
場合に IWX70が同じ番号に
自動的に再発信する回数は、
最初の発信から数えて3分間
で2回以内に制限されていま
す。この制限内で接続できな
かった場合は、時間をおいて
から接続し直してください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● アクセスポイントに接続した
あとに、認証の失敗などでイ
ンターネットに接続できな
かった場合も、通信料金がか
かります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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2-9．インターネット接続の手動設定（WindowsNT4.0）
WindowsNT4.0の場合、『らくらくアシスタント』でインターネットに接続するための設定を

することはできません。以下の手順にそって、手動でインターネット接続の設定をしてください。

●以降の手順は、WindowsNT4.0搭載のパソコンにIWX70を接続した場合の設定を例に説明

します。お使いの環境によっては手順や画面が異なることがあります。RS7を接続した場合

の手順も同様です。

モデム情報のインストール

IWX70またはRS7を、インターネッ
トの接続に使用するモデムとして設定
します。

1 パソコンを起動します。

ほかのアプリケーションソフトを起動
しているときは、そのアプリケーショ
ンを終了します。

2 添付CD-ROM『AtermIWX70&RS7
ユーティリティ集』をパソコンにセッ
トします。

→［セットアップガイド］のメニュー画面が
表示されます。

3 ［CD-ROMの終了］をクリックします。

→［セットアップガイド］のメニュー画面が
終了します。

● CD-ROMをセットしてもメニュー
画面が表示されなかったときは、
この操作は必要ありません。

4  →［設定］→［コントロールパ
ネル］を選択します。

→［コントロールパネル］ウィンドウが表示
されます。

5 ［モデム］アイコンをダブルクリックし
ます。

● 他にモデム情報がインストール
されている場合は次の画面が表
示されます。  追加  ボタンをク
リックし、6に進みます。

→［新しいモデムのインストール］画面が表
示されます。

6 「その他」を選択し、  次へ  ボタンを
クリックします。
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7 「ハードウェアウィザードを実行しな
い」を x にし、   次へ  ボタンをクリッ
クします。

● この画面が表示されない場合は、
8に進みます。

8 「モデムを一覧から選択するので検出し
ない」を xにし、   次へ  ボタンをク
リックします。

9  ディスク使用 ボタンをクリックします。

→［ディスクからインストール］画面が表示
されます。

0   参照   ボタンをクリックします。

q 「ドライブ」の z をクリックしてCD-
ROMドライブ（ ）を選択し、「フォ
ルダ」欄の「intnet」をダブルクリッ
クします。

w 「nt40」をダブルクリックし、ファイ
ル名の「mdmnit.inf」をクリックして
  OK   ボタンをクリックします。

→［ディスクからインストール］画面にもど
り、指定したCD-ROMドライブとフォル
ダ名が表示されます。

e　   OK   ボタンをクリックします。

→［新しいモデムのインストール］画面が表
示されます。
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r 使用するモデムを選択します。

IWX70とRS7ではモデムの種類が異
なります。
パソコンをIWX70またはRS7のどち
らに接続しているかによって、次のい
ずれかの表を参照してください。

■ IWX70
接続するアクセスポイントが対応す
る接続条件によって、次のように選
択します。
通常は、「AtermIW SYNC115」
（ISDN回線同期64kbps）を選択
します。

トンイポスセクア 類種のムデモ

NDSI 期同非線回 511CNYSAWImretA

NDSI 線回
spbk46 ）期同（ 511CNYSWImretA

NDSI 線回
spbk821 ）期同（ 821PMWImretA

K23SFAIP
（ sib24.V ）しな縮圧

23SFAIPWImretA
)tceriD(

K23SFAIP
（ sib24.V ）りあ縮圧

23SFAIPWImretA
)sserpmoC(

K46SFAIP 46SFAIPWImretA

● アクセスポイントが対応してい
る接続条件は、プロバイダにお
問い合わせください。

■ RS7
IWX70（親機）との無線区間の通信
方式によって、次のように選択しま
す。ワイヤレスセットで特に変更が
ない場合や、IWX70のモデムの種
類をISDN用にした場合は、「Aterm
RS Air64K（DualLink）」（デュア
ルリンクワイヤレス通信）を選択し
ます。

式方信通の間区線無 類種のムデモ

K23SFAIP
（ sib24.V ）しな縮圧

K23riASRmretA
（ tceriD ）

K23SFAIP
（ sib24.V ）りあ縮圧

K23riASRmretA
（ sserpmoC ）

ワクンリルアュデ
信通スレヤイ

（ spbk46 ）

K46riASRmretA
（ kniLlauD ）

●「デュアルリンクワイヤレス通
信」はNEC独自の通信方式で、無
線2チャネルを使って64kbps
の速度で親機と通信し、同期／
非同期アクセスポイントに接続
できます。

t   OK  ボタンをクリックします。

y IWX70またはRS7を接続している
ポートを選択し、  次へ  ボタンをク
リックします。

USB ポートに接続している場合は
「Aterm IT-USB COMPort Adapter」
を選択します。

u   完了   ボタンをクリックします。

→モデム情報がインストールされます。

i CD-ROMドライブのアクセスランプ
が消えたことを確認し、CD-ROMを取
り出します。
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リモートアクセスサービスの設定

1  →［設定］→［コントロールパ
ネル］を選択します。

2 ［ネットワーク］アイコンをダブルク
リックします。

→［ネットワーク］画面が表示されます。

3 ［サービス］タブをクリックします。

4 「リモートアクセスサービス」を選択し、
 プロパティ  ボタンをクリックします。

●「リモートアクセスサービス」が
組み込まれていない場合は、
  追加   ボタンをクリックして組
み込んでください。

→［リモートアクセスセットアップ］画面が
表示されます。

5   追加   ボタンをクリックします。

→［RASデバイスの追加］画面が表示され
ます。

6 「RAS対応デバイス」から、アクセスポ
イントに対応したモデムを次のように
選択します。

トンイポスセクア 類種のムデモ

NDSI 期同非線回 511CNYSAWImretA

NDSI 線回
spbk46 ）期同（ 511CNYSWImretA

NDSI 線回
spbk821 ）期同（ 821PMWImretA

7   OK   ボタンをクリックします。

→［リモートアクセスセットアップ］画面に
もどります。

8   構成   ボタンをクリックします。

→［ポート使用の構成］画面が表示されます。

9 「ポートの使い方」の「ダイヤルアウト
のみ」を選択し、  OK   ボタンをクリッ
クします。

→［リモートアクセスセットアップ］画面に
もどります。

●「ダイヤルアウトのみ」を選択す
ると発信専用になります。着信
も受ける場合は「ダイヤルアウ
トと着信」を選択します。ただし
「ダイヤルアウトと着信」を選択
するとRAS 着信待ちとなって
COM ポートを占有するため、
『らくらくアシスタント』が起動
できなくなります。『らくらくア
シスタント』を使用するときに
は、いったん「ダイヤルアウトの
み」に切り替え、設定終了後「ダ
イヤルアウトと着信」にもどし
てください。



80　リモートアクセスサービスの設定

0  ネットワーク ボタンをクリックします。

→［ネットワークの構成］画面が表示され
ます。

q 「ダイヤルアウトプロトコル」の
「TCP/IP」をx にし、   OK   ボタン
をクリックします。

→［リモートアクセスセットアップ］画面に
もどります。

w    続行   ボタンをクリックします。

→［ネットワーク］画面にもどります。

e ［プロトコル］タブをクリックします。

r 「ネットワークプロトコル」に「TCP/
IPプロトコル」が追加されていること
を確認し、   OK   ボタンをクリック
します。

→［ネットワーク設定の変更］画面が表示
されます。

t    はい   ボタンをクリックします。

→WindowsNT4.0が再起動します。
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プロバイダの設定

インターネットの接続に利用するプロ
バイダの設定をします。

1　 →［プログラム］→［アクセサ
リ］→［ダイヤルアップネットワーク］
を選択します。

→［ダイヤルアップネットワーク］画面が表
示されます。

2　  新規  ボタンをクリックします。

→［新しい電話帳のエントリウィザード］画
面が表示されます。

●［新しい電話帳のエントリウィ
ザード］画面が表示されないと
きは、7以降の操作を実行して
ください。

3 プロバイダの名前などを任意に入力し、
  次へ   ボタンをクリックします。

名前は英数、カナ、漢字、半角などが
入力できます。ここで入力した名前で
接続用アイコンが作成されます。

● ここでは例として「BIGLOBE」
と入力します。

4 「インターネットに接続する」を  x に
し、   次へ  ボタンをクリックします。

→［電話番号］画面が表示されます。

5 接続するプロバイダのアクセスポイン
トの電話番号を市外局番から入力し、
  次へ  ボタンをクリックします。

このとき接続するアクセスポイントや
通信方式によって、「電話番号」の末尾
に次の文字を入力します。

■ PIAFS32Kアクセスポイントに接続
するとき
電話番号の末尾に「PF」と入力
（IWX70）

■ PIAFS64Kアクセスポイントに接続
するとき
電話番号の末尾に「PD」と入力
（IWX70）

■ ITMUX機能を使用して同期64Kア
クセスポイントに接続するとき
電話番号の末尾に「PA」と入力

■ ITMUX機能を使用して128kbps
マルチリンクPPPアクセスポイント
に接続するとき
電話番号の末尾に「PB」と入力

■ デュアルリンクワイヤレス通信で
RS7から発信するとき
電話番号の末尾に「DL」と入力

この指定をした場合は「テレフォニー
ダイヤルのプロパティを使う」の x を
クリックして □ にします。
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→［新しい電話帳のエントリウィザード］画
面にもどります。

6　  完了  ボタンをクリックします。

→［ダイヤルアップネットワーク］画面にも
どります。

7   その他 ボタンをクリックし、［エントリ
とモデムのプロパティの編集］を選択
します。

→［電話帳のエントリの編集］画面が表示さ
れます。

8 設定内容を確認して   構成   ボタンをク
リックします。

→［モデムの構成］画面が表示されます。

9 「初期速度」を「115200」に設定します。

0 「ハードウェアの機能」の「ハードウェ
アフロー制御を行う」を x にします。

q 他は □ にし、   OK   ボタンをクリッ
クします。

→［電話帳のエントリの編集］画面にもどり
ます。

w ［サーバー］タブをクリックし、「ダイ
ヤルアップサーバーの種類」を「PPP:
Windows NT, Windows 95 Plus,
インターネット」にします。

e 「ネットワークプロトコル」の「TCP/
IP」を x にします。

他は □ にし、 TCP/IPの設定  ボタンを
クリックします。
→［PPP TCP/IPの設定］画面が表示され
ます。
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r 「サーバーが割り当てた IPアドレス」、
「ネームサーバーアドレスを指定する」
を選択します。

t 「プライマリDNS」と「セカンダリ
DNS」に、プロバイダから指定された
IPアドレスを半角で入力します。

● 設定内容はプロバイダによって
異なります。プロバイダのユー
ザ情報資料などにしたがって入
力してください。

●「セカンダリDNS」はプロバイ
ダから指示がなければ入力しな
くても問題ありません。

y 「IPヘッダー圧縮を行う」を x にし、
  OK   ボタンをクリックします。

→［電話帳のエントリの編集］画面にもどり
ます。

u ［スクリプト］タブをクリックし、表示
内容が次のようになっていることを確
認します。

i ［セキュリティ］タブをクリックし、「認
証と暗号化の原則」の「クリアテキス
トを含む任意の認証を受け付ける」、ま
たは「暗号化された認証のみを受け付
ける」を選択します。

o ［X25］タブをクリックし、表示内容が
次のようになっていることを確認して
  OK   ボタンをクリックします。

→［ダイヤルアップネットワーク］画面にも
どります。

p  閉じる ボタンをクリックします。

→プロバイダの設定が完了します。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● 接続アイコンは複数登録する
ことができます。PIAFSアク
セスポイント用とITMUX用な
ど、通信方式ごとに接続アイ
コンを作って、接続方法を使
い分けることもできます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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無線ポートのデータ発信モードを
設定する

IWX70の無線ポートのデータ発信モー
ドを設定します。
RS7からインターネットに接続すると
きは、IWX70の無線ポートのデータ発
信モードの設定が必要です。プロバイ
ダのほとんどはISDN同期64Kのアク
セスポイントを用意しているので、初
期値のままで発信できます。非同期ア
クセスポイントやPIAFSアクセスポイ
ントなどに接続する場合は、無線ポート
のデータ発信モードを変更します。

1  →［プログラム］→［Aterm
IWX70&RS7 ユーティリティ］→
［IWX70&RS7らくらくアシスタント］
を選択し、『らくらくアシスタント』を
起動します。

→［らくらくアシスタントメニュー］が表示
されます。

2 ［IWX70&RS7の詳細設定］をクリッ
クします。

→［ターミナルアダプタの詳細設定］画面が
表示されます。

3 無線Aポートを選択します。

→［無線ポートの設定］画面が表示されます。

4 「データ発信モード」を選択します。

■ PIAFSスルーモード
RS7のPIAFSデータをIWX70で
変換せずにそのままINSネット64
に送出し、PIAFS対応アクセスポ
イントやPHSデータ端末と通信し
ます。

■ プロトコル変換モード（非同期
9.6K/14.4K/19.2K/28.8K/
38.4K/57.6K）
RS7の無線データを IWX70で一
時的に終端し、非同期対応アクセス
ポイントに合わせてデータを変換し
て通信します。対応する通信速度の
中から選択します。

■ プロトコル変換モード（同期64K）
RS7の無線データを IWX70で一
時的に終端し、ISDN同期64Kア
クセスポイントに合わせてデータを
変換して通信します。［初期値］

5   OK   ボタンをクリックします。

→［ターミナルアダプタの詳細設定］画面に
もどります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ●「通信モード指定発信」を使用
して、発信モードを選択する
こともできます。（→「3-1．
データ通信の機能」）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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5   OK   ボタンをクリックします。

→ IWX70がINSネット64を通じてプロバ
イダにダイヤルします。

→プロバイダに電話をかけてつながると、
ユーザー名（ユーザ ID）とパスワードの
確認がおこなわれ、そのあとプロバイダ
のホストコンピュータに接続されます。

→タスクトレイのインジケータに［ダイヤ
ルアップネットワークモニタ］のアイコ
ンが表示されます。

→ INSネット64に接続されます。

→ IWX70の液晶ディスプレイに、データ通
信中を表すcまたはd が表示されます。
RS7から接続したときは、PHSランプが
緑色または赤色に点滅します。

■ IWX70液晶ディスプレイ

B� ル�ネ�ャ�チ� 1�で�つ� s�p�b�k�4�6�
中�信�通�

B� ル�ネ�ャ�チ� 2�で�つ� s�p�b�k�8�2�1�
中�信�通�

1�B� 中�用�使�ル�ネ�ャ�チ�

2�B� 中�用�使�ル�ネ�ャ�チ�

● RS7などの子機からPIAFSス
ルーモードでインターネットに
接続した場合は c ／ d は表示
されません。

■ RS7 PHSランプ

滅点色緑 ルネャチ線無 1 でつ
spbk23 中信通

滅点色赤 ルネャチ線無 2 でつ
spbk46 中信通

接続を確認する

プロバイダのアクセスポイントにダイヤ
ルし、正しく接続できるか確認します。

1 RS7から接続する場合は、前面のPHS
ランプが緑色に点灯していることを確
認します。

2  →［プログラム］→［アクセサ
リ］→［ダイヤルアップネットワーク］
を選択します。

→［ダイヤルアップネットワーク］画面が表
示されます。

3  ダイヤル  ボタンをクリックします。

→電話帳に登録したプロバイダ名の接続画
面が表示されます。

4 「ユーザー名」（ユーザID）と「パスワー
ド」を入力します。

●「パスワードを保存する」をク
リックして x にすると、次回の
接続からパスワードを入力する
必要がなくなります。

●「ドメイン」は空欄にしておき
ます。
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6 タスクトレイのインジケータの［ダイ
ヤルアップネットワークモニタ］アイ
コンをダブルクリックします。

7 ［ダイヤルアップネットワークモニタ］
画面の［状態］タブ内の、  切断  ボタ
ンをクリックします。

8   はい   ボタンをクリックします。

→ INSネット64との接続が切断されます。

→通信回線が正常に切断されると、IWX70
の液晶ディスプレイに「テ゛ータセツタ゛
ン」と約20秒間表示されます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お願い� ●   切断   ボタンをクリックして
も、IWX70の液晶ディスプレ
イにc／dが表示されている
ときや、RS7のPHSランプが
緑色／赤色で点滅していると
きは、通信回線がつながった
ままになっています。このよ
うなときは IWX70に接続さ
れている INS回線ケーブルを
抜いて、通信回線を強制的に
切断してください。なお、INS
回線ケーブルを抜くとすべて
の通信が切断されるので、電
話機などの他の機器が通信中
ではないことを確認してから
INS 回線ケーブルを抜いてく
ださい。

● 通信相手に接続できなかった
場合に IWX70が同じ番号に
自動的に再発信する回数は、
最初の発信から数えて3分間
で2回以内に制限されていま
す。この制限内で接続できな
かった場合は、時間をおいて
から接続し直してください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● アクセスポイントに接続した
あとに、認証の失敗などでイ
ンターネットに接続できな
かった場合も、通信料金がか
かります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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3 データ通信の機能�

インターネット通信やリモートアクセスするときのさまざまな
機能と、Atermのメール機能を説明します。�

�
Windows® MeはMicrosoft® Windows® Millennium Edition operating systemの略です。�
Windows® 98はMicrosoft® Windows® 98 operating systemの略です。�
Windows® 95はMicrosoft® Windows® 95 operating systemの略です。�
Windows® 2000はMicrosoft® Windows® 2000 operating systemの略です。�
WindowsNT® 4.0はMicrosoft® WindowsNT® operating system version 4.0の略です。�

Atermのメール機能�

データ通信の機能�
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3-1．データ通信の機能
IWX70とRS7で使用できるデータ通信機能は次のとおりです。

表内の「RS7機能利用」はRS7で利用できる機能です。IWX70では、通信モード指定発信以外の

すべての機能が利用できます。

Atermの機能またはINSネット64
の基本サービスで利用できる機能で、
通話料金以外の課金はありません。�

INSネット64の付加サービスで、
表に書かれている付加サービスの
契約と月額料金が必要です。�

名�能�機� 的�目� 約�契�の�ス�ビ�ー�サ�加�付�な�要�必� 7�S�R�
用�利�能�機�

期�同� s�p�b�k�4�6� ー�タ�ン�イ�
同�／�期�同�非�（�信�通�ト�ッ�ネ�

期� P�P�P� ）�換�変�

期�同� P�P�P� ン�コ�ソ�パ�い�な�た�持�を�能�機�続�接�
る�す�続�接�に�ト�ン�イ�ポ�ス�セ�ク�ア�期�同�ら�か� し�な� ×�

s�p�b�k�8�2�1� ク�ン�リ�チ�ル�マ�
P�P�P� （�信�通� P�M� ）�信�通� B� ル�ネ�ャ�チ� 2� る�す�を�信�通�タ�ー�デ�速�高�で�本� し�な� ×�

ス�ー�ソ�リ� D�O�B�
を�度�速�信�通�て�っ�よ�に�態�状�信�通� K�4�6�

と� K�8�2�1� る�え�替�り�切�に�

ス�ビ�ー�サ�知�通�信�着�中�信�通� ×�

ト�ッ�プ�ー�ル�ス� D�O�B� し�な� ×�

S�F�A�I�P� 信�通� S�H�P� る�す�信�通�タ�ー�デ�と� し�な� ○�

ス�セ�ク�ア�チ�ル�マ� 2� ダ�イ�バ�ロ�プ�の�々�別�ら�か�ン�コ�ソ�パ�の�台�
る�す�続�接�に� し�な� ○�

X�U�M�T�I� 2� ら�か�ン�コ�ソ�パ�の�台� B� ル�ネ�ャ�チ� 1�で�本�
る�す�続�接�に�時�同�に�ダ�イ�バ�ロ�プ�じ�同� し�な� ○�

信�発�定�指�ド�ー�モ�信�通� る�す�信�発�て�し�定�指�を�ド�ー�モ�信�通�ら�か�機�子� し�な� ○�

マ�イ�タ�視�監�信�通�無� る�す�断�切�に�き�と�い�な�が�信�通�間�時�定�一� し�な� ○�

マ�イ�タ�断�切�制�強� る�す�断�切�を�信�通�ら�た�え�超�を�間�時�定�一� し�な� ○�

ク�ッ�バ�ル�ー�コ�ス�ル�ィ�テ�ス� ラ�ク�で�信�通�間�ト�ン�ア�イ�ラ�ク�と�バ�ー�サ�
い�な�せ�さ�生�発�を�金�料�信�通�に�ト�ン�ア�イ� し�な� ○�

化�均�平�答�応� の�数�複� m�r�e�t�A� る�す�化�均�平�を�答�応�信�着�の� し�な� ×�

C�L�H� る�す�定�設�を�性�合�整�ヤ�イ�レ�位�高� し�な� ×�

I�T�C� 能�機� 出�送�に�ト�ー�ポ�タ�ー�デ�を�ど�な�号�番�者�信�発�
る�す� し�な� ×�

○＝利用できます　×＝利用できません�

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● 表内の「機能名」の上でクリックすると、その機能の説明のページにジャンプでき
ます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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設定の仕方

データ通信の機能は『らくらくアシスタント』、またはATコマンドで設定します。『らくら
くアシスタント』の使い方は取扱説明書の「5-2．親機の電話機能」を参照してください。
ATコマンドについては、「5．ATコマンド」を参照してください。

本章の読み方

この章では次のアイコンを用いて説明します。

IWX70に接続したパソコンで利用できる機能を表します。

RS7に接続したパソコンで利用できる機能を表します。

データ通信の機能を使うために必要な設定を説明します。各マークの

うしろに書かれているところを参照してください。

● ここではWindows版の『らくらくアシスタント』の画面を例に

説明しています。

Windows搭載のパソコンで設定する場合に参照してください。

Macintoshで設定する場合に参照してください。
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同期64kbpsインターネット通信（非同期／同期PPP変換）

同期PPP（Point to Point Protocol）接続機能を持たないパソコン（非同期PPP接続
機能を持つパソコン）から、インターネットプロバイダのISDN回線64kbps（同期）の
アクセスポイントに接続します。

インターネット接続の設定で、モデムの種類（接続方式）を「ISDN回線64kbps（同期）」
に設定します。

『らくらくアシスタント』で設定するか、またはインターネット接続の手動設定で、モデムの
種類を「AtermIW SYNC115」に設定します。

　→取扱説明書「3-3．らくらくアシスタントで簡単に設定する」
　→「2．手動セットアップ」

『らくらくアシスタント』またはインターネット接続の手動設定で、モデムの種類を「NEC
AtermIW 64kPPP」に設定します。

　→取扱説明書「4-3．らくらくアシスタントで簡単に設定する」
　→「2-8．インターネット接続の手動設定」

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● ATコマンドで指定する場合は、発信する前に「AT＄N1=1」と入力します。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お願い� ● Macintoshで、ネットワークからのACCMを許容しないPPPアプリケーション
を使用している場合は、『らくらくアシスタント』で「ACCMを付加する」のxを
クリックして □ にしてください。
（ACCM＝Async Control Character Mapの略。非同期PPP通信で使用する
制御キャラクタを2バイトのキャラクタに変換するかどうかを決める。）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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128kbpsマルチリンクPPP通信（MP通信）

ISDN回線128kbps（同期）対応のアクセスポイントに対して、1本目のBチャネルでPPP
接続を完了後、もう1本のBチャネルで同様に発信し、128kbpsの高速データ通信をおこ
ないます。128kbpsマルチリンクPPP通信の状態になると、IWX70のブザーが「ピッ
ピッ」と鳴ります。

プロバイダ�

IWX70パソコン�

B1チャネル�

1つのBチャネルで�
64kbps接続�

プロバイダ�

IWX70パソコン�
B1＋B2�
チャネル�

2つのBチャネルで�
128kbps接続�

インターネット接続の設定で、接続方式を「ISDN回線128kbps（同期）」に設定します。

『らくらくアシスタント』で設定するか、またはインターネット接続の手動設定で、モデムの
種類を「AtermIW MP128」に設定します。

　→取扱説明書「3-3．らくらくアシスタントで簡単に設定する」
　→「2．手動セットアップ」

『らくらくアシスタント』またはインターネット接続の手動設定で、モデムの種類を「NEC
AtermIW MP」に設定します。

　→取扱説明書「4-3．らくらくアシスタントで簡単に設定する」
　→「2-8．インターネット接続の手動設定」
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● ATコマンドで指定する場合は、発信する前に「AT＄N11=1」と入力します。
● 128kbpsマルチリンクPPP通信で発信しても、プロバイダのアクセスポイント

のポートが空いていない場合は、64kbpsの接続になることがあります。
● 128kbpsマルチリンクPPP通信はBチャネルを2本使用するので、通信中に電

話機やファクスを使用することはできません。電話機やファクスも使用するには
「リソースBOD」を設定しておきます。なお、電話機を同時に使用したときは
64kbps通信になります。

● 128kbpsマルチリンクPPP通信中の通信料金は、Bチャネル1本のときの2倍
かかります。

● 128kbpsマルチリンクPPP通信をおこなうには、プロバイダ側が認証プロトコ
ルとしてPAP（パスワード認証プロトコル）をサポートし、1本目と2本目のB
チャネルのネゴシエーションを同じ値で容認できる必要があります。ほとんどのプ
ロバイダはこれに対応しています。128kbpsマルチリンクPPP（MP）対応のア
クセスポイントに接続してください。

● AtermIWシリーズ、ITXシリーズ、IT75シリーズ、60/D、65EXシリーズ、65
シリーズ、50DSU、40/D、55シリーズどうしであれば、128kbpsマルチリン
クPPP 通信を対向で実行することができます。この場合は発信側と着信側に
ATコマンドで「AT＄M8=0」を設定してください。また、受信側では「応答平均
化」を使用しないでください。他の機種との128kbpsマルチリンクPPP対向通
信はできません。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お願い� ● 128kbpsマルチリンクPPP通信に対応しているかどうかは、プロバイダによっ
て異なります。プロバイダに確認の上、128kbpsマルチリンクPPP通信に対応
しているアクセスポイントに接続してください。

● IWX70のシリアルポートを使用している場合は、パソコンのシリアルポートの最高
速度を115.2kbpsに設定します。なお、この場合は128kbpsの速度を得ること
はできません。WindowsMe/Windows98/Windows95で128kbpsの通信速度
を得るには、230.4kbpsに対応した市販の高速RS-232Cボードを購入してくだ
さい。Macintoshの場合は230.4kbps対応の機種の場合のみ使用できます。

● MacintoshでネットワークからのACCMを許容しないPPPアプリケーションを
お使いの場合は、『らくらくアシスタント』で「ACCMを付加する」のxをクリッ
クして □ にしてください。
（ACCM＝Async Control Character Mapの略。非同期PPP通信で使用する
制御キャラクタを2バイトのキャラクタに変換するかどうかを決める。）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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BOD

INSネット64は1本分の契約でB1チャネル、B2チャネルの2つのBチャネルが同時
に利用できるので、Bチャネル2本をたばねて使って（バルク転送）、128kbpsマルチリ
ンクPPP通信が可能です。さらにBOD機能を使用することによって、通信状態やデータ
量に応じてBチャネルの数を切り替え、効率のよいデータ通信をおこなうことができます。
（BOD＝Bandwidth On Demand）

リソースBOD

128kbpsマルチリンクPPP通信中に、アナログポートに接続している電話機に発信または
着信があると、データ通信で使用している2本のBチャネルの1つを削除して、電話機が使
用できるようにします。通話が終了すると、128kbpsマルチリンクPPP通信にもどります。

INSネット64の「通信中着信通知サービス」を契約します。月額料金は
かかりません。�

IWX70パソコン� IWX70パソコン�

INS�
ネット64

INS�
ネット64

B1チャネル�
（64kbps）�

B1＋B2チャネル�
（128kbps）�

B2チャネル�

データポートがBチャネル2本分を使用� データポート、アナログポートがそれぞれ1本�
ずつBチャネルを使用するように切り替える�

『らくらくアシスタント』で設定します。

!［ターミナルアダプタの詳細設定］画面でIWX70を接続しているデータポートを選
択します。

→［データポートの設定］画面が表示されます。

@「設定項目選択」で「MP・BOD機能」を選択します。
→MP・BOD機能を設定する画面になります。
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#「リソースBODを行う」をクリックして x にします。

$   OK   ボタンをクリックします。

→［ターミナルアダプタの詳細設定］画面にもどります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● Bチャネルの1つが削除されたときや、通信終了時には「ピッ」と音が鳴ります。
2つ目のBチャネルが追加されたときは「ピッピッ」と音が鳴ります。

● 接続するプロバイダの回線状況によっては、電話終了後に2つ目のBチャネルを追
加できないことがあります。そのときは電話機の受話器を上げて2秒ほど待ってか
ら受話器をもどすと、再度Bチャネルの追加がおこなわれます。

● 2つ目のBチャネルが追加されたときに電話をかけようとして受話器を上げると、
話し中になることがあります。その場合は再度電話をかけ直してください。

● リソースBODとスループットBODの両方を設定した場合、スループットがしき
い値以上になったときだけ、Bチャネルが追加されます。電話を切ったあとでも条
件が合わなければ、Bチャネルは追加されません。

● リソースBODを設定しておくと、128kbpsマルチリンクPPP通信中に、IWX70
前面のファンクションボタンを使って通信速度を切り替える「マニュアルBOD」が
使用できます。（→取扱説明書「6-1．ファンクションボタンで操作する」）

● リソースBODを利用すると、128kbpsマルチリンクPPP通信中に64K同期通
信の発信をすることができます。

● INSネット64の無料の付加サービス「通信中着信通知サービス」を契約しないと、
着信時はリソースBODがはたらきません。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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スループットBOD

128kbpsマルチリンクPPP通信中に、通信データの量によって、使用するBチャネルの
数を変更します。通信データ量が少ないときは1つのBチャネルを使用し、データ量が多
いときだけ2つのBチャネルを使用します。Bチャネルを追加することを「リンク追加」、
Bチャネルを削除することを「リンク削除」といいます。リンク追加・削除をおこなう条件
として、しきい値と算出時間を設定します。

IWX70パソコン� B1チャネル�

64kbps

プロバイダ�

IWX70パソコン� B1+B2�
チャネル�

128kbps

データ量に�
よって�
切り替え�

�

プロバイダ�

『らくらくアシスタント』で設定します。

!［ターミナルアダプタの詳細設定］画面で IWX70を接続しているデータポート
を選択します。

→［データポートの設定］画面が表示されます。

@「設定項目選択」で「MP・BOD機能」を選択します。

→MP・BOD機能を設定する画面になります。

#「スループットBOD」で「使用する」を選択し、リンク追加・削除をおこなう算
出時間としきい値を指定します。

●「しきい値」は回線利用率（%）で指定します。

回線利用率(%)＝（一定時間のデータ量の平均値）÷（回線の最大データ量）×100

回線の最大データ量＝64kbps（＝8kbps/秒）

〈例〉 リンク追加算出時間＝30秒、リンク追加しきい値＝70%のとき

30秒間の回線利用率が70%より大きくなったとき（30秒間のデータ量の
平均値が44.8kbpsより大きくなったとき）、Bチャネルを追加
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$   OK   ボタンをクリックします。

→［ターミナルアダプタの詳細設定］画面にもどります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お願い� ● リンク追加・削除の算出時間・しきい値の値によっては、何度も接続や切断をして
しまうことがあります。設定値を変更する場合は、注意してください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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PIAFS（ピアフ）通信

IWX70またはRS7に接続されたパソコンから、PHSを接続したノートパソコンなどにダ
イヤルアップ接続し、データの送受信ができます。PIAFS（ピアフ）とはPHSで高品質な
データ通信を実現するために標準化された規格です。IWX70はPIAFS2.0版とPIAFS2.1
版、RS7はPIAFS2.0版に対応しており、PHS網とINSネット64を介して、PIAFS32K
通信またはPIAFS64K通信ができます。

PHS網�

INS�
ネット64

基地局�

PIAFS対応�
アクセスポイント�

PIAFS�
データカード�

PHS

RS7

IWX70

PIAFS32K�
または

PIAFS64K

プロバイダ�

PHSから着信する

外部のPHS端末などからPIAFSモードで着信があった場合、IWX70またはRS7が自動
的に通信モードを判別してPIAFS通信をおこないます。
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IWX70で発信する

次の2つの方法があります。

■ インターネット接続の設定で、IWX70のモデムの種類（接続方式）を「PIAFS」に設
定します。

『らくらくアシスタント』で設定するか、またはインターネット接続の手動設定で、モデムの
種類を「AtermIW PIAFS32」または「AtermIW PIAFS64」に設定します。

　→取扱説明書「3-3．らくらくアシスタントで簡単に設定する」
　→「2．手動セットアップ」

● PIAFS対応アクセスポイントを選択すると、自動的にモデムの種類が設定され
ます。

『らくらくアシスタント』またはインターネット接続の手動設定で、モデムの種類を「NEC
AtermIW 32kPIAFS」または「NEC AtermIW 64kPIAFS」に設定します。

　→取扱説明書「4-3．らくらくアシスタントで簡単に設定する」
　→「2-8．インターネット接続の手動設定」

■ インターネット接続の設定で、IWX70のモデムの種類（接続方式）を「同期64K」に
設定しておき、接続するときに相手の電話番号の末尾に次の文字を付けて発信します。

PIAFS32K 電話番号の末尾に「PF」を付けて発信
PIAFS64K（PIAFS2.0） 電話番号の末尾に「PD」を付けて発信
PIAFS64K（PIAFS2.1） 電話番号の末尾に「PP」を付けて発信
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RS7で発信する

次の2つの方法があります。

■ IWX70の無線ポートのデータ発信モードを「PIAFSスルーモード」に設定し、RS7
のインターネット接続の設定で、モデムの種類を以下のように設定します。

『らくらくアシスタント』で設定するか、またはインターネット接続の手動設定で、モデムの
種類を次のように設定します。

PIAFS32K（圧縮なし） 「AtermRS Air32K（Direct）」
PIAFS32K（圧縮あり） 「AtermRS Air32K（Compress）」
PIAFS64K 「AtermRS Air64K（DualLink）」

　→取扱説明書「3-3．らくらくアシスタントで簡単に設定する」
　→「2．手動セットアップ」

● PIAFS対応アクセスポイントを選択すると、自動的にモデムの種類が設定され
ます。

『らくらくアシスタント』またはインターネット接続の手動設定で、モデムの種類を次のよう
に設定します。

PIAFS32K（圧縮なし） 「NEC AtermRS Direct」
PIAFS32K（圧縮あり） 「NEC AtermRS Compress」
PIAFS64K 「NEC AtermRS DualLinks」

　→取扱説明書「4-3．らくらくアシスタントで簡単に設定する」
　→「2-8．インターネット接続の手動設定」

■ インターネット接続の設定で、IWX70のモデムの種類（接続方式）を「PIAFSスルー
モード」に設定しておき、接続するときに相手の電話番号の末尾に「DL」を付けて発信
します。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お願い� ● WindowsMe/Windows98の場合は接続用アイコンの［プロパティ］で「市外局
番とダイヤルのプロパティ」のチェックボックスが  x になっていると、正しく
発信できないことがあります。その場合はチェックボックスをクリックして □ に
して発信してください。

● PIAFS64K通信をおこなう場合は、「発信者番号通知」を通知するように設定して
ください。（→取扱説明書「5-2．親機の電話機能」）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● PIAFS（PHS Internet Access Forum Standard）は、高品質なデータ通信の
ために標準化された規格です。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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マルチアクセス

2台のパソコンから別々のプロバイダに同時に接続することができます。パソコン1台に
つき1つのBチャネルを使用し、それぞれ最高64kbpsの速度で接続します。

INSネット64

プロバイダA

プロバイダB

パソコンA

IWX70

RS7パソコンB

B1チャネル�
64kbps

B2チャネル�
64kbps

1 1台目のパソコンから同期64Kでインターネットに接続します。

→1本目のB1チャネルを使って、64kbpsで接続します。

2 2台目のパソコンから同期64Kでインターネットに接続します。

→2本目のB2チャネルを使って、64kbpsで接続します。

インターネット接続の設定で、モデムの種類（接続方式）を「同期64K」、「非同期」（シリ
アルポート接続のみ）、または「PIAFS」のいずれかに設定します。「128kbpsマルチリ
ンクPPP通信」の設定をしていなければ、設定の変更は必要ありません。

『らくらくアシスタント』で設定するか、またはインターネット接続の手動設定で、モデムの
種類を「AtermIW MP128」以外に設定します。

　→取扱説明書「3-3．らくらくアシスタントで簡単に設定する」
　→「2．手動セットアップ」
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『らくらくアシスタント』またはインターネット接続の手動設定で、モデムの種類を「NEC
AtermIW MP」以外に設定します。

　→取扱説明書「4-3．らくらくアシスタントで簡単に設定する」
　→「2-8．インターネット接続の手動設定」

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● マルチアクセスはBチャネルを2本使用するので、通信料金はBチャネル1本の
ときの2倍かかります。

● マルチアクセスはBチャネルを2本とも使用するので、マルチアクセス通信中に電
話機やファクスを使うことはできません。着信があった場合は、話し中になります。

● 128kbpsマルチリンクPPP通信中は、マルチアクセス通信は使用できません。
● マルチアクセス中はチャネル数を自動的に切り替える「BOD機能」は使用できま

せん。
● 着信の場合もマルチアクセスが使用できます。その場合、『らくらくアシスタント』

の［データポートの共通設定］でシリアルポートとUSBポートのどちらに優先的
に着信させるかを指定できます。

● マルチアクセスが利用可能な通信モードの組み合わせは次のとおりです。

2 ンコソパの台
せわ合み組の

07XWI
7SR 機子たし設増

トーポルアリシ BSU トーポ

07XWI に2 ソパの台
合場たし続接をンコ 期同 K46 期同 K46 － －

07XWI に1 、台 7SR
に1 をンコソパの台

合場たし続接

期同 K46 －
換変ルコトロプ期同

（ K23SFAIP
　 K46SFAIP/ ）

－

－ 期同 K46
換変ルコトロプ期同

（ K23SFAIP
　 K46SFAIP/ ）

－

期同 K46 －
SFAIP ールス

（ K23SFAIP
　 K46SFAIP/ ）

－

－ 期同 K46
SFAIP ールス

（ K23SFAIP
　 K46SFAIP/ ）

－

7SR に機子の他と 1台
なつをンコソパつず

合場だい

－ － 換変ルコトロプ期同
（ K23SFAIP ）

SFAIP ールス
（ K23SFAIP ）

－ － SFAIP ールス
（ K23SFAIP ）

SFAIP ールス
（ K23SFAIP ）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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ITMUX

1つのユーザID（アカウント）で、2台のパソコンから同じプロバイダに同時に接続しま
す。データ量が少ない通信の場合などは、2本のBチャネルを使用したときよりも、通信
費が節約できます。また、ITMUX通信中に空いているもう1本のBチャネルで、電話や
ファクスが使用できます。

アナログ�
電話回線�

パソコンA

IWX70

パソコンB

プロバイダ�

Bチャネル�
64kbps

Bチャネル�

INS�
ネット64

RS7

電話機�

1 1台目のパソコンから同期64Kまたは同期128Kでインターネットに接続します。

2 1台目のパソコンの接続が完了してから、2台目のパソコンで同様にインターネット
に接続します。

『らくらくアシスタント』で設定します。

　

『らくらくアシスタント』の［インターネット接続の設定］で「ITMUX機能を使用する」を
選択します。

　→取扱説明書「3-3．らくらくアシスタントで簡単に設定する」

『らくらくアシスタント』で［データポートの詳細設定］と［無線ポートの詳細設定］を選択
して設定します。
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Windowsで設定を変更する場合、またはMacintoshで設定する場合は以下のように設定
します。

IWX70のデータポートの設定

!［ターミナルアダプタの詳細設定］画面で、設定する IWX70のデータポートを
選択します。

→［データポートの設定］画面が表示されます。

@［ITMUX設定］タブをクリックします。

#「設定項目選択」で「ITMUX認証」を選択し、「認証する」をクリックして x に
します。

$「設定項目選択」の「MP・BOD機能」と「自動切断」で必要な設定をします。

%   OK   ボタンをクリックします。

→［ターミナルアダプタの詳細設定］画面にもどります。

● パソコンを2台ともIWX70に接続している場合は、シリアルポートとUSBポー
トの両方を設定します。

無線ポートの設定

!［ターミナルアダプタの詳細設定］画面で、設定する無線ポートを選択します。

→［無線ポートの設定］画面が表示されます。

@「データ発信時の ITMUX機能」で「利用する」を選択します。
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#「設定項目選択」の「MP・BOD機能」と「自動切断」で必要な設定をします。

$   OK   ボタンをクリックします。

→［ターミナルアダプタの詳細設定］画面にもどります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● ATコマンドで指定する場合は、「ATD」（ダイヤル発信）コマンドで電話番号の末
尾に「PA」（64Kモード）、または「PB」（128Kモード）を付けて発信します。

● 2台のパソコンは同じアクセスポイントに接続し、同じアカウント（ユーザID）と
パスワードでログインします。2台目のパソコンが接続したアクセスポイントが1
台目と異なっていると、ITMUX機能は使用できません。

● ITMUXが利用できる通信モードは同期64K、または128kbpsマルチリンクPPP
接続の場合です。

● 無線ポートからITMUXを利用する場合は、プロトコル変換モード（同期64K）の
み使用できます。

● 同期128K（128kbpsマルチリンクPPP通信）で接続しているときはBチャネ
ルを2本とも使用するので、通信料金はBチャネル1本分の2倍かかります。ま
た電話機を同時に使うことはできません。同期128KでITMUX通信中に電話機も
使用したい場合は、「リソースBOD」を設定してください。

● 無線ポート（RS7）の自動切断の設定は、RS7の［データポートの設定］の「タ
イマ」で設定します。
Macintoshの場合は『RS7らくらくユーティリティ』の［データポートの設定］
で設定します。

● 増設登録したPHS電話機で ITMUXを利用する場合は、前ページの「無線ポート
の設定」をおこない、PHS電話機でダイヤルした電話番号の最後に「2」（同期
64K）、または「3」（同期128K）のどちらかのサブアドレスを付けて発信します。
サブアドレスのダイヤルの仕方は、PHS電話機の取扱説明書を参照してください。
または、前ページの「無線ポートの設定」の「データ発信時のITMUX機能」で「常
時利用する（同期64K通信時）」、または「常時利用する（同期128K通信時）」を
設定して、常に ITMUX機能を利用するように設定することもできます。

● スティルスコールバック、USBネットワークまたは内線データ通信を使用してい
るときは、ITMUXは使用できません。

● ネットワークゲームなどのアプリケーションは動作しないことがあります。
● PPP接続のときのプロバイダ側の認証プロトコルは、PAP（パスワード認証プロ

トコル）のみです。VJC、MS-CBCP、MLPPP、CCPは使用できません。
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お願い� ● 1台目のパソコンの接続が完了したことを確認してから、2台目のパソコンで発信
をしてください。

● 家族会員など、同じアクセスポイントに接続するけれども、異なるユーザIDで接続
したいときは、『らくらくアシスタント』の「ITMUX接続時の認証」で「認証する」
を □ に設定してください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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通信モード指定発信

RS7から通信モードを指定して発信することができます。
通常、RS7などの子機から受け取ったデータをどのような通信方式でIWX70がINSネッ
ト64に発信するかは、IWX70の無線ポートの「データ発信モード」で設定します。しか
し、このIWX70に設定されている通信モードを変更しないで、RS7から通信モードを指
定して発信することもできます。「通信モード指定発信」で発信したときだけ通信モードが
変更できるので、一時的にPIAFS対応アクセスポイントや非同期アクセスポイントに接続
したいときなどに利用すると便利です。IWX70側の設定は必要ありません。

PHS網�

PIAFS対応�
アクセスポイント�

プロバイダ�
INS�

ネット64

同期アクセスポイント�
非同期アクセスポイント�

IWX70 RS7

プロバイダ�

PIAFS32K�
または

PIAFS64K 通信モー
ドを指定
して発信�

PIAFS�
スルーモード�

プロトコル
変換モード�
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ATコマンドの「ATD」（ダイヤル発信）コマンドで、発信先の電話番号のあとに以下の通
信モードのコードを指定します。

ドーモ信通 K23SFAIP K46SFAIP
）クンリルアュデ（

SFAIP ールス 0P 0D

換変ルコトロプ

期同非 spbk6.9 1P 1D

期同非 spbk4.41 2P 2D

期同非 spbk2.91 3P 3D

期同非 spbk8.82 4P 4D

期同非 spbk4.83 5P 5D

期同非 spbk6.75 6P 6D

期同 spbk46 7P 7D

〈例〉電話番号03-1111-2222にPIAFS32K、PIAFSスルーで接続する場合

　ATD0311112222P0

〈例〉電話番号03-7777-8888、サブアドレス99にPIAFS64K（デュアルリ
ンクワイヤレス通信）、同期64Kで接続する場合

　ATD0377778888＊99D7　　（＊はサブアドレスセパレータ）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● 通信モードについては、取扱説明書の「5-1．ワイヤレス通信機能」を参照してく
ださい。

●「ATD」（ダイヤル発信）コマンドで指定できるコマンドは、上記以外に次のものが
あります。

ドーモ信通 ドーコ 能可信発

信通スレヤイワクンリルアュデ LD 07XWI ・ 7SR

XUMTI （ K46 ）ドーモ AP 07XWI ・ 7SR

XUMTI （ K821 ）ドーモ BP 07XWI ・ 7SR

K23SFAIP FP 07XWI

K46SFAIP （ 0.2SFAIP ） DP 07XWI

K46SFAIP （ 1.2SFAIP ） PP 07XWI

RS7で指定可能なDL、PA、PB、PPは、IWX70に指定されている無線ポート
の通信モードにしたがって INSネット64に発信されます。
Windowsをお使いの場合、ITMUX（64Kモード、128Kモード）は『らくらく
アシスタント』で設定することもできます。この場合はPA、PBを付ける必要はあ
りません。

● PIAFS64Kの「デュアルリンクワイヤレス通信」はNEC独自の通信方式です。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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無通信監視タイマ

通信状態を監視し、一定時間データのやりとりがないと、自動的に通信を切断します。アク
セスしていない間に、よけいな通信料金がかかることを防ぎます。

IWX70

アナログ�
電話回線�

INS�
ネット64

1～10分間�
データの�

やりとりなし�

『らくらくアシスタント』で IWX70またはRS7の設定をします。

IWX70

!［ターミナルアダプタの詳細設定］画面で、設定するIWX70のデータポートを選
択します。

→［データポートの設定］画面が表示されます。

@「設定項目選択」で「自動切断」を選択します。

#「無通信監視タイマ」で、監視する時間を1～10分の中から選択します。

$   OK   ボタンをクリックします。

→［ターミナルアダプタの詳細設定］画面にもどります。
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RS7

!［ターミナルアダプタの詳細設定］画面で RS7のデータポートを選択します。

→［RS7詳細設定］画面が表示されます。

@「タイマ」の「無通信監視タイマ」で、監視する時間を1～10分の中から選択
します。

#   終了   ボタンをクリックします。

→［ターミナルアダプタの詳細設定］画面にもどります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● RS7をMacintoshに接続している場合は、『RS7らくらくユーティリティ』で設
定します。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お願い� ● 切断後は、再度ダイヤルアップ接続してください。
● MacintoshでOpen Transport PPPを使用している場合や、接続するプロバイ

ダによっては、監視パケットなどを定期的に発信している場合があります。その場
合は無通信監視タイマは無効となり、通信は切断されません。パソコンから切断操
作をおこなってください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○



109強制切断タイマ　109

デ
ー
タ
通
信
の
機
能

3-1 

デ
ー
タ
通
信
の
機
能

強制切断タイマ

設定した通信時間を超えると、強制的に通信を切断します。パソコンで切断操作を忘れるな
ど、よけいな通信料金がかかることを防ぎます。定期的に監視データを発信するので、無通信監
視タイマが利用できないプロバイダとの接続の場合でも、切断忘れを防ぐことができます。

IWX70

アナログ�
電話回線�

INS�
ネット64

1～10時間�
経過�

『らくらくアシスタント』で IWX70またはRS7の設定をします。

IWX70の設定

!［ターミナルアダプタの詳細設定］画面で、設定するIWX70のデータポートを選
択します。

→［データポートの設定］画面が表示されます。

@「設定項目選択」で「自動切断」を選択します。

#「強制切断タイマ」で、切断までの時間を1～10時間の中から選択します。

$   OK   ボタンをクリックします。

→［ターミナルアダプタの詳細設定］画面にもどります。



110110　強制切断タイマ

RS7の設定

!［ターミナルアダプタの詳細設定］画面で RS7のデータポートを選択します。

→［RS7詳細設定］画面が表示されます。

@「タイマ」の「強制切断タイマ」で、切断までの時間を1～10時間の中から選
択します。

#   終了   ボタンをクリックします。

→［ターミナルアダプタの詳細設定］画面にもどります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● RS7をMacintoshに接続している場合は、『RS7らくらくユーティリティ』で設
定します。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お願い� ● フレッツ・ISDNやテレホーダイなどを契約していて切断したくない場合は、強制
切断タイマを設定しないでください。ただしフレッツ・ISDNの場合、通信してい
ない間は電話が使用できるので、強制切断タイマを設定した方が回線が有効に使え
ます。

● 切断後は、再度ダイヤルアップ接続してください。
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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スティルスコールバック

Atermを使用したダイヤルアップサーバやRASサーバなどと、リモートクライアントの
ネットワークの場合に、クライアントから発信するとサーバが接続をいったん切断してサー
バからクライアントへ発信し直すことができます。電話料金はサーバ側にかかるので、クラ
イアント側には通信料金がかかりません。

INS�
ネット64

サーバ�クライアント� IWX70 IWX70

1 発 信�
  

3 切 断�

2 呼 出�

4 発 信�
�5 通 信�

RS7

クライアントパソコンから次のように発信します。

■ IWX70
ダイヤルアップネットワークで、電話番号の末尾に「CB」を付けて発信します。

■ RS7
ダイヤルアップネットワークで、電話番号の末尾に「/1」を付けて発信します。

『らくらくアシスタント』で、クライアント（発信）パソコンとサーバ（着信）パソコンの
それぞれに設定をします。

RS7の設定

RS7でスティルスコールバックを利用する場合は、次の設定をします。

!［ターミナルアダプタの詳細設定］画面で、無線Aポートを選択します。

→［データポートの設定］画面が表示されます。

@［共通設定］タブをクリックします。



112112　スティルスコールバック

#「外線データ通信の優先着信ポート」で「無線ポート」を選択します。

$   OK   をクリックします。

→［ターミナルアダプタの詳細設定］画面にもどります。

クライアントパソコンの設定

1 IWX70を設定します。

!［ターミナルアダプタの詳細設定］画面で、パソコンを接続したデータポートま
たは無線ポートを選択します。

→［データポートの設定］画面が表示されます。

→無線ポートを選択した場合は［無線ポートの設定］画面が表示されます。

@「設定項目選択」で「その他」を選択します。

無線ポートの場合は「高度な設定」を選択します。

#「スティルスコールバックを使用する」（無線ポートの場合は「スティルスコール
バックを行う」）をクリックして x にします。

● 画面はシリアルポートを選択したときの例です。

$「設定項目選択」で「電話番号」を選択します。

無線ポートの場合は「使用する設定」を選択します。
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%「発信者番号通知」で「番号通知を行う」を選択します。

● 画面はシリアルポートを選択したときの例です。

2 クライアントパソコンが接続された IWX70またはRS7の設定をします。

! ATコマンドで「RS-CSフロー制御あり」（初期値）に設定します。

ATコマンド AT¥Q=3

@ ATコマンドで「自動応答」（初期値はRING1回で自動応答）に設定します。

ATコマンド ATS0=1

サーバパソコンの設定

1 IWX70を設定します。

! クライアントパソコンと同じ設定をします。

@ サーバを待ち受け状態（ER信号をON）にします。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● Atermシリーズの IWX70、IT21L、ITXシリーズ、IW50/D、IT75シリーズ、
60Lシリーズ、60/D、40/D、65EXシリーズ、65シリーズ、50DSU、55シ
リーズ、45シリーズ、25DSU、IW60シリーズ（子機モード）、IB55Pro/II、IC20
で利用できます。

● スティルスコールバックが実行されたかどうかは、通信後にクライアントパソコン
の累積通信料金が加算されていないことで確認できます。

● インターネットに接続したり、電話の発着信は通常どおり実行できます。
● アナログポートでは使用できません。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お願い� ● クライアントパソコンの同一回線内に複数のターミナルアダプタが接続されている
場合は、Atermに着信するようにサブアドレスやダイヤルインを利用してくださ
い。Atermに着信するように指定されていないと、サーバパソコンがかけ直したと
きに他のターミナルアダプタが応答することがあります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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応答平均化

1本の INSネット64回線に複数のAtermが接続されている場合に、各Atermへの着信
応答を平均化します。
サーバに複数のAtermが接続されている場合、クライアントからサーバにアクセスがある
とサーバの全ポートに着信し、その中で早く応答したポートがクライアントと通信状態にな
ります。そのため遅く応答したポートは、着信から切断復旧までの間、次の着信を受けるこ
とができません。応答平均化を利用するとサーバの各ポートに交互に着信させることができ
るので、サーバへの無効な着信や接続の失敗を防ぐことができます。

IWX70

INS�
ネット64

サーバ�

ポート1

ポート2

Aterm

着信�

『らくらくアシスタント』で設定します。シリアルポートとUSBポートに共通の設定です。

!［ターミナルアダプタの詳細設定］画面で、シリアルポートまたはUSBポートの
どちらかを選択します。

→［データポートの設定］画面が表示されます。

@［共通設定］タブをクリックします。

#「設定項目選択」で「その他」を選択します。

→データポートに共通の設定をする画面になります。

$「応答平均化」で「平均化する」を選択し、「接続台数」に接続しているAterm
の台数を入力します。
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%   OK   ボタンをクリックします。

→［ターミナルアダプタの詳細設定］画面にもどります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● Atermシリーズの IWX70、IT21L、ITXシリーズ、IW50/D、IT75シリーズ、
60L、60/D、40/D、65EXシリーズ、65シリーズ、50DSU、55シリーズ、
45シリーズ、25DSU、IW60シリーズ、IB55Pro/II、IC20で利用できます。

● アナログポートと無線ポートに対しては使用できません。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お願い� ● 同一回線内に接続されているすべてのAtermに、応答平均化を設定してください。
設定されていないAtermがあると、正しく動作しません。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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HLC

IWX70に接続したパソコンやアナログ通信機器の種別をHLCに設定し、HLCが一致する
相手とだけ通信をおこないます。
発信時はIWX70が自動的にHLCを付けて発信し、着信時は発信者からのHLCを照合し
て一致するときだけ通信を実行します。相手が INSネット64に加入している場合だけ利
用できます。
（HLC＝高位レイヤ整合性）

〈例〉 ファクスにHLCを設定している場合

INS�
ネット64

IWX70

HLC 04�
G2/G3ファクス�

HLC 04�
G2/G3ファクス�

HLC 01�
電話�

■ HLCコード
HLCコードは次のとおりです。
IWX70のアナログポートに接続された機器は、「HLCを設定する」に設定すると、電話機
は「01」、ファクスまたはモデムには「04」のHLCコードが自動的に設定されます。デー
タポートにはHLCコードが任意に設定できます。

CLH ドーコ 別種の器機続接

10 話電

40 3G/2G スクァフ

33 4G スクァフ

63 ドーモスクッミ

94 スクッテレテ

05 スクッテオデビ

35 スクッレテ

65 （ムテスシ理処ジーセッメ SHM ）

56 ISO ンョシーケリプア
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『らくらくアシスタント』で IWX70の設定をします。

!［ターミナルアダプタの詳細設定］画面で、設定する IWX70のデータポートを
選択します。

→［データポートの設定］画面が表示されます。

@「HLCを設定する」をクリックしてxにし、HLCコードを任意に入力します。

#   OK   ボタンをクリックします。

→［ターミナルアダプタの詳細設定］画面にもどります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お願い� ● ファクス付電話機のように、相手が電話でもファクスでも着信を受け付けたいとき
は「HLCを設定するが着信判定しない」に設定します。「着信判定する」に設定さ
れていると、相手がINSネット64に接続された電話機またはファクスの場合に、
着信できないことがあります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● 相手からHLCがない着信があった場合、通常は受け付けますが、IWX70のアナロ
グポートに接続する機器の設定が「FAXやモデムを接続する」になっていると、着
信は受け付けません。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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CTI機能

CTI（コンピュータ・テレフォニー・インテグレーション）機能は、着信時に通知される情
報をコンピュータで処理するなど、電話機とコンピュータを統合的に利用する機能のことで
す。IWX70のCTI機能は、アナログポートに通知される着信情報に含まれる発信者番号な
どを、着信時にデータポートにリザルトコードで送出します。

RING ANALOG 発信者番号/発信者サブアドレス　着信番号/着信サブアドレス�
（最大32桁）� （最大19桁）� （最大32桁）� （最大19桁）�

非通知理由を受信したときは、発信者番号/発信者サブアドレスのかわりに、以下の形式で
リザルトコードを送出します。

�

RING ANALOG［非通知理由］着番号/着信サブアドレス�
P：ユーザ拒否�
C：公衆電話発信�
O：サービス提供不可�
S：サービス競合�

ATコマンドで「AT$A16=1」を入力し、「CTIモードを使用する」に設定します。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● サブアドレスセパレータの「/」と、リザルトコードの最後に付加される「CR」、「LF」
は固定です。

● ｉ・ナンバーを使用しているときは、着信番号のかわりにｉ・ナンバー情報に対応
した電話番号が表示されます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お願い� ● リザルトコードについては「5．ATコマンド」を参照してください。
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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3-2．Atermのメール機能
INSネット64の基本サービス「ユーザ間情報通知サービス（UUI）」とAtermのメール機能を組

み合わせてメールサービスが利用できます。

メール機能とは

Atermで利用できるメールサービスは次の3種類です。

BIGLOBEに加入契約
をし、メールオプショ
ンの申し込みをしま

す。（有料）�
すでにBIGLOBE会員の方は、
メールオプションだけを申し
込んでください。�

�■ 電子メール着信通知�
BIGLOBEに電子メールが届くと、IWX70ま
たはRS7のMSGランプが点滅して電子メー
ルの到着を知らせます。BIGLOBEにアクセス
しなくてもメールの着信が確認できるので、
メールの確認のためだけにパソコンを起動し
たり、インターネットにアクセスする手間が
はぶけます。�
また添付のユーティリティソフト『UUIメールEX』
を使うと、電子メールの送信者（From：先頭
10バイト）、用件（Subject：先頭100バイト）
をパソコンに表示することができます。�
さらにBIGLOBE側の設定で通知する条件な
どを設定することで、必要なメールの到着だ
けに限定して通知することもできます。�

INSネット64

IWX70

BIGLOBE

BIGLOBE会員�
からのメール�

インターネット�
経由のメール�

メール到着を通知�

BIGLOBE会員�

RS7

UUIメールEXで�
メール到着情報を確認�

着信するとMSGランプが点滅します�

インター�
ネット�

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● UUIメールが着信したときのIWX70のMSGランプの点滅を消す場合は、IWX70
に接続した電話機のプッシュボタンで * * 0と押します。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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BIGLOBEに加入契約
をし、メールオプショ
ンの申し込みをしま

す。（有料）�
すでにBIGLOBE会員の方は
メールオプションだけを申し
込んでください。�

�■ 遊遊メール（UUIメール変換サービス）�
BIGLOBEにUUIメールを送信すると、BIGLOBE
のサーバが電子メールの形式に変換してイン
ターネット上に送信します。電子メールでの
呼び出しやメッセージ送信ができるPHS電話
機、携帯電話、携帯情報端末（PDA）などの
ショートメッセージサービスが利用できます。
また、IWX70に接続した電話機のプッシュボ
タンでメッセージを送信（テレホン遊遊メール）
することもできます。�

BIGLOBE

遊遊メール�
（メール1通につき0.4円）�

パソコン� IWX70

パソコン�

PHS／携帯電話�

携帯情報端末�

着信すると�
MSGランプが�
点滅します�

遊遊メール着信�

「ユーザ間情報通知
サービス」を「着信
許可」と申し込みま
す。（無料）�

■ UUIメール�
プロバイダやパソコン通信サービスを経由せ
ずに、IWX70またはRS7と相手側のAterm
間で直接メールの送受信ができます。また、
IWX70に接続した電話機のプッシュボタンで
メッセージを送信（テレホンUUIメール）す
ることもできます。�

�

IWxx

INS�
ネット64

パソコン�

パソコン�

IWX70

RS7

Aterm パソコン�

UUIメール�
（メール1通につき0.4円）�

着信すると�
MSGランプが�
点滅します�

UUIメール着信�

着信すると�
MSGランプが�
点滅します�



デ
ー
タ
通
信
の
機
能

3-2 A
te
rm

の
メ
ー
ル
機
能

メール機能を利用するには　121

メール機能を利用するには

Atermのメール機能を利用するには、以下の申し込みとAtermの設定が必要です。

必要な申し込み

利用するメール機能によって、INSネット64の基本サービスの契約とBIGLOBEのメー
ルオプションを次のように申し込みます。

ス�ビ�ー�サ�ル�ー�メ� ル�ー�メ�子�電�
知�通�信�着� ル�ー�メ�遊�遊� I�U�U� ル�ー�メ�

S�N�I� ト�ッ�ネ� 4�6�
ス�ビ�ー�サ�本�基�

知�通�報�情�間�ザ�ー�ユ� 可�許�信�着�

知�通�号�番�者�信�発� －�

ご�話�通�（�知�通�常�通�
は�た�ま�）�知�通�非�と�
線�回�（�知�通�非�常�通�

）�知�通�非�と�ご� 2�*�

－�

知�通�信�着�中�信�通� 奨�推�込�申� 1�*� －�

E�B�O�L�G�I�B� E�B�O�L�G�I�B� と�入�加�の�
）�料�有�（�込�申�の�ン�ョ�シ�プ�オ�ル�ー�メ� 3�*� －�

み�込�し�申�

*1「通常非通知」を契約している場合は『らくらくアシスタント』の設定で、データ
ポートの発信者番号通知を「行う」に設定します。

*2「通信中着信通知」を申し込むと、Bチャネル2本を使った通信中でもUUIメー
ルの着信を受け付けることができます。

*3 BIGLOBEのメールオプションや申し込みについては、下記を参照してください。

■ BIGLOBEホームページ
http://www.biglobe.ne.jp/　（平成12年9月現在）

■ BIGLOBEメールオプションの設定
http://www.biglobe.ne.jp/mail/　（平成12年9月現在）
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必要な設定

IWX70に接続されている電話機のプッシュボタンで操作したり、添付CD-ROM『Aterm
IWX70&RS7ユーティリティ集』に収録されている『UUIメールEX』を使用してAterm
のメール機能を利用します。

ス�ビ�ー�サ�ル�ー�メ�
知�通�信�着�ル�ー�メ�子�電� ル�ー�メ�遊�遊� I�U�U� ル�ー�メ�

I�U�U� ル�ー�メ� X�E�
○�

E�B�O�L�G�I�B� 知�通�「�た�し�定�設�で�
要�必�が�録�登�の�」�名�示�表�

○�
E�B�O�L�G�I�B� の�D�I� 要�必�が�録�登�

○�

電�
話�
機�

ン�ホ�レ�テ�
I�U�U� ル�ー�メ� ×� ×� ○�

ン�ホ�レ�テ�
ル�ー�メ�遊�遊� ×� ○�

E�B�O�L�G�I�B� の�D�I� 要�必�が�録�登�
×�

ル�ー�ツ�る�す�用�使�

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ●『BIGLOBE』は、NECが運営するインターネットプロバイダです。
●『UUIメールEX』については、添付CD-ROMにHTMLでオンラインマニュアル

が収録されています。CD-ROMの「UUIメールEX」フォルダ内の「index.htm」
ファイルをInternet Explorerなどのブラウザで開くと、UUIメールEXの詳しい
説明を見ることができます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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Atermで必要な設定

データポートに発信者通知番号と着信
番号を設定したあと、Atermのメール
機能をIWX70で利用するか、RS7で
利用するかを選択します。初期値は
IWX70で利用するように設定されて
います。
● ここではWindows98搭載のパソ

コンで設定する場合を例に説明しま
す。Macintoshの場合は一部の手
順および画面が異なります。

発信者通知番号と着信番号の設定

データポートに発信者通知番号と着信
番号を設定します。

1 『らくらくアシスタント』を起動します。

2 ［らくらくアシスタントメニュー］で
［IWX70&RS7の詳細設定］をクリッ
クします。

（→取扱説明書「3-3．らくらくアシス
タントで簡単に設定する」、「4-3．らく
らくアシスタントで簡単に設定する」）

→［ターミナルアダプタの詳細設定］画面が
表示されます。

● Macintoshの場合は［IWX70
らくらくアシスタント］画面で
［データポートの詳細設定］を選
択し、4 に進みます。

3 IWX70を接続しているデータポート
（シリアルポートまたはUSBポート）
を選択します。

→［データポートの設定］画面が表示されます。

4 「着信番号」でメールを着信する電話番
号を確認します。

電話番号を変更する場合は、  番号設定 

ボタンをクリックして設定します。

5 「発信者番号通知」で「番号通知を行う」
を選択し、「通知番号」に相手に通知す
る電話番号を入力します。

（→取扱説明書「5-2．親機の電話機能」）

6   OK   ボタンをクリックします。

→［ターミナルアダプタの詳細設定］画面に
もどります。
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メール機能を利用するAterm
を設定する

1 ［ターミナルアダプタの詳細設定］画面
で、IWX70のシリアルポートまたは
USBポートを選択します。

● シリアルポートとUSBポート
に共通の設定です。

→［データポートの設定］画面が表示されます。

2 ［共通設定］タブをクリックします。

3 「データポートへのUUI通知モード」の
「無線ポートへのUUI 通知をデータ
ポートにも通知する」を指定します。

IWX70 で利用する場合はx にしま
す。RS7で利用する場合はクリックし
て □ にします。

4   OK   ボタンをクリックします。

→［ターミナルアダプタの詳細設定］画面に
もどります。

5 RS7のデータポートを選択します。

→［RS7の詳細設定］画面が表示されます。

● Macintoshの場合は『RS7ら
くらくユーティリティ』を起動
します。

6 「その他」の「UUIメール着信時にラン
プを点滅させる」を指定します。

IWX70で利用する場合はクリックし
て □ にします。RS7で利用する場合
は x にします。

7   終了   ボタンをクリックし、   はい   ボ
タンをクリックします。

→［ターミナルアダプタの詳細設定］画面に
もどります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● この設定をおこなっても、テ
レホンUUIメールの着信は通
知されません。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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UUIメールEXの設定と使い方
（Windows）

Windows搭載のパソコンで、メール
機能を使うために必要なユーティリ
ティ『UUIメールEX』の設定をする手
順を説明します。
● ここではWindows98搭載のパソ

コンにIWX70を接続した場合を例
に説明します。RS7を接続した場
合の手順も同様です。

UUIメールEXのインストール

『UUIメールEX』をパソコンのハード
ディスクにインストールし、使用でき
るようにします。

1 パソコンを起動します。

ほかのアプリケーションソフトを起動
しているときは、そのアプリケーショ
ンを終了します。

2 添付CD-ROM『AtermIWX70&RS7
ユーティリティ集』をパソコンにセッ
トします。

→［セットアップガイド］のメニュー画面が
表示されます。

3 ［セットアップガイドを見ないでインス
トール］をクリックします。

→インストーラ集が表示されます。

4 ［UUIメールEXのインストール］をク
リックします。

→［インストール先の選択］画面が表示され
ます。

5 UUIメールEXのインストール先を指
定します。

表示されているインストール先でよけ
ればそのままにします。変更する場合
は   参照   ボタンをクリックし、インス
トール先を指定します。

6   次へ   ボタンをクリックします。

● 次の画面が表示された場合は
  はい   ボタンをクリックします。

7 UUIメールEXを登録するプログラム
フォルダ名を指定し、   次へ   ボタンを
クリックします。

プログラムフォルダ名を変更する場合
はフォルダ名を入力するか、「既存の
フォルダ」から選択します。

→インストールが始まります。

→［コンポーネントの選択］画面が表示され
ます。
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UUIメールEXの環境設定をする

メール機能の環境を設定します。

1 タスクトレイの「UUIメールEX」アイ
コンを右クリックします。

2 ［環境設定］を選択します。

→［環境設定］画面が表示されます。

●［UUIメールEX］画面の［環境
設定］アイコンをクリックした
場合も同様です。

3 ［メール着信通知］［UUIメール］［遊遊
メール］の中から利用するメールサー
ビスのタブをクリックします。

■ メール着信通知

メール到着検出時にポップアップする
x にすると、電子メールが到着し
たことをパソコンの画面上で知らせ
ます。

  参照   ボタン
「利用するメールソフト」を設定す
るときにクリックします。メールの
送受信に使用する電子メールソフト
を選択します。

利用するメールソフト
  参照   ボタンで指定した電子メール
ソフトが表示されます。電子メール
ソフトを指定していない場合は空欄
です。

8 「スタートアップに登録する」が x に
なっていることを確認し、   次へ   ボタ
ンをクリックします。

●「スタートアップに登録する」が
x になっていると、パソコンを
起動したときにUUIメールEX
が自動的に起動します。

→［セットアップの完了］画面が表示されます。

9 「今すぐUUIメールEXを起動する」が x
になっていることを確認し、   終了   ボ
タンをクリックします。

●「README.TXTを参照する」を
x にしておくと、メモ帳が起動
してUUIメールEXについての
説明が表示されます。内容を確
認したら、メモ帳を終了します。

→タスクトレイに［UUIメールEX］アイコ
ンが表示されます。

0 CD-ROMドライブのアクセスランプ
が消えたことを確認し、CD-ROMを取
り出します。
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メール通知設定
電子メール着信通知をするときの名
前を次の手順で登録します。

!名前を登録する欄をクリックし、
  登録   ボタンをクリックします。

→［名前登録］画面が表示されます。
「サービスプロバイダ」には
「BIGLOBEメール」と表示されます。

@「名前」に、電子メールが着信したとき
に表示する自分の名前を入力します。

#「通知表示名」に、BIGLOBEのメー
ルオプションの設定で入力した通
知表示名と同じ名前を入力します。
大文字、小文字など正しく入力し
ます。

● 通知表示名が正しく入力され
ていないと、着信通知はおこ
なわれません。BIGLOBEの
ID（アカウント）を指定する
ことをおすすめします。

$   OK   ボタンをクリックします。

● 複数のメール通知設定を登録
する場合は   適用   ボタンを
クリックしてから   OK   ボ
タンをクリックして［環境設
定］を終了し、再度!～#
をくり返します。

■ UUIメール

メール到着検出時にポップアップする
x にすると、電子メールが到着し
たことをパソコンの画面上で知らせ
ます。

発信者名
メールを発信するときの名前を任意
に入力します。

■ 遊遊メール

BIGLOBE-ID
BIGLOBEのID（ユーザ名）を入力
します。

発信者番号通知
発信者番号通知の電話番号が表示さ
れていることを確認します。表示さ
れていないときは、『らくらくアシ
スタント』で契約者回線番号を設定
してください。

● IWX70に接続したパソコンを
使用し、i・ナンバーを利用して
いる場合は、契約者回線番号は
表示されません。

● RS7に接続したパソコンを使用
した場合は、契約者回線番号は
表示されません。

4 ［システム設定］タブをクリックします。

→［システム設定］画面が表示されます。

5 共通の設定をします。
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備考
備考が必要なときに入力します。

3   適用   ボタンをクリックします。

● 続けて登録するときは、1～3
を繰り返します。

4   OK   ボタンをクリックします。

→［UUIメール送信］画面にもどります。

メールを送信する

1 タスクトレイの「UUIメールEX」アイ
コンを右クリックし、［UUI メール送
信］［電子メール送信］［ショートメッ
セージ送信］の中から利用するメール
送信サービスを選択します。

UUIメール送信
プロバイダを経由せずに、Atermど
うしでメールを直接送受信します。

電子メール送信
遊遊メールで電子メールを送信します。

ショートメッセージ送信
遊遊メールでメッセージ送信ができ
るPHS電話機、携帯電話、携帯情
報端末などに、ショートメッセージ
を送信します。

● 以降は「UUIメール送信」を例
に説明します。

→［UUIメール送信］画面が表示されます。

2 「利用サービス」が、1で選択したメー
ル送信サービスになっていることを確
認します。

ポート番号
IWX70またはRS7が接続されて
いるCOMポートを指定します。「自
動設定」を選択すると、UUIメール
E X を起動したときに自動的に
COMポートが検出されます。

起動時最小化する
x にすると、UUIメールEXの初期
画面を起動したときに最小化します。

メール監視時間
メール到着を何分おきに確認するか
設定します。

6   適用  ボタンをクリックしてから
  OK   ボタンをクリックします。

アドレス帳に登録する

メールを送信する相手をアドレス帳に
登録します。

1 タスクトレイの「UUIメールEX」アイ
コンを右クリックし、［アドレス帳］を
選択します。

●［U U I メール送信］画面の
 アドレス帳  ボタンをクリックし
た場合も同様です。

→［アドレス帳］画面が表示されます。

2 登録する欄をクリックし、アドレスを
入力します。

名前
送信相手の名前を入力します。

UUIメール送信
UUI メール送信をする相手の電話
番号を入力します。サブアドレスが
ある場合は「/」を入力してからサ
ブアドレスを入力します。

電子メールアドレス
電子メール送信をする相手の電子
メールアドレスを入力します。
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3   追加   ボタンをクリックします。

→［宛先選択］画面が表示されます。

4 送信する相手をクリックし、   OK   ボ
タンをクリックします。

→［UUIメール送信］画面にもどります。

● アドレス帳に登録されていない
送信先を直接入力するときは、
 手入力  ボタンをクリックし、宛
先を入力して   OK   ボタンをク
リックします。

● 複数の相手に同じ内容のメール
を送信する場合は、3 ～ 4 を
くり返します。

5 発信者名が表示されていることを確認
します。

●「UUIメール送信」のときは、環
境設定のUUIメールの「発信者
名」に入力した名前が表示されま
す。「電子メール送信」「ショート
メッセージ送信」のときは、環境
設定の遊遊メールの「BIGLOBE-
ID」が表示されます。

6 送信するメッセージを入力します。

● メッセージ入力欄の上に入力可
能文字数（半角）が表示されるの
で、その範囲内でメッセージを
入力します。

● あらかじめ保存してあるメッ
セ ー ジ を 送 信 す る と き は
 差込ファイル  ボタンをクリック
し、メッセージが保存されてい
るファイルを指定します。

7   送信   ボタンをクリックします。

→メールの送信が実行され、送信結果（「送
信完了」または「送信失敗」）が表示され
ます。

8 IWX70またはRS7前面のDATAラ
ンプが消灯していることを確認し、
  OK   ボタンをクリックします。

着信した電子メールを見る

BIGLOBEに電子メールが届くと、IWX70
またはRS7前面のMSGランプがオレン
ジ色に点滅します。『UUIメールEX』が
起動しているときは、タスクトレイの
［UUIメールEX］アイコンも赤色に点滅
します。

■ 電子メール着信通知
［新着メール通知］画面が表示される
ので、   はい   ボタンをクリックしま
す。［メール参照］画面でメールの
「From」（電子メールアドレスの「@」
の前の文字列10バイト）と「Subject」
（用件の先頭100バイト）が確認で
きます。

■ UUIメール
タスクトレイの［UUIメールEX］ア
イコンを右クリックし、［UUIメール
受信］を選択し、メールの表題を確認
します。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● インターネットに接続している
ときは、IWX70またはRS7が
接続されているパソコンの
COMポートまたはUSBポート
が使用中なので、『UUIメール
EX』を起動することはできま
せん。

● IWX70またはRS7を初期化
したり、パソコンのOSをイン
ストールし直したりすると、
UUIメールEXの設定が消えて
しまいます。その場合は、取扱
説明書「7-1．困ったときの
Q&A」を参照してください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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UUIメールEXの環境設定をする

メール機能の環境を設定します。

1 ハードディスクの［UUI メールEX］
フォルダをダブルクリックします。

2 ［UUIメールEX］アイコンをダブルク
リックします。

3 「まず初めに、環境設定を行ってくださ
い。」と表示されるので、   OK   ボタン
をクリックします。

● すでに環境設定をしてある場合
は、［UUIメールEX］画面の 
をクリックします。

→［UUIメールEX－環境設定－］画面が表
示されます。

4 ［メール着信通知］［UUIメール］［遊遊
メール］の中から、利用するメールサー
ビスのタブをクリックします。

■ メール着信通知

メール到着検出時にポップアップする
x にすると、電子メールが到着し
たことをパソコンの画面上で知らせ
ます。

UUIメールEXの設定と使い方
（Macintosh）

Macintoshでメール機能を使うため
に必要なユーティリティ『UUIメール
EX』の設定の手順を説明します。
● ここではMacintoshにIWX70を

接続した場合を例に説明します。
RS7を接続した場合の手順も同様
です。

UUIメールEXのインストール

『UUIメールEX』をMacintoshのハー
ドディスクにインストールし、使用で
きるようにします。

1 Macintoshを起動します。

ほかのアプリケーションソフトを起動
しているときは、そのアプリケーショ
ンを終了します。

2 添付CD-ROM『AtermIWX70&RS7
ユーティリティ集』をMacintoshに
セットします。

→CD-ROMのウィンドウが開きます。

3 ウィンドウ内の［らくらくセットアッ
プガイド］アイコンをダブルクリック
します。

● ウィンドウが表示されないときは
CD-ROMアイコンをダブルクリッ
クします。

4 ［セットアップガイドを見ないでインス
トール］をクリックします。

→インストーラ集が表示されます。

5 ［UUIメールEXのインストール］をク
リックします。

→画面にしたがってインストールをおこな
います。

6 CD-ROMを取り出します。
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  登録   ボタン
［名前登録］画面が表示されます。

「名前」に電子メール着信通知をす
るときの名前を入力し、「通知表示
名」にBIGLOBEのメールオプショ
ンの設定で入力した通知表示名と同
じ名前を入力します。

● 通知表示名が正しく入力され
ていないと、着信通知はおこ
なわれません。BIGLOBEの
ID（アカウント）を指定する
ことをおすすめします。

■ UUIメール

メール到着検出時にポップアップする
x にすると、電子メールが到着したこ
とをパソコンの画面上で知らせます。

発信者名
メールを発信するときの名前を任意
に入力します。

■ 遊遊メール

BIGLOBE-ID
BIGLOBEのID（ユーザ名）を入力
します。

発信者番号通知
発信者番号通知の電話番号が表示さ
れていることを確認します。表示さ
れていないときは、『らくらくアシ
スタント』で契約者回線番号を設定
してください。

● IWX70に接続したパソコンを
使用し、i・ナンバーを利用して
いる場合は、契約者回線番号は
表示されません。

● RS7に接続したパソコンを使用
した場合は、契約者回線番号は
表示されません。

5 ［システム設定］タブをクリックします。

→［システム設定］画面が表示されます。

6 共通の設定をします。

接続ポート
IWX70またはRS7が接続されて
いるポート（モデムポートまたはプ
リンタポート、USBポート）を選
択します。

メール監視時間
メール到着を何分おきに確認するか
設定します。

7   OK   ボタンをクリックします。

→［UUIメールEX］画面にもどります。
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ショートメッセージアドレス
ショートメッセージ送信をおこなう
相手のアドレスを入力します。

4   OK   ボタンをクリックします。

→［UUIメールEX－アドレス帳－］画面に
もどります。

● 続けて登録するときは、3～4
をくり返します。

5 クローズボックスをクリックし、アド
レス帳ウィンドウを閉じます。

メールを送信する

1 ハードディスクの［UUI メールEX］
フォルダ内の［UUIメールEX］アイコ
ンをダブルクリックします。

→［UUIメールEX］画面が表示されます。

2 ツールバーの中から利用するメール送
信サービスのボタンをクリックします。

UUIメール
プロバイダを経由せずに、Atermど
うしでメールを直接送受信します。

電子メール
遊遊メールで電子メールを送信します。

ショートメッセージ
遊遊メールでメッセージ送信ができ
るPHS電話機、携帯電話、携帯情
報端末などに、ショートメッセージ
を送信します。

● 以降は「電子メール送信」を例に
説明します。

→［UUIメールEX－メール送信－］画面が
表示されます。

アドレス帳に登録する

メールを送信する相手をアドレス帳に
登録します。

1 ハードディスクの［UUI メールEX］
フォルダ内の［アドレス帳］アイコン
をダブルクリックします。

● UUIメールEXが起動中の場合
は、UUIメールEX画面の ボ
タンをクリックします。

→［UUIメールEX－アドレス帳－］画面が
表示されます。

2  ボタンをクリックします。

→［UUIメールEX－アドレス帳の編集－］
画面が表示されます。

3 登録する欄をクリックし、アドレスを
入力します。

名前
送信相手の名前を入力します。

UUIメールアドレス
UUI メール送信をする相手の電話
番号を入力します。サブアドレスが
ある場合は「/」をのうしろにサブ
アドレスを入力します。

電子メールアドレス
電子メール送信をする相手の電子
メールアドレスを入力します。
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3  アドレス帳  ボタンをクリックします。

→［宛先選択］画面が表示されます。

4 送信する相手をクリックし、   OK   ボ
タンをクリックします。

→［UUIメールEX－メール送信－］画面に
もどります。

● アドレス帳に登録されていない
送信先を直接入力するときは、
 手入力  ボタンをクリックし、宛
先を入力して   OK   ボタンをク
リックします。

● 複数の相手に同じ内容のメール
を送信する場合は、3 ～ 4 を
くり返します。

5 発信者名が表示されていることを確認
します。

●「UUIメール送信」のときは、環
境設定のUUIメールの「発信者
名」に入力した名前が表示されま
す。「電子メール送信」「ショート
メッセージ送信」のときは、環境
設定の遊遊メールの「BIGLOBE-
ID」が表示されます。

6 「メッセージ」に、送信するメッセージ
を入力します。

● メッセージ入力欄の左に入力可
能文字数（半角）が表示されるの
で、その範囲内でメッセージを
入力します。

● あらかじめ保存してあるメッ
セージを送信するときは   差込  

ボタンをクリックし、メッセー
ジが保存されているファイルを
指定します。

7   送信   ボタンをクリックします

→メールの送信が実行され、送信結果（「送
信完了」または「送信失敗」）が表示され
ます。

8 IWX70またはRS7前面のDATAラ
ンプが消灯していることを確認し、
  OK   ボタンをクリックします。

着信した電子メールを見る

BIGLOBEに電子メールが届くとIWX70
またはRS7前面のMSGランプがオレン
ジ色に点滅し、「新着メールがあります。」
とパソコンに表示されます。

1   OK   ボタンをクリックします。

2 「UUIメールEX」を起動します。

→電子メール着信通知の一覧が表示され、
メールの内容が確認できます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● インターネットに接続している
ときは、IWX70またはRS7が
接続されているモデム（プリン
タ）ポートまたはUSBポートが
使用中なので、『UUIメールEX』
を起動することはできません。

● 電子メール着信通知サービス
の設定が正しくないと、MSG
ランプは点滅しません。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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テレホンUUIメールを使うには

IWX70の液晶ディスプレイを見ながら、アナログポートに接続した電話機のプッシュボタ
ンを使ってUUIメールを送信します。

テレホンUUIメールの送信

Atermを持っている相手に電話機からUUIメールを送信します。
ご利用の前に INSネット64の契約内容が次のようになっているか確認してください。

■ 必須項目の「ユーザ間情報通知サービス」が「着信許可」になっているか。

■ 付加機能項目「月額使用料（無料）」の「通信中着信通知サービス」を申し込んでいるか。

1 IWX70のアナログポートに接続されている電話機の受話器を上げ、 * * 2 * 1
* と押します。

2 相手の電話番号を押します。

● 前回発信した電話番号に発信する場合は、電話番号のかわりに * 3 を押し
ます。

3 # を押します。

4 サブアドレス（最大15桁）を指定します。

サブアドレスを付ける場合： * サブアドレス #
サブアドレスを付けない場合：#

5 # * を押してからメッセージを入力します。

メッセージは数字と *  の組み合わせで押します。（→「メッセージの作成の仕方」
P.141）

〈例〉 ケ゛ンキテ゛スカ？�

ケ� ゛� ゛�キ�ン� テ� ス� カ� ？�

● * 3 を押すと前回のメッセージが表示されます。

● メッセージとして入力できる文字数は100文字以内です。これを超えるとエ
ラー通知音（ピッピッ）が鳴り、それ以降に入力した文字は無視されます。

6 # # を押してから、受話器を置きます。

● メッセージの送信を中断するときは、最後の # を押す前に受話器を置きます。

→ IWX70の液晶ディスプレイに「ソウシンシマシタ」と表示されます。

→送信が失敗したときは「ソウシンシッハ゜イ サイソウシンシテクタ゛サイ」と表示されます。
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● 送信が失敗したときなど、もう一度同じ内容を送信するときは、受話器を上げて
* * 2 * 3 # を押してから受話器を置きます。
なお再送信ができるのはテレホンUUIメールまたはテレホン遊遊メールのうち、直
前に実行した1つのメールだけです。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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受信したUUIメールを見る

UUIメールを受信すると、IWX70前面のMSGランプがオレンジ色に点滅します。受信し
たUUIメールは IWX70に50件まで保存でき、液晶ディスプレイにメールの内容を表示
することができます。

1 IWX70のアナログポートに接続されている電話機の受話器を上げ、 * * 2 * 2
* と押します。

2 表示するメールの番号 0 1 ～ 5 0 を押します。

このとき次の操作ができます。

1 次ページ表示

2 メール番号の確認

3 次のメールを表示

4 前のメールを表示

5 メール番号の選択にもどる

* * 表示中のメールを削除

● 表示しようとしたメールに全角文字が含まれていると「PCメールテ゛ス」と表
示されます。全角文字が含まれているメールは、パソコンで『UUIメールEX』
を使用して内容を確認してください。

3 * を押してから、受話器を置きます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● 受信メールには、受信した順に01～50の番号が付きます。
● 受信メールが50件を超えると古いメールから削除され、メール番号は1つずつず

れます。
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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テレホン遊遊メールを使うには

IWX70の液晶ディスプレイを見ながら、アナログポートに接続した電話機のプッシュボタ
ンを使って遊遊メールを送信します。
ご利用の前に次の点を確認してください。

■ BIGLOBEの加入とメールオプション「遊遊メールサービス」の申し込み
インターネットプロバイダ『BIGLOBE』に加入し、メールオプションの「遊遊メールサー
ビス」を申し込みます。

■ BIGLOBEの ID番号の登録
BIGLOBEに接続するときのID番号（ユーザ名）を、あらかじめIWX70に登録しておき
ます。

■ 発信者番号通知の設定
INSネット64の発信者番号通知を「通常非通知」と契約している場合は、『らくらくアシ
スタント』の設定でデータポートの発信者番号通知を「行う」に設定します。（→取扱説明書
「5-2．親機の電話機能」）

■ 携帯情報端末／PHS／携帯電話のドメイン名の登録
携帯情報端末やPHS、携帯電話にテレホン遊遊メールを送信するときは、携帯情報端末、
PHS、携帯電話のドメイン名をあらかじめIWX70に登録しておきます。
（→「携帯情報端末／PHS／携帯電話のドメインネームの登録」P.138）

BIGLOBEのID番号の登録

テレホン遊遊メールはBIGLOBEのサーバを介して、携帯情報端末や電子メールの送信先
にメッセージを送ります。テレホン遊遊メールを利用する前に、BIGLOBEに接続するとき
の ID番号（ユーザ名）を登録します。

1 IWX70のアナログポートに接続されている電話機の受話器を上げ、 * * 8 5 *
8 5 * と押します。

2 BIGLOBEの ID番号（ユーザ名）を押します。

「メッセージの作成の仕方」（→P.141）を見て文字コードを押します。

3 # # を押してから、受話器を置きます。



138　テレホン遊遊メールを使うには

携帯情報端末／PHS／携帯電話のドメインネームの登録

テレホン遊遊メールで携帯情報端末、PHS電話機、携帯電話へショートメッセージを送信
するときのドメイン名（組織名）とサーバ名を IWX70に登録します。

1 IWX70のアナログポートに接続されている電話機の受話器を上げ、 * * 8 4 と
押します。

2 ドメインネームを登録する短縮番号 0 1 ～ 0 8 を押します。

● ここで登録した短縮番号を使ってテレホン遊遊メールを送信するときには、次
のように押します。

短縮番号01 → * * 3 1

短縮番号08 → * * 3 8

3 * を押してからドメインネームを押します。

「メッセージの作成の仕方」（→P.141）を見て文字コードを押します。
● ドメインネームは40文字まで入力できます。

4 # * を押してからサーバネームを押します。

● サーバネームは12文字まで入力できます。

● サーバネームはテレホン遊遊メールの送信のときに * * 3 1 ～ * *
3 8 を押すと、IWX70の液晶ディスプレイに表示されます。任意に入力す
ることができますが、入力しなくても問題ありません。

5 # # を押してから、受話器を置きます。
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テレホン遊遊メールの送信（携帯情報端末／PHS／携帯電話への送信）

BIGLOBEの「遊遊メールサービス」を利用して、電話機から携帯情報端末やPHS電話機、
携帯電話あてにショートメッセージを送信します。

1 IWX70のアナログポートに接続されている電話機の受話器を上げ、 * * と押し
ます。

2 登録してあるドメイン名の番号 3 1 ～ 3 8 を押します。

3 * を押してから相手の携帯情報端末、PHS、携帯電話の番号を押します。

● 前回発信した電話番号に発信する場合は、電話番号のかわりに * 3 を押し
ます。

● パスワードがある場合は、電話番号に続けてパスワードを押します。

● パスワードで「＿ 」を入力するときは * 9 1 を押します。

4 # を押してからメッセージを押します。

メッセージは数字と *  の組み合わせで押します。（→「メッセージの作成の仕方」
P.141）

● * 3 を押すと前回のメッセージが表示されます。

● メッセージとして入力できる文字数は98文字以内です。これを超えるとエ
ラー通知音（ピッピッ）が鳴り、それ以降に入力した文字は無視されます。

5 # # を押してから、受話器を置きます。

● メッセージの送信を中断するときは、最後の # を押す前に受話器を置きます。

→ IWX70の液晶ディスプレイに「ソウシンシマシタ」と表示されます。

→送信が失敗したときは「ソウシンシッハ゜イ サイソウシンシテクタ゛サイ」と表示されます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● 送信が失敗したときなど、もう一度同じ内容を送信するときは、受話器を上げて
* 3 9 # を押してから受話器を置きます。
なお再送信ができるのはテレホンUUIメールまたはテレホン遊遊メールのうち、直
前に実行した1つのメールだけです。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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テレホン遊遊メールの送信（電子メールへの送信）

BIGLOBEの遊遊メールサービスを利用して、電話機から電子メールアドレスに電子メール
を送信します。

1 IWX70のアナログポートに接続されている電話機の受話器を上げ、 * * 4 1 と
押します。

● 4 1 のかわりに 4 2 を押すと、短縮番号にあらかじめ登録してあるメー
ルアドレスが入力できます。（→「電子メールアドレスの登録」P.143）

2 * を押してから送信相手のメールアドレスを入力します。

メールアドレスは数字と * の組み合わせで入力します。（→「メッセージの作成の
仕方」）

● 1 で 4 2 を押した場合は、メールアドレスを登録した短縮番号 1 ～ 9
を押します。

3 # * を押してからメッセージを押します。

メッセージは数字と * の組み合わせで押します。（→「メッセージの作成の仕方」）

〈例〉 ケ゛ンキテ゛スカ？�

ケ� ゛� ゛�キ�ン� テ� ス� カ� ？�

● * 3 を押すと前回のメッセージが表示されます。

● メッセージとして入力できる文字数は98文字以内です。これを超えるとエ
ラー通知音（ピッピッ）が鳴り、それ以降に押した文字は無視されます。

4 # # を押してから、受話器を置きます。

● メッセージの送信を中断するときは、最後の # を押す前に受話器を置きます。

→ IWX70の液晶ディスプレイに「ソウシンシマシタ」と表示されます。

→送信が失敗したときは「ソウシンシッハ゜イ サイソウシンシテクタ゛サイ」と表示されます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● 送信が失敗したときなど、もう一度同じ内容を送信するときは、受話器を上げて
* * 4 9 # を押してから受話器を置きます。
なお再送信ができるのはテレホンUUIメールまたはテレホン遊遊メールのうち、直
前に実行した1つのメールだけです。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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メッセージの作成の仕方

電話機のプッシュボタンを使って、送信するメッセージやメールアドレスを入力します。
送信できる文字は以下の「文字コード」にあるカタカナ、アルファベット、数字、一部の記
号です。また IWX70に登録してある定型文や自分で登録しておいた文章を組み合わせて
メッセージを作成することもできます。

■ 文字コード

ドーコ 字文 ドーコ 字文 ドーコ 字文 ドーコ 字文 ドーコ 字文 ドーコ 字文

11 ア 15 ナ 19 ラ 63 K 67 ￥ ＊＊ 正訂

21 イ 25 ニ 29 リ 73 L 77 ＆ ＊1 りくめ頁

31 ウ 35 ヌ 39 ル 83 M 87 ＿ ＊2 －

41 エ 45 ネ 49 レ 93 N 97 ， ＊3 ターデ前

51 オ 55 ノ 59 ロ 03 O 07 ％ ＊4 ［

12 カ 16 ハ 10 ワ 64 P 68 ＊ ＊5 大/ 字文小

22 キ 26 ヒ 20 ヲ 74 Q 78 ＃ ＊6 ］

32 ク 36 フ 30 ン 84 R 88 白空 ＊8 白空

42 ケ 46 ヘ 40 ゛ 94 S 98 ． ＊ 19 ＿

52 コ 56 ホ 50 ゜ 04 T 08 ＠ ＊ 29 ；

13 サ 17 マ 61 A 65 U 69 1

23 シ 27 ミ 71 B 75 V 79 2

33 ス 37 ム 81 C 85 W 89 3

43 セ 47 メ 91 D 95 X 99 4

53 ソ 57 モ 01 E 05 Y 09 5

14 タ 18 ヤ 62 F 66 Z 60 6

24 チ 28 （ 72 G 76 ? 70 7

34 ツ 38 ユ 82 H 86 ! 80 8

44 テ 48 ） 92 I 96 － 90 9

54 ト 58 ヨ 02 J 06 ／ 00 0

英字の大文字／小文字の切り替え * 5
文字入力 → 数字入力の切り替え * 8
数字入力 → 文字入力の切り替え * 2 * 2
定型文の入力 * 0 5 定型文コード
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■ 定型文コード

ド�ー�コ� ジ�ー�セ�ッ�メ� ド�ー�コ� ジ�ー�セ�ッ�メ� ド�ー�コ� ジ�ー�セ�ッ�メ�

0�1� ｲ�ｻ�ﾞ�ﾀ�ｸ�ﾜ�ﾝ�ﾞ�ﾃ� 0�2� !�ｳ�ｭ�ｷ�ｼ� 0�3�

ジ�ー�セ�ッ�メ�作�自�1�1� ｽ�ﾏ�ﾚ�ｸ�ｵ� 1�2� ｽ�ﾞ�ﾃ�K�O� ～
�

2�1� ｽ�ﾏ�ｼ�ｳ�ｺ�ﾝ�ﾍ� 2�2� ｽ�ﾞ�ﾃ�G�N� 9�5�

3�1� ｽ�ﾞ�ﾃ�ｼ�ｳ�ｭ�ﾁ� 3�2� !�ｳ�ﾞ�ｺ�ｳ�ｭ�ｼ�

4�1� ｽ�ﾏ�ﾘ�ｴ�ｶ�ﾆ�ｷ�ｻ� 4�2� !�ﾃ�ﾃ�ｯ�ﾏ�

5�1� ﾘ�ｱ�ﾝ�ﾞ�ﾃ�ｽ�ﾙ� 5�2� ?�ﾙ�ﾃ�ｼ�ﾆ�ﾅ�

6�1� ｽ�ﾞ�ﾃ�ﾝ�ｶ�ﾞ�ｼ� 6�2� ?�ﾙ�ｲ�ﾆ�ｺ�ﾞ�ﾄ�

7�1� ｸ�ﾀ�ﾞ�ｼ� 7�2� ｲ�ｼ�ﾞ�ｶ�ｿ�ｲ�ﾏ�ｲ�

8�1� ｬ�ｼ�ｲ�ｶ� 8�2� ｲ�ｻ�ﾅ�ﾝ�ﾒ�ﾞ�ｺ�

9�1� ｳ�ｺ�ｯ�ﾞ�ｶ� 9�2� ｳ�ﾄ�ﾞ�ｶ�ﾘ�ｱ�

■ 入力例

〈例〉 ケ゛ンキテ゛スカ？�

ケ� ゛� ゛�キ�ン� テ� ス� カ� ？�

〈例〉 Happy!

H（小文字切替）� ypa p !

〈例〉 マチアワセハ 6シ゛�

マ� チ� ハ�ワ�ア� セ� （空白）�（数字切替）�

6 （文字切替）� ゛�シ�

〈例〉 定型文10「テ゛ンワクタ゛サイ」
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自作メッセージの登録

定型文コード30～59に自分で作ったメッセージを登録しておくことができます。

1 IWX70のアナログポートに接続されている電話機の受話器を上げ、 * * 8 2 *
と押します。

2 メッセージを登録する番号 3 0 ～ 5 9 を押します。

● 定型文コード10～29には定型文がすでに登録されています。 1 0 ～ 2 9
を押すと液晶ディスプレイにその定型文が表示されるので、 # を押して登録番
号の入力にもどします。

3 * を押してから登録するメッセージを押します。

● 定型文として登録できる文字数は22文字以内です。

● 入力した文字を1文字削除するときは * * を押します。

● 定型文コード10～29と組み合わせてメッセージを作成する場合は、 * 0 5
を押してから定型文コード 1 0 ～ 2 9 を押します。

● 入力した内容を見るときは * 1 を押します。 * 1 を押すごとに、液晶ディ
スプレイのページが切り替わります。

4 # # を押してから、受話器を置きます。

● メッセージの作成を中断するときは、最後の # を押す前に受話器を置きます。

電子メールアドレスの登録

テレホン遊遊メールで電子メールを送信するときの電子メールアドレスを、IWX70の短縮
番号に登録しておくことができます。

1 IWX70のアナログポートに接続されている電話機の受話器を上げ、 * * 8 3 と
押します。

2 電子メールアドレスを登録する短縮番号 0 1 ～ 0 9 を押します。

● ここで登録した短縮番号を使ってテレホン遊遊メールを送信するときには、次
のように押します。

　短縮番号01 → * * 4 2 * 1

　短縮番号09 → * * 4 2 * 9



144　メッセージの作成の仕方

3 * を押してから電子メールアドレスを押します。

「メッセージの作成の仕方」（→P.141）を見て文字コードを押します。
● 電子メールアドレスは40文字まで入力できます。

4 # # を押してから、受話器を置きます。
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USBネットワークと内線データ通信�4

内線データ通信とは�

USBネットワークとは�

Windows2000の設定�

外部から着信可能なダイヤルアップサーバ�

WindowsMeの設定�

Windows98/Windows95の設定�

Windows2000の設定�

外部から着信可能なダイヤルアップサーバ�

IWX70に接続した2台のパソコンでファイルやプリンタを共
有したり、IWX70とRS7などの親・子機間や子機どうしでフ
ァイルやプリンタを共有するときの設定を説明します。�

�
Windows® MeはMicrosoft® Windows® Millennium Edition operating systemの略です。�
Windows® 98はMicrosoft® Windows® 98 operating systemの略です。�
Windows® 95はMicrosoft® Windows® 95 operating systemの略です。�
Windows® 2000はMicrosoft® Windows® 2000 operating systemの略です。�
WindowsNT® 4.0はMicrosoft® WindowsNT® operating system version 4.0の略です。�
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4-1．USBネットワークとは
IWX70のシリアルポートとUSBポートに接続されたパソコン間で、簡易ネットワークが構築でき
ます。このような簡易ネットワークを、Atermでは「USBネットワーク」と呼びます。社内ネッ
トワークなどで利用されているLAN（Local Area Network）の場合は専用のケーブルや接続用
コネクタが必要ですが、IWX70のUSBネットワークはIWX70とパソコンが2台あれば、簡単
に簡易ネットワークが利用できます。
USBネットワークを利用すると、サーバパソコンに接続されているプリンタをクライアントパソコ
ンで利用したり、データを共有したりすることができます。
なお、この機能はWindowsのMicrosoftネットワークを利用するため、USBネットワークがで
きるのはWindowsパソコンだけです。

サーバパソコン�

IWX70

シリアルポート�
またはUSBポート�

プリンタ�ハードディスク�

クライアントパソコン�

サーバパソコンに接続され
たプリンタで印刷できる�

サーバパソコンのハード
ディスクにあるファイル
を利用できる�

シリアルポート�
または�

USBポート�

「サーバ」とは、ネットワーク上で他のコンピュータに資源を供給するコンピュータのことをいいま

す。USBネットワークでの「資源」とは、サーバに接続されたプリンタやサーバに保存されている

データのことをさし、「クライアント」はサーバが供給するこれらの資源を利用することができます。

USBネットワークを使用するには、クライアントパソコンからサーバパソコンにインターネット

接続のときと同様にダイヤルアップ接続して、サーバ上の資源を利用します。クライアントパソコ

ンでは次の操作ができます。

■ サーバパソコンで共有設定されたファイルを、クライアントパソコンにコピーする。
■ クライアントパソコンのファイルを、サーバパソコンに共有設定されたパソコンにコピーする。
■ クライアントパソコンから、サーバパソコンに接続されているプリンタで印刷する。
■ サーバパソコンで共有設定されたファイルを、クライアントパソコン上で開く。



ファイルやプリンタの共有　147

U
S
B

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

と
内
線
デ
ー
タ
通
信

4-1 U
S
B

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
は
　
4-2 

内
線
デ
ー
タ
通
信
と
は

4-2．内線データ通信とは
IWX70に接続されているパソコンと、ワイヤレスセットに同梱のRS7や増設登録されたマルチ

モバイルカード「AtermRC45」などの子機に接続されたパソコンとの親・子機間、または子機に

接続されているパソコン間で簡易ネットワークを構築し、ワイヤレス機能を利用して内線でファイ

ルやプリンタの共有ができます。Atermではこれを「内線データ通信」と呼びます。

■ 親・子機間通信
親・子機間で、PIAFS32K またはPIAFS64K通信ができます。

IWX70 RS7

PIAFS32K�
または�

PIAFS64K

�

■ 子機間通信
IWX70を介して、ワイヤレスセットに同梱のRS7や別売のAtermRC45などの子機どうしで、
PIAFS32K 通信ができます。

RS7

RC45などの�
マルチモバイルカード�

IWX70

PIAFS32K

�

�

ファイルやプリンタの共有

IWX70とRS7などの子機に接続されたパソコン間で、ファイルやプリンタを共有できます。

PC1 PC2IWX70 RS7

プリンタ�

サーバパソコン� クライアント�
パソコン�

ハードディスク�

サーバパソコンに
接続されたプリン
タやハードディス
クのファイルが利
用できる�

ファイルやプリンタを共有するには、各パソコンでネットワークとダイヤルアップの設定が
必要です。
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USBネットワークおよび内線デー
タ通信を利用するための準備

USBネットワークまたは内線データ
通信を利用するには、次の準備が必要
です。

■ パソコン
Windows® Me/Windows® 98/
Windows® 95/Windows® 2000
のいずれかを搭載したサーバ用パソコ
ンとクライアント用パソコンが必要で
す。2台のパソコンのどちらをサーバ
にするか、IWX70のシリアルポート
とUSBポートのどちらにつなぐか、
といった制限はありません。

■ ダイヤルアップ接続
サーバパソコンとクライアントパソコ
ンの両方で、IWX70またはRS7か
らインターネットにダイヤルアップ接
続ができる状態にしておきます。ま
た、USBポートで接続するパソコン
には、USBドライバのインストール
が必要です。それぞれのパソコンに
『らくらくアシスタント』などでイン
ストールします。

■ ダイヤルアップサーバプログラム
サーバパソコンにはWindowsMe/
Windows98/Windows95/
Windows2000の「ダイヤルアッ
プサーバプログラム」が必要です。
WindowsMe/Windows98/
Windows2000には、標準でダイ
ヤルアップサーバプログラムがイン
ストールされています。Windows95
の場合は「Microsoft Plus!」を別途
購入するか、Windows95のアップ
デートモジュール「ダイヤルアップネッ
トワークVer.1.3」をMicrosoftの
ホームページ（h t t p : / / www .
microsoft.com/japan/windows/
dun1_3）で入手します。
● Microsoftのホームページアド

レスや製品名、モジュール名は
変更になることがあります。

● ダイヤルアップサーバプログラ
ムをインストールするときに、
Windows95 のインストール
ディスクが必要になることがあ
ります。インストールのときに
表示される指示にしたがってく
ださい。

■ Microsoftネットワーク
USBネットワークおよび内線データ通
信は、WindowsMe/Windows98/
Windows95/Windows 2000の
「Microsoftネットワーク」を利用しま
す。Microsoftネットワークを利用す
るには、次の3つのコンポーネントが
必要です。

アダプタ
WindowsMe/Windows98/
Windows95の場合、サーバパソ
コンとクライアントパソコンの両
方に「ダイヤルアップアダプタ」が
必要です。

プロトコル
Microsoftネットワークのプロトコ
ルの中の「NetBEUI」を使用します。
サーバパソコンとクライアントパソ
コンで同じプロトコルを使います。

サービス／クライアント
サーバパソコンには「Microsoft
ネットワーク共有サービス」、クラ
イアントパソコンには「Microsoft
ネットワーククライアント」が必要
です。

パソコンに搭載されている OS や、
サーバパソコンかクライアントパソコ
ンかによって設定が異なります。ご使
用の環境に合わせて、以降の手順を進
めてください。
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2 ［コントロールパネル］アイコンをダブ
ルクリックします。

→［コントロールパネル］ウィンドウが表示
されます。

3 ［アプリケーションの追加と削除］アイ
コンをダブルクリックします。

→［アプリケーションの追加と削除のプロパ
ティ］画面が表示されます。

4 ［Windowsファイル］タブをクリック
します。

5 「コンポーネントの種類」の中から「通
信」をクリックし、   詳細   ボタンをク
リックします。

→［通信］画面が表示されます。

4-3．WindowsMeの設定
WindowsMeを搭載したパソコンで、ネットワークを利用するための設定を説明します。2台の

パソコンのうち、どちらをサーバパソコンにし、どちらをクライアントパソコンにするかを決め、

それぞれに必要な設定をします。

● 各パソコンがインターネットに接続できる状態であることを確認しておいてください。

サーバの設定

WindowsMe搭載のパソコンを、サー
バパソコンにするための設定をおこな
います。ご使用の環境によっては、ネッ
トワークに必要なソフトウェアがすで
に組み込まれている場合があります。
その場合は、新たに組み込む必要はあ
りません。
● お使いの環境によっては、手順や画面

が異なることがあります。また操作の
途中でWindowsMeのCD-ROMが必
要になることがありますので、あらか
じめ用意しておいてください。

ダイヤルアップサーバプログラムの
インストール

1 デスクトップの［マイコンピュータ］
アイコンをダブルクリックします。

●［マイコンピュータ］アイコンは
図と異なることがあります。

→［マイコンピュータ］ウィンドウが表示さ
れます。
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6 「ダイヤルアップサーバー」をクリック
して x にし、   OK   ボタンをクリッ
クします。

● ディスクを挿入するように画面
に表示された場合は、Windows
MeのCD-ROMをセットしてく
ださい。

→ダイヤルアップサーバプログラムがイン
ストールされます。

→［アプリケーションの追加と削除のプロパ
ティ］画面にもどります。

7   OK   ボタンをクリックします。

→［システム設定の変更］画面が表示され
ます。

8   はい   ボタンをクリックします。

→パソコンが再起動します。

ネットワークの設定

1 ［コントロールパネル］の［ネットワー
ク］アイコンをダブルクリックします。

→［ネットワーク］画面が表示されます。

2  ファイルとプリンタの共有  ボタンをクリック
します。

→［ファイルとプリンタの共有］画面が表示
されます。

3 「ファイルを共有できるようにする」と
「プリンタを共有できるようにする」の
両方を x にし、   OK   ボタンをクリッ
クします。

→Microsoftネットワーク共有サービスが
追加され、［ネットワーク］画面にもどり
ます。

4 「現在のネットワークコンポーネント」
の中から「Microsoftネットワーク共
有サービス」を選択し、  プロパティ  ボ
タンをクリックします。

→［Microsoftネットワーク共有サービスの
プロパティ］画面が表示されます。
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5 「プロパティ」で「LMアナウンス」を
選択し、「値」で「はい」を選択します。

6 「プロパティ」で「ブラウズマスタ」を
選択し、「値」で「有効」を選択します。

7   OK   ボタンをクリックします。

→［ネットワーク］画面にもどります。

8   追加   ボタンをクリックします。

→［ネットワークコンポーネントの種類の選
択］画面が表示されます。

9 「インストールするネットワークコン
ポーネントの種類」の中から「プロト
コル」を選択し、   追加   ボタンをク
リックします。

→［ネットワークプロトコルの選択］画面が
表示されます。

0 「製造元」の中から「Microsoft」を選
択し、「ネットワークプロトコル」の中
から「NetBEUI」を選択して   OK   ボ
タンをクリックします。

→［ネットワーク］画面にもどります。

q ［識別情報］タブをクリックします。

w 「コンピュータ名」と「ワークグループ
名」を入力します。

「コンピュータ名」は他のパソコンと重
複しない名前を任意に入力します。
「ワークグループ名」は、クライアント
と共通の名前を入力します。それぞれ
半角15文字以内で入力します。

e   OK   ボタンをクリックします。

→［システム設定の変更］画面が表示され
ます。

r   はい   ボタンをクリックします。

→パソコンが再起動します。
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ダイヤルアップサーバの設定

クライアントからのダイヤルアップ接
続を受けるための設定をします。

1 ［コントロールパネル］の［ダイヤル
アップネットワーク］アイコンをダブ
ルクリックします。

→［ダイヤルアップネットワーク］ウィンド
ウが表示されます。

2 ［接続］→［ダイヤルアップサーバー］
を選択します。

→［ダイヤルアップサーバー］画面が表示さ
れます。

3 ［AtermIW SYNC115］タブをク
リックします。

RS7を接続している場合は［Aterm
RS Air64K（DualLink）］をクリック
します。

● モデム情報が表示されない場合
は、IWX70／RS7のモデム情報
がインストールされていません。
「2-5．インターネット接続の手
動設定」を参照し、モデム情報を
インストールしてください。

4 「着信する」を選択し、  パスワードの変更 

ボタンをクリックします。

→［ダイヤルアップネットワークのパスワー
ド］画面が表示されます。

5 「新しいパスワード」に任意のパスワー
ドを入力し、「新しいパスワードの確
認」に同じパスワードを入力します。

パスワードが不要であれば入力しなくて
もかまいません。パスワードを指定した
場合は、「パスワードの確認入力」に同
じパスワードをもう一度入力します。

● ここで入力したユーザー名とパス
ワードで、クライアントパソコン
がサーバパソコンにダイヤル
アップ接続します。

6    OK   ボタンをクリックします。

→［ダイヤルアップサーバー］画面にもどり
ます。

7   サーバーの種類  ボタンをクリックします。

→［サーバーの種類］画面が表示されます。

8 「詳細オプション」の「ソフトウェア圧
縮をする」と「暗号化パスワードを使
う」を x にし、   OK   ボタンをクリッ
クします。

→［ダイヤルアップサーバー］画面にもどり
ます。
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9    OK   ボタンをクリックします。

→［ダイヤルアップネットワーク］ウィンド
ウにもどります。

→タスクトレイのインジケータに［ダイヤ
ルアップサーバ］アイコンが表示され、接
続待機状態になります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● USBネットワークを使用して
いる間は、ダイヤルアップ
サーバとして指定したモデム
以外で着信することはできま
せん。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ファイルの共有設定

サーバがクライアントに共有を許可す
るファイルを指定します。共有設定を
していないファイルは、クライアント
から見ることができません。
共有設定はドライブまたはフォルダご
とに設定します。

1 ［マイコンピュータ］アイコンをダブ
ルクリックし、クライアントに公開す
るドライブ、またはフォルダを表示し
ます。

2 共有するドライブまたはフォルダをク
リックし、［ファイル］→［共有］を選
択します。

→［プロパティ］画面が表示されます。

3 「共有する」を選択し、「共有名」を任
意に入力します。

4 「アクセスの種類」の中から、クライア
ントに許可するアクセスの種類を選択
し、パスワードを任意に入力します。

アクセスの種類によって次のようにパ
スワードを設定します。パスワードを
設定しないと、クライアントがアクセ
スするときにパスワードが不要になり
ます。

■ 読み取り専用
クライアントからはデータの読み取
りだけが可能です。読み取り用のパ
スワードを設定します。パスワード
は設定しなくてもかまいません。

■ フルアクセス
クライアントはデータの読み取り、
書き込みとも可能です。フルアクセ
ス用のパスワードを設定します。パ
スワードは設定しなくてもかまいま
せん。

■ パスワードに依存
読み取り用とフルアクセス用のパス
ワードを両方とも設定します。

5   OK   ボタンをクリックします。

→［パスワードの確認］画面が表示されます。
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6   OK   ボタンをクリックします。

● 4 でパスワードを設定した場合
は、同じパスワードを入力して
から   OK   ボタンをクリックし
ます。

→［マイコンピュータ］ウィンドウにもど
り、共有設定したドライブまたはフォル
ダには手のマークが表示されます。

プリンタの共有設定

サーバがクライアントに使用を許可す
るプリンタを指定します。共有設定を
していないプリンタは、クライアント
から利用できません。

1 ［マイコンピュータ］アイコンをダブル
クリックします。

2 ［プリンタ］アイコンをダブルクリック
します。

→［プリンタ］ウィンドウが表示されます。

3 共有するプリンタをクリックし、［ファ
イル］→［共有］を選択します。

→［プロパティ］画面が表示されます。

4 「共有する」を選択し、「共有名」と「パ
スワード」を任意に入力します。

●「パスワード」は省略できます。

5    OK   ボタンをクリックします。

→［パスワードの確認］画面が表示されます。

6    OK   ボタンをクリックします。

● 4 でパスワードを設定した場合
は、同じパスワードを入力して
から   OK   ボタンをクリックし
ます。

→［プリンタ］ウィンドウにもどり、共有設
定したプリンタには手のマークが表示さ
れます。
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クライアントの設定

WindowsMe搭載のパソコンをクライ
アントパソコンにするための設定をお
こないます。ご使用の環境によっては、
ネットワークに必要なソフトウェアが
すでに組み込まれている場合がありま
す。その場合は新たに組み込む必要は
ありません。
● お使いの環境によっては、手順や画

面が異なることがあります。また操
作の途中でWindowsMe のCD-
ROMが必要になることがあります
ので、あらかじめ用意しておいてく
ださい。

ネットワークの設定

1 デスクトップの［マイコンピュータ］
アイコンをダブルクリックします。

●［マイコンピュータ］アイコンは
図と異なることがあります。

→［マイコンピュータ］ウィンドウが表示さ
れます。

2 ［コントロールパネル］アイコンをダブ
ルクリックします。

→［コントロールパネル］ウィンドウが表示
されます。

3 ［ネットワーク］アイコンをダブルク
リックします。

→［ネットワーク］画面が表示されます。

4   ファイルとプリンタの共有  ボタンをクリック
します。

→［ファイルとプリンタの共有］画面が表示
されます。

5 「ファイルを共有できるようにする」と
「プリンタを共有できるようにする」の
両方を x にし、   OK   ボタンをクリッ
クします。

→Microsoftネットワーク共有サービスが
追加され、［ネットワーク］画面にもどり
ます。

6    追加   ボタンをクリックします。

→［ネットワークコンポーネントの種類の選
択］画面が表示されます。
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7 「インストールするネットワークコン
ポーネントの種類」の中から「クライ
アント」を選択し、   追加   ボタンをク
リックします。

→［ネットワーククライアントの選択］画面
が表示されます。

8 「製造元」の中から「Microsoft」を選
択し、「ネットワーククライアント」の
中から「Microsoftネットワーククラ
イアント」を選択して   OK   ボタンを
クリックします。

→［ネットワークコンポーネントの種類の選
択］画面にもどります。

9 「インストールするネットワークコン
ポーネントの種類」の中から「プロトコ
ル」を選択し、  追加   ボタンをクリッ
クします。

→［ネットワークプロトコルの選択］画面が
表示されます。

0 「製造元」の中から「Microsoft」を選
択し、「ネットワークプロトコル」の中
から「NetBEUI」を選択して   OK  ボ
タンをクリックします。

→［ネットワーク］画面にもどります。

q ［識別情報］タブをクリックします。

w 「コンピュータ名」と「ワークグループ
名」を入力します。

「コンピュータ名」は他のパソコンと重
複しない名前を任意に入力します。
「ワークグループ名」は、サーバと共通の
名前（→P.151 w）を入力します。そ
れぞれ半角15文字以内で入力します。

e    OK   ボタンをクリックします。

→［システム設定の変更］画面が表示され
ます。

r    はい   ボタンをクリックします。

→パソコンが再起動します。
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5 「ポート」でIWX70またはRS7の接
続されているポートを確認し、  OK  

ボタンをクリックします。

シリアルポートの場合は「通信ポート」、
USBポートの場合は「Aterm IT-USB
COMPort Adapter」になります。

6    次へ   ボタンをクリックします。

7 「電話番号」にサーバパソコンの内線番
号を入力します。

サーバが接続されているポートによっ
て、次のように内線番号を指定します。

先信発 号番話電

BSU トーポ LD17/#

トーポルアリシ LD18/#

線無 A トーポ LD19/#

線無 B トーポ LD29/#

線無 C トーポ LD39/#

線無 D トーポ LD49/#

線無 E トーポ LD59/#

線無 F トーポ LD69/#

● IWX70は内線番号が「71」ま
たは「81」になります。ワイヤ
レスセットに同梱のRS7 の内
線番号は「91」です。

8    次へ   ボタンをクリックします。

ダイヤルアップネットワークの
接続先の設定

サーバに接続するためのダイヤルアッ
プネットワークの設定をします。

1 ［コントロールパネル］の［ダイヤル
アップネットワーク］アイコンをダブ
ルクリックします。

→［ダイヤルアップネットワーク］ウィンド
ウが表示されます。

2 ［新しい接続］アイコンをダブルクリッ
クします。

→［新しい接続］画面が表示されます。

3 「接続名」を任意に入力します。

● ここでは例として「USBネット
ワーク」と入力します。

4 「モデムの選択」でIWX70またはRS7の
モデム情報を選択し、  設定  ボタンを
クリックします。

IWX70を接続している場合は「AtermIW
SYNC115」、RS7を接続している場合
は「AtermRS Air64K（DualLink）」を
選択します。

● モデム情報が表示されない場合
は、IWX70／RS7のモデム情報
がインストールされていません。
「2-5．インターネット接続の手
動設定」を参照し、モデム情報を
インストールしてください。

→［プロパティ］画面が表示されます。
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9 ダイヤルアップネットワークの接続名
が 3（→P.157）で入力した「接続
名」と同じであることを確認し、   完了  

ボタンをクリックします。

→［ダイヤルアップネットワーク］ウィンド
ウにもどり、「接続名」で入力した名前の
ダイヤルアップネットワークアイコンが
追加されます。

0 作成されたダイヤルアップネットワー
クアイコンを右クリックし、［プロパ
ティ］を選択します。

q 「市外局番とダイヤルのプロパティを使
う」をクリックして □ にします。

w ［ネットワーク］タブをクリックし、「詳
細オプション」の「ソフトウェア圧縮
をする」を x にし、「使用できるネッ
トワークプロトコル」の「NetBEUI」
だけを x  にして   OK   ボタンをク
リックします。

→［ダイヤルアップネットワーク］ウィンド
ウにもどり、クライアントの設定が完了
します。
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ネットワークの使い方

クライアントからサーバのデータやプ
リンタを利用します。

サーバへの接続

クライアントからダイヤルアップで
サーバに接続します。

1 ［ダイヤルアップネットワーク］ウィン
ドウのネットワーク接続用アイコン
（例：USBネットワーク）をダブルク
リックします。

→［接続］画面が表示されます。

2 「ユーザー名」と「パスワード」を入力
します。

「パスワード」はサーバの設定（→
P.152 5）で登録したパスワードを
入力します。

3 「電話番号」が「ダイヤルアップネット
ワークの接続先の設定」の 7 （→
P.157）で指定した内線番号になって
いることを確認し、   接続   ボタンをク
リックします。

→接続できると［接続］画面が表示されます。

→タスクトレイに［ダイヤルアップ］のイン
ジケータが表示されます。

● 接続状態を確認する場合は、イ
ンジケータのアイコンをダブル
クリックします。

4 内容を確認し、  閉じる  ボタンをクリッ
クします。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● ネットワークの接続を切断す
るときは、インターネット接
続のときと同様に、タスクト
レイの［ダイヤルアップ］イン
ジケータをクリックし、   切断  

ボタンをクリックします。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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共有フォルダ／プリンタを使う

サーバパソコンがクライアントパソコ
ンに利用を許可している共有フォルダ
や共有プリンタを使用します。

1 クライアントから、ダイヤルアップ
ネットワークでサーバと接続しておき
ます。

2 デスクトップの［マイネットワーク］ア
イコンをダブルクリックします。

→［マイネットワーク］ウィンドウが表示さ
れます。

3 「検索」をクリックします。

4 「コンピュータ名」にサーバパソコンの
名前を入力し、  検索開始  ボタンをクリッ
クします。

→サーバパソコンが検索されます。

5 サーバのアイコンをダブルクリックし
ます。

→サーバが使用を許可しているドライブや
フォルダ、プリンタが表示され、クライア
ントで使用できるようになります。

● サーバがパスワードを設定して
いる場合（→P.152 5）は、パ
スワードの入力が必要です。

● 共有プリンタを使用する場合
は、6にすすんでください。共
有ドライブまたは共有フォルダ
を使用する場合は、サーバの設
定（→P.153 4）の制限内で
ファイルが利用できます。

6 プリンタのアイコンをダブルクリック
します。

→「･･･プリンタの設定を行う必要がありま
す。･･･」と表示されます。

7    はい   ボタンをクリックします。

→［プリンタの追加ウィザード］が表示され
ます。
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8 「いいえ」 を選択し、   次へ   ボタンをク
リックします。

→［プリンタの追加ウィザード］が表示され
ます。

9 「現在のドライバを使う」を選択し、
  次へ   ボタンをクリックします。

0 「プリンタ名」 を任意に入力し、   次へ  

ボタンをクリックします。

q 「はい」を選択し、   完了   ボタンをク
リックします。

→印字テストが実行され、プリンタのウィ
ンドウが表示されます。

w プリンタウィンドウを閉じます。
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4 「ファイルの種類」の中から「通信」を
クリックし、   詳細   ボタンをクリック
します。

→［通信］画面が表示されます。

5 「ダイヤルアップサーバー」をクリック
して x にし、   OK   ボタンをクリッ
クします。

● ディスクを挿入するように画面
に表示された場合は、Windows
のCD-ROMをセットしてくだ
さい。

→ダイヤルアップサーバプログラムがイン
ストールされます。

→［アプリケーションの追加と削除のプロパ
ティ］画面にもどります。

6    OK   ボタンをクリックします。

→［システム設定の変更］画面が表示され
ます。

4-4．Windows98/Windows95の設定
Windows98/Windows95を搭載したパソコンで、ネットワークを利用するための設定を説明し

ます。2台のパソコンのうち、どちらをサーバパソコンにし、どちらをクライアントパソコンにす

るかを決め、それぞれに必要な設定をします。

● 各パソコンがインターネットに接続できる状態であることを確認しておいてください。

サーバの設定

Windows98/Windows95搭載のパ
ソコンをサーバパソコンにするための
設定をおこないます。ご使用の環境に
よっては、ネットワークに必要なソフ
トウェアがすでに組み込まれている場
合があります。その場合は新たに組み
込む必要はありません。
● Windows98を例に説明します。お

使いの環境によっては、手順や画面
が異なることがあります。また操作
の途中でWindowsのCD-ROMが
必要になることがありますので、あ
らかじめ用意しておいてください。

ダイヤルアップサーバプログラムの
インストール

1  →［設定］→［コントロールパ
ネル］を選択します。

→［コントロールパネル］ウィンドウが表示
されます。

2 ［アプリケーションの追加と削除］アイ
コンをダブルクリックします。

→［アプリケーションの追加と削除のプロパ
ティ］画面が表示されます。

3 ［Windowsファイル］タブをクリック
します。



サーバの設定　163

4-4 W
in
d
o
w
s
9
8
/W

in
d
o
w
s
9
5

の
設
定

U
S
B

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

と
内
線
デ
ー
タ
通
信

7    はい   ボタンをクリックします。

→パソコンが再起動します。

ネットワークの設定

1 ［コントロールパネル］の［ネットワー
ク］アイコンをダブルクリックします。

→［ネットワーク］画面が表示されます。

2  ファイルとプリンタの共有  ボタンをクリック
します。

→［ファイルとプリンタの共有］画面が表示
されます。

3 「ファイルを共有できるようにする」と
「プリンタを共有できるようにする」の
両方を x にし、   OK   ボタンをクリッ
クします。

→Microsoftネットワーク共有サービスが
追加され、［ネットワーク］画面にもどり
ます。

4 「現在のネットワークコンポーネント」
の中から「Microsoftネットワーク共
有サービス」を選択し、  プロパティ  ボ
タンをクリックします。

→［Microsoftネットワーク共有サービスの
プロパティ］画面が表示されます。

5 「プロパティ」で「LMアナウンス」を
選択し、「値」で「はい」を選択します。

6 「プロパティ」で「ブラウズマスタ」を
選択し、「値」で「有効」を選択します。

7   OK   ボタンをクリックします。

→［ネットワーク］画面にもどります。

8   追加   ボタンをクリックします。

→［ネットワークコンポーネントの選択］画
面が表示されます。
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9 「インストールするネットワークコン
ポーネント」の中から「プロトコル」を選
択し、  追加   ボタンをクリックします。

→［ネットワークプロトコルの選択］画面が
表示されます。

0 「製造元」の中から「Microsoft」を選
択し、「ネットワークプロトコル」の中
から「NetBEUI」を選択して   OK   ボ
タンをクリックします。

→［ネットワーク］画面にもどります。

q ［識別情報］タブをクリックします。

w 「コンピュータ名」と「ワークグループ
名」を入力します。

「コンピュータ名」は、他のパソコンと
重複しない名前を任意に入力します。
「ワークグループ名」は、クライアント
と共通の名前を入力します。それぞれ
半角15文字以内で入力します。

e   OK   ボタンをクリックします。

→［システム設定の変更］画面が表示され
ます。

r    はい   ボタンをクリックします。

→パソコンが再起動します。

ダイヤルアップサーバの設定

クライアントからのダイヤルアップ接
続を受けるための設定をします。

1 デスクトップの［マイコンピュータ］ア
イコンをダブルクリックします。

●［マイコンピュータ］アイコンは
図と異なることがあります。

→［マイコンピュータ］ウィンドウが表示さ
れます。

2 ［ダイヤルアップネットワーク］アイコ
ンをダブルクリックします。

→［ダイヤルアップネットワーク］ウィンド
ウが表示されます。

3 ［接続］→［ダイヤルアップサーバー］
を選択します。

→［ダイヤルアップサーバー］画面が表示さ
れます。
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4 ［AtermIW SYNC115］タブをク
リックします。

RS7を接続している場合は［Aterm
RS Air64K（DualLink）］をクリック
します。

● モデム情報が表示されない場合
は、IWX70／RS7のモデム情
報がインストールされていませ
ん。「2-6．インターネット接続
の手動設定」を参照し、モデム情
報をインストールしてください。

5 「着信する」を選択し、  パスワードの変更 

ボタンをクリックします。

→［ダイヤルアップネットワークのパスワー
ド］画面が表示されます。

6 「新しいパスワード」に任意のパスワー
ドを入力し、「新しいパスワードの確
認」に同じパスワードを入力します。

パスワードが不要であれば入力しなくて
もかまいません。パスワードを指定した
場合は、「パスワードの確認入力」に同
じパスワードをもう一度入力します。

● ここで入力したユーザー名とパス
ワードで、クライアントパソコン
がサーバパソコンにダイヤル
アップ接続します。

7   OK   ボタンをクリックします。

→［ダイヤルアップサーバー］画面にもどり
ます。

8  サーバーの種類  ボタンをクリックします。

→［サーバーの種類］画面が表示されます。

9 「詳細オプション」の「ソフトウェア圧
縮をする」と「暗号化パスワードを使
う」を x にし、  OK   ボタンをクリッ
クします。

→［ダイヤルアップサーバー］画面にもどり
ます。

0   OK   ボタンをクリックします。

→［ダイヤルアップネットワーク］ウィンド
ウにもどります。

→タスクトレイのインジケータに［ダイヤ
ルアップサーバ］アイコンが表示され、接
続待機状態になります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● USBネットワークを使用して
いる間は、ダイヤルアップサー
バとして指定したモデム以外
で着信することはできません。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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ファイルの共有設定

サーバがクライアントに共有を許可す
るファイルを指定します。共有設定を
していないファイルは、クライアント
から見ることができません。
共有設定はドライブまたはフォルダご
とに設定します。

1 ［マイコンピュータ］アイコンをダブル
クリックし、クライアントに公開するド
ライブ、またはフォルダを表示します。

2 共有するドライブまたはフォルダをク
リックし、［ファイル］→［共有］を選
択します。

→［プロパティ］画面が表示されます。

3 「共有する」を選択し、「共有名」を任
意に入力します。

4 「アクセスの種類」の中から、クライア
ントに許可するアクセスの種類を選択
します。

アクセスの種類によって次のようにパ
スワードを設定します。パスワードを
設定しないと、クライアントがアクセ
スするときにパスワードが不要になり
ます。

■ 読み取り専用
クライアントからはデータの読み取
りだけが可能です。読み取り用のパ
スワードを設定します。パスワード
は設定しなくてもかまいません。

■ フルアクセス
クライアントはデータの読み取り、
書き込みとも可能です。フルアクセ
ス用のパスワードを設定します。パ
スワードは設定しなくてもかまいま
せん。

■ パスワードに依存
読み取り用とフルアクセス用のパス
ワードを両方とも設定します。

5   OK   ボタンをクリックします。

→［パスワードの確認］画面が表示されます。

6   OK   ボタンをクリックします。

● 4 でパスワードを設定した場合
は、同じパスワードを入力して
から   OK   ボタンをクリックし
ます。

→［マイコンピュータ］ウィンドウにもど
り、共有設定したドライブまたはフォル
ダには手のマークが表示されます。
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プリンタの共有設定

サーバがクライアントに使用を許可す
るプリンタを指定します。共有設定を
していないプリンタは、クライアント
から利用できません。

1 ［マイコンピュータ］アイコンをダブル
クリックします。

2 ［プリンタ］アイコンをダブルクリック
します。

→［プリンタ］ウィンドウが表示されます。

3 共有するプリンタをクリックし、［ファ
イル］→［共有］を選択します。

→［プロパティ］画面が表示されます。

4 「共有する」を選択し、「共有名」と「パ
スワード」を任意に入力します。

●「パスワード」は省略できます。

5   OK   ボタンをクリックします。

→［パスワードの確認］画面が表示されます。

6   OK   ボタンをクリックします。

● 4 でパスワードを設定した場合
は、同じパスワードを入力して
から   OK   ボタンをクリックし
ます。

→［プリンタ］ウィンドウにもどり、共有設
定したプリンタには手のマークが表示さ
れます。
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クライアントの設定

Windows98/Windows95搭載のパ
ソコンをクライアントパソコンにする
ための設定をおこないます。ご使用の
環境によっては、ネットワークに必要
なソフトウェアがすでに組み込まれて
いる場合があります。その場合は新た
に組み込む必要はありません。
● Windows98を例に説明します。お

使いの環境によっては、手順や画面
が異なることがあります。また操作
の途中でWindowsのCD-ROMが
必要になることがありますので、あ
らかじめ用意しておいてください。

ネットワークの設定

1  →［設定］→［コントロールパ
ネル］を選択します。

→［コントロールパネル］ウィンドウが表示
されます。

2 ［ネットワーク］アイコンをダブルク
リックします。

→［ネットワーク］画面が表示されます。

3  ファイルとプリンタの共有  ボタンをクリック
します。

→［ファイルとプリンタの共有］画面が表示
されます。

4 「ファイルを共有できるようにする」と
「プリンタを共有できるようにする」の
両方を x にし、  OK   ボタンをクリッ
クします。

→Microsoftネットワーク共有サービスが
追加され、［ネットワーク］画面にもどり
ます。

5   追加   ボタンをクリックします。

→［ネットワークコンポーネントの選択］画
面が表示されます。

6 「インストールするネットワークコン
ポーネント」の中から「クライアント」
を選択し、  追加   ボタンをクリックし
ます。

→［ネットワーククライアントの選択］画面
が表示されます。
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7 「製造元」の中から「Microsoft」を選
択し、「ネットワーククライアント」の
中から「Microsoftネットワーククラ
イアント」を選択して   OK   ボタンを
クリックします。

→［ネットワークコンポーネントの選択］画
面にもどります。

8 「インストールするネットワークコンポー
ネント」の中から「プロトコル」を選択
し、   追加   ボタンをクリックします。

→［ネットワークプロトコルの選択］画面が
表示されます。

9 「製造元」の中から「Microsoft」を選
択し、「ネットワークプロトコル」の中
から「NetBEUI」を選択して   OK   ボ
タンをクリックします。

→［ネットワーク］画面にもどります。

0 ［識別情報］タブをクリックします。

q 「コンピュータ名」と「ワークグループ
名」を入力します。

「コンピュータ名」は、他のパソコンと重
複しない名前を任意に入力します。
「ワークグループ名」は、サーバと共通の
名前（→P.164 w）を入力します。そ
れぞれ半角15文字以内で入力します。

w   OK   ボタンをクリックします。

→［システム設定の変更］画面が表示され
ます。

e    はい   ボタンをクリックします。

→パソコンが再起動します。

ダイヤルアップネットワークの接続
先の設定

サーバに接続するためのダイヤルアッ
プネットワークの設定をします。

1 ［マイコンピュータ］アイコンをダブル
クリックします。

2 ［ダイヤルアップネットワーク］アイコ
ンをダブルクリックします。

→［ダイヤルアップネットワーク］ウィンド
ウが表示されます。
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3 ［新しい接続］アイコンをダブルクリッ
クします。

→［新しい接続］画面が表示されます。

4 「接続名」を任意に入力します。

● ここでは例として「USBネット
ワーク」と入力します。

5 「モデムの選択」でIWX70またはRS7の
モデム情報を選択し、   設定   ボタンを
クリックします。

IWX70を接続している場合は「AtermIW
SYNC115」、RS7を接続している場合
は「AtermRS Air64K（DualLink）」を
選択します。

● モデム情報が表示されない場合
は、IWX70／RS7のモデム情報
がインストールされていません。
「2-6．インターネット接続の手
動設定」を参照し、モデム情報を
インストールしてください。

→［プロパティ］画面が表示されます。

6 「ポート」でIWX70またはRS7の接
続されているポートを確認します。

シリアルポートの場合は「通信ポート」、
USBポートの場合は「Aterm IT-USB
COMPort Adapter」になります。

7   次へ   ボタンをクリックします。

8 「電話番号」にサーバパソコンの内線番
号を入力します。

サーバが接続されているポートによっ
て、次のように内線番号を指定します。

先信発 号番話電

BSU トーポ LD17/#

トーポルアリシ LD18/#

線無 A トーポ LD19/#

線無 B トーポ LD29/#

線無 C トーポ LD39/#

線無 D トーポ LD49/#

線無 E トーポ LD59/#

線無 F トーポ LD69/#

● IWX70は内線番号が「71」ま
たは「81」になります。ワイヤ
レスセットに同梱のRS7 の内
線番号は「91」です。

9   次へ   ボタンをクリックします。

0 ダイヤルアップネットワークの接続名
が 4で入力した「接続名」と同じで
あることを確認し、  完了   ボタンをク
リックします。

→［ダイヤルアップネットワーク］ウィンド
ウにもどり、「接続名」で入力した名前の
ダイヤルアップネットワークアイコンが
追加されます。
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q 作成されたダイヤルアップネットワー
クアイコンを右クリックし、［プロパ
ティ］を選択します。

w 「市外局番とダイヤルのプロパティを使
う」をクリックして□にします。

e ［サーバの種類］タブをクリックし、「詳
細オプション」の「ネットワークへの
ログオン」、「ソフトウェア圧縮をす
る」、「暗号化パスワードを使う」を x
にし、「使用できるネットワークプロト
コル」の「NetBEUI」だけを x にし
て   OK   ボタンをクリックします。

→［ダイヤルアップネットワーク］画面にも
どり、クライアントの設定が完了します。

ネットワークの使い方

クライアントからサーバのデータやプ
リンタを利用します。

サーバへの接続

クライアントからダイヤルアップで
サーバに接続します。

1 ［ダイヤルアップネットワーク］ウィン
ドウ内のネットワーク接続用アイコン
（例：USBネットワーク）をダブルク
リックします。

→［接続］画面が表示されます。

2 「ユーザー名」と「パスワード」を入力
します。

「パスワード」はサーバの設定（→
P.165 6）で登録したパスワードを
入力します。
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共有フォルダ／プリンタを使う

サーバパソコンがクライアントパソコ
ンに利用を許可している共有フォルダ
や共有プリンタを使用します。

1 クライアントから、ダイヤルアップ
ネットワークでサーバと接続しておき
ます。

2 →［検索］→［ほかのコン
ピュータ］を選択します。

3 「名前」にサーバのコンピュータ名を
入力し、  検索開始  ボタンをクリックし
ます。

→サーバパソコンが検索されます。

4 サーバのアイコンをダブルクリックし
ます。

→サーバが使用を許可しているドライブや
フォルダ、プリンタが表示され、クライア
ントで使用できるようになります。

● サーバがパスワードを設定して
いる場合（→P.167 4）は、パ
スワードの入力が必要です。

● 共有プリンタを使用する場合
は、5 にすすんでください。共
有ドライブまたは共有フォルダ
を使用する場合は、サーバの設
定（→P.166 4）の制限内で
ファイルが利用できます。

3 「電話番号」が「ダイヤルアップネット
ワークの接続先の設定」の 8（→P.170）
で指定した内線番号になっていることを確
認し、   接続   ボタンをクリックします。

→接続できると、［接続］画面が表示され
ます。

→タスクトレイに［ダイヤルアップ］のイン
ジケータが表示されます。

● 接続状態を確認する場合は、イ
ンジケータのアイコンをダブル
クリックします。

4 内容を確認し、  閉じる  ボタンをクリッ
クします。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● ネットワークの接続を切断す
るときは、インターネット接
続のときと同様に、タスクト
レイの［ダイヤルアップ］イン
ジケータをクリックし、   切断  

ボタンをクリックします。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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5 プリンタのアイコンをダブルクリック
します。

→「･･･プリンタの設定を行う必要がありま
す。･･･」と表示されます。

6   はい   ボタンをクリックします。

→［プリンタの追加ウィザード］が表示され
ます。

7 「いいえ」 を選択し、  次へ   ボタンをク
リックします。

→［プリンタの追加ウィザード］が表示され
ます。

8 「現在のドライバを使う」を選択し、
  次へ   ボタンをクリックします。

9 「プリンタ名」 を任意に入力し、  次へ  

ボタンをクリックします。

0 「はい」を選択し、   完了   ボタンをク
リックします。

→印字テストが実行され、プリンタのウィ
ンドウが表示されます。

q プリンタウィンドウを閉じます。
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4-5．Windows2000の設定
Windows2000を搭載したパソコンで、ネットワークを利用するための設定を説明します。2台の

パソコンのうち、どちらをサーバパソコンにし、どちらをクライアントパソコンにするかを決め、

それぞれに必要な設定をします。

● 設定をするときには、Windows2000の起動時にAdministrator権限のあるアカウントでロ

グオンしてください。

● 各パソコンがインターネットに接続できる状態であることを確認しておいてください。

2 ［新しい接続の作成］アイコンをダブル
クリックします。

→［ネットワークの接続ウィザード］画面が
表示されます。

3   次へ   ボタンをクリックします。

→「ネットワークの接続の種類」を選択する
画面が表示されます。

4 「着信接続を受け付ける」を選択し、
  次へ   ボタンをクリックします。

→「着信接続に使うデバイス」を選択する画
面が表示されます。

サーバの設定

Windows2000搭載のパソコンを、
サーバパソコンにするための設定をお
こないます。ご使用の環境によっては、
ネットワークに必要なソフトウェアが
すでに組み込まれている場合がありま
す。その場合は新たに組み込む必要は
ありません。
● お使いの環境によっては、手順や画面

が異なることがあります。また操作の
途中でWindows2000のCD-ROM
が必要になることがありますので、あ
らかじめ用意しておいてください。

ダイヤルアップ接続の設定

クライアントからのダイヤルアップ接
続を受けるための設定をします。

1  →［設定］→［ネットワークと
ダイヤルアップ接続］を選択します。

●［スタート］メニューは図と異な
ることがあります。

→［ネットワークとダイヤルアップ接続］
ウィンドウが表示されます。
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5 「接続デバイス」の中から、接続してい
るポートに対応したモデム情報をク
リックして x にします。

サーバパソコンをシリアルポートに接
続している場合は「AtermIW128K
Support Series」、USBポートに接
続している場合は「AtermIW128K
Support Series for USB」を選択し
ます。RS7 に接続している場合は
「AtermRS Series」を選択します。

● モデム情報が表示されない場合
は、IWX70／RS7のモデム情
報がインストールされていませ
ん。「2-7．インターネット接続
の手動設定」を参照し、モデム情
報をインストールしてください。

6   次へ   ボタンをクリックします。

→「着信した仮想プライベート接続」を指定
する画面が表示されます。

7 「仮想プライベート接続を許可しない」
を選択し、   次へ   ボタンをクリックし
ます。

→「許可されるユーザー」を選択する画面が
表示されます。

8   追加   ボタンをクリックします。

→［新しいユーザー］画面が表示されます。

● 接続を許可するユーザーがすで
に表示されている場合は、□ を
クリックして x にし、q に進
みます。

9 「ユーザー名」と「パスワード」を入力
します。

パスワードが不要であれば入力しなく
てもかまいません。パスワードを指定
した場合は、「パスワードの確認入力」に
同じパスワードをもう一度入力します。

● ここで入力したユーザー名とパス
ワードで、クライアントパソコン
がサーバパソコンにダイヤル
アップ接続します。

0   OK   ボタンをクリックします。

→「許可されるユーザー」を指定する画面に
もどります。

● 複数のユーザを登録する場合は、
8 ～ 0 をくり返します。

q 接続を許可するすべてのユーザーが x
になっていることを確認し、   次へ   ボ
タンをクリックします。

→「ネットワークコンポーネント」を選択す
る画面が表示されます。
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w 「ネットワークコンポーネント」に
次の3つがあるか確認します。

■ NetBEUIプロトコル
■ Microsoftネットワーク用クライア

ント
■ Microsoftネットワーク用ファイル

とプリンタ共有

● この画面の例では「NetBEUIプ
ロトコル」と「Microsoft ネッ
トワーク用ファイルとプリンタ
共有」が不足しています。以降は
この2つを追加する手順を説明
します。

● 3つがすべてある場合は y に
進みます。

e  インストール  ボタンをクリックします。

→［ネットワークコンポーネントの種類の選
択］画面が表示されます。

r インストールするネットワークコン
ポーネントの種類を選択します。

追加するものによって、それぞれ次の
コンポーネントを選択します。

■ クライアント
「Microsoftネットワーク用クライ
アント」を追加するとき

■ サービス
「Microsoftネットワーク用ファイル
とプリンタ共有」を追加するとき

■ プロトコル
「NetBEUIプロトコル」を追加する
とき

● ここでは例として「サービス」を
選択します。

→［ネットワークサービスの選択］画面が表
示されます。

t 「Microsoft ネットワーク用ファイル
とプリンタ共有」を選択して   OK   ボ
タンをクリックします。

→「ネットワークコンポーネント」を選択す
る画面にもどります。

● 他に不足しているコンポーネン
トがある場合は e ～ t をく
り返します。

● 途中で「今すぐ再起動します
か？」と表示された場合は、
 いいえ ボタンをクリックし
ます。

y 「NetBEUIプロトコル」、「Microsoft
ネットワーク用クライアント」、
「Microsoft ネットワーク用ファイル
とプリンタ共有」がそろったら   次へ  

ボタンをクリックします。

→「ネットワークの接続ウィザードの完了」
の画面が表示されます。
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u 「この接続に付ける名前」に、任意で
ネットワーク接続の名称を入力します。

● ここで入力した名前が［ネット
ワークとダイヤルアップ接続］
アイコンの名称になります。

i    完了   ボタンをクリックします。
→［ネットワークとダイヤルアップ接続］
ウィンドウにもどり、 u で付けた名前の
アイコンが追加されます。

o → ［シャットダウン］を選択
し、Windowsを再起動します。
→Windowsが再起動し、［ネットワークと
ダイヤルアップ接続］ウィンドウが表示
されます。

p u で付けた名前の［ネットワークとダ
イヤルアップ接続］アイコン（例：着
信接続）をダブルクリックします。

→［着信接続のプロパティ］画面が表示され
ます。

a 「デバイス」の中から 5（→P.175）
で選択したモデム情報を選択し、
 プロパティ  ボタンをクリックします。

→［接続の設定］画面が表示されます。

s 「データプロトコル」が「AUTO（1Ch）」
になっていることを確認し、   OK   ボ
タンをクリックします。

→［ネットワークとダイヤルアップ接続］
ウィンドウにもどります。

ワークグループ名の確認

サーバパソコンのワークグループ名を
確認します。クライアントパソコンは、
サーバと同じグループ名を指定します。

1 ［コントロールパネル］の［システム］
アイコンをダブルクリックします。

→［システムのプロパティ］画面が表示され
ます。

2 ［ネットワーク ID］タブをクリックし
ます。

3 「ワークグループ名」を確認します。

4  キャンセル  ボタンをクリックします。

→［コントロールパネル］ウィンドウにもど
ります。
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ファイルの共有設定

サーバがクライアントに共有を許可す
るファイルを指定します。共有設定を
していないファイルは、クライアント
から見ることができません。
共有設定は、ドライブまたはフォルダ
ごとに設定します。

1 ［マイコンピュータ］アイコンをダブ
ルクリックし、クライアントに公開す
るドライブ、またはフォルダを表示し
ます。

2 共有するドライブまたはフォルダをク
リックし、［ファイル］→［共有］を選
択します。

3 「このフォルダを共有する」を選択し、
  OK   ボタンをクリックします。

→［マイコンピュータ］ウィンドウにもど
り、共有設定したドライブまたはフォル
ダには手のマークが表示されます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● ドライブに対して共有設定を
すると、クライアントパソコ
ンからサーバパソコンのディ
スクがそのまま利用できるよ
うになります。ただし、クライ
アントパソコン側のアプリ
ケーションから直接サーバパ
ソコンのファイルにアクセス
するように設定した場合、
サーバパソコン側でハード
ディスク内のフォルダの位置
を変えたり、別のドライブへ
移動させたときに、クライア
ント側のアプリケーションの
設定も変更しなければならな
いことがあります。
フォルダ単位で共有設定する
場合は、クライアントから見
える共有名はハードディスク
上のフォルダ構成が変わって
も影響を受けません。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

プリンタの共有設定

サーバがクライアントに使用を許可す
るプリンタを指定します。共有設定を
していないプリンタは、クライアント
から利用できません。

1 ［コントロールパネル］の［プリンタ］
アイコンをダブルクリックします。

→［プリンタ］ウィンドウが表示されます。

2 共有するプリンタアイコンをクリック
し、［ファイル］→［共有］を選択し
ます。

→［プロパティ］画面が表示されます。
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3 「共有する」を選択し、   OK   ボタンを
クリックします。

→［プリンタ］ウィンドウにもどり、共有設
定したプリンタには手のマークが表示さ
れます。

クライアントの設定

Windows2000搭載のパソコンを、
クライアントパソコンにするために必
要な設定をおこないます。ご使用の環
境によっては、ネットワークに必要な
ソフトウェアがすでに組み込まれてい
る場合があります。その場合は新たに
組み込む必要はありません。

ワークグループ名の設定

サーバパソコンのワークグループ名と
同じ名前を指定します。

1 ［コントロールパネル］の［システム］
アイコンをダブルクリックします。

→［システムのプロパティ］画面が表示され
ます。

2 ［ネットワーク ID］タブをクリックし
ます。

3  プロパティ  ボタンをクリックします。

→［識別の変更］画面が表示されます。
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4 コンピュータ名を入力します。

サーバパソコンの名前やワークグルー
プ名と重複しない名前を任意に入力し
ます。

5 ワークグループ名を入力します。

「サーバの設定」（→P.177 3）で確
認したワークグループ名を入力します。

6   OK   ボタンをクリックします。

→「○○ワークグループへようこそ」と表示
されます。

7   OK   ボタンをクリックします。

→［ネットワークID］画面が表示されます。

8   OK   ボタンをクリックします。

→［システムのプロパティ］画面にもどります。

9   OK   ボタンをクリックします。

→［システム設定の変更］画面が表示されます。

0   はい   ボタンをクリックします。

→Windowsが再起動します。

ダイヤルアップネットワークの接続
先の設定

サーバにダイヤルアップ接続するため
の、ダイヤルアップネットワークの設
定をします。

1  →［設定］→［ネットワークと
ダイヤルアップ接続］を選択します。

●［スタート］メニューは図と異な
ることがあります。

→［ネットワークとダイヤルアップ接続］
ウィンドウが表示されます。

2 ［新しい接続の作成］アイコンをダブル
クリックします。

→［ネットワークの接続ウィザード］画面が
表示されます。
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3   次へ   ボタンをクリックします。

→「ネットワークの接続の種類」を選択する
画面が表示されます。

4 「プライベートネットワークにダイヤル
アップ接続する」を選択し、   次へ   ボ
タンをクリックします。

→「デバイスの選択」の画面が表示されます。

5 「この接続で使用するデバイスの選択」
の中から、接続しているポートに対応
したモデム情報をクリックして x に
します。

クライアントパソコンを IWX70のシ
リアルポートに接続している場合は
「AtermIW128K Support Series」、
U S B ポートに接続している場合は
「AtermIW128K Support Series for
USB」を選択します。RS7に接続して
いる場合は「AtermRS Series」を選
択します。

● モデム情報が表示されない場合
は、IWX70／RS7のモデム情
報がインストールされていませ
ん。「2-7．インターネット接続
の手動設定」を参照し、モデム情
報をインストールしてください。

6   次へ   ボタンをクリックします。

→「ダイヤルする電話番号」を指定する画面
が表示されます。

7 「電話番号」にサーバパソコンの内線番
号を入力し、「ダイヤル情報を使う」は
□ にします。

サーバが接続されているポートによっ
て、次のように内線番号を指定します。

先信発 号番話電

BSU トーポ LD17/#

トーポルアリシ LD18/#

線無 A トーポ LD19/#

線無 B トーポ LD29/#

線無 C トーポ LD39/#

線無 D トーポ LD49/#

線無 E トーポ LD59/#

線無 F トーポ LD69/#

● IWX70は内線番号が「71」ま
たは「81」になります。ワイヤ
レスセットに同梱のRS7 の内
線番号は「91」です。

8   次へ   ボタンをクリックします。

→「接続の利用範囲」を指定する画面が表示
されます。
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9 すべてのユーザーにこの接続の利用
を許可するか、または自分だけが利
用するかを選択し、  次へ   ボタンを
クリックします。

→「ネットワークの接続ウィザードの完了」
の画面が表示されます。

0 この接続に付ける名前を任意に入力し、
  完了   ボタンをクリックします。

→［接続］画面が表示されます。

q  プロパティ  ボタンをクリックします。

→［ダイヤルアップ］画面が表示されます。

w 「接続の方法」に 5（→P.181）で選
択したモデム情報が表示され、x に
なっていることを確認し、  構成   ボタ
ンをクリックします。

→［モデムの構成］画面が表示されます。

e 「モデムプロトコル」で「PPP（64K）」
を選択します。

r 「モデムによるエラー制御を行う」を □
にし、   OK   ボタンをクリックします。

→［ダイヤルアップ］画面にもどります。

t ［ネットワーク］タブをクリックします。

y 「インターネットプロトコル（TCP/
IP）」を □ にします。
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u 「チェックボックスが･･･コンポーネ
ントは…」に次の3つがあるか確認し
ます。

■ NetBEUIプロトコル
■ Microsoftネットワーク用クライア

ント
■ Microsoftネットワーク用ファイル

とプリンタ共有

● y の画面では「NetBEUIプロ
トコル」が不足しています。以降
は「NetBEUI」を追加する手順
を例に説明します。

● 3つがすべてある場合は a に
進みます。

i  インストール  ボタンをクリックします。

→［ネットワークコンポーネントの種類の選
択］画面が表示されます。

o 「プロトコル」を選択し、  追加   ボタン
をクリックします。

→［ネットワークプロトコルの選択］画面が
表示されます。

p 「NetBEUI プロトコル」を選択して
  OK   ボタンをクリックします。

→［ダイヤルアップ接続］の画面にもどり
ます。

● 他に不足しているコンポーネン
トがある場合は、i ～p をく
り返します。

● 途中で「今すぐ再起動します
か？」と表示された場合は、
 いいえ  ボタンをクリックします。

a 「NetBEUIプロトコル」、「Microsoft
ネットワーク用クライアント」、
「Microsoft ネットワーク用ファイル
とプリンタ共有」がそろったら   OK  
ボタンをクリックします。

→［接続］画面にもどります。

s   キャンセル  ボタンをクリックします。

● サーバパソコンがWindowsMe/
Windows98/Windows95のい
ずれかの場合は、d ～ j を
実行します。

d 0（→P.182）で付けた名前の接続
アイコン（例：USBネットワーク）を
クリックし、［ファイル］→［プロパ
ティ］を選択します。

→［ダイヤルアップのプロパティ］画面が表
示されます。

f ［セキュリティ］タブをクリックします。

g 「詳細（カスタム設定）」を 選択し、
  設定  ボタンをクリックします。

→［セキュリティの詳細設定］画面が表示さ
れます。
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h 「Microsoft CHAP」を xにしてか
ら、「Windows 95 サーバーで古い
バージョンのMS-CHAPを許可する」
を クリックして xにし、  OK  ボタ
ンをクリックします。

→［ダイヤルアップのプロパティ］画面にも
どります。

j   OK  ボタンをクリックします。

ネットワークの使い方

クライアントからサーバのデータやプ
リンタを利用します。

サーバへの接続

クライアントからダイヤルアップで
サーバに接続します。

1 ［ネットワークとダイヤルアップ接続］
ウィンドウ内のネットワーク接続用ア
イコン（例：USBネットワークダイヤ
ルアップ）をダブルクリックします。

→［接続］画面が表示されます。

2 「ユーザー名」と「パスワード」を入力
します。

「パスワード」はサーバの設定（→
P.175 9）で登録したユーザー名と
パスワードを入力します。
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3 「電話番号」が「ダイヤルアップネット
ワークの接続先の設定」の 7（→P.181）
で指定した内線番号になっていることを確
認し、  ダイヤル  ボタンをクリックします。

→「接続中」と表示されたあと、タスクトレ
イに［ダイヤルアップ］のインジケータが
表示されます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● サーバに接続できると、サー
バパソコンにも［ダイヤル
アップ］のインジケータが表
示されます。

● ネットワークの接続を切断す
るときは、インターネット接
続のときと同様にタスクトレ
イの［ダイヤルアップ］インジ
ケータをクリックし、   切断   ボ
タンをクリックします。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

共有フォルダ／プリンタを使う

サーバパソコンがクライアントパソコ
ンに利用を許可している共有フォルダ
や共有プリンタを使用します。

1 クライアントから、ダイヤルアップ
ネットワークでサーバと接続しておき
ます。

2 デスクトップの［マイネットワーク］ア
イコンをダブルクリックします。

→［マイネットワーク］ウィンドウが表示さ
れます。

3 ［ネットワーク全体］アイコンをダブル
クリックします。

→［ネットワーク全体］ウィンドウが表示さ
れます。

4 「コンピュータの検索」をクリックし
ます。

→［検索結果－コンピュータ］ウィンドウが
表示されます。

5 「コンピュータ名」でサーバパソコンの
名前を入力し、  検索開始  ボタンをク
リックします。

→サーバパソコンが検索されます。
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6 サーバのアイコンをダブルクリックし
ます。

→サーバが使用を許可しているドライブや
フォルダ、プリンタが表示され、クライア
ントで使用できるようになります。

● サーバがパスワードを設定して
いる場合（→P.175 9)は、パ
スワードの入力が必要です。

● 共有プリンタを使用する場合は、
以降の手順にすすんでください。

7 プリンタのアイコンをダブルクリック
します。

8   はい   ボタンをクリックします。

→プリンタのウィンドウが表示されます。

9 プリンタウィンドウを閉じます。
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4-6．外部から着信可能なダイヤルアップサーバ
USBネットワーク用に構成したサーバパソコンは、外部からの接続を受け付けるダイヤルアップ

サーバとしても動作します。

ただし、このためにはIWX70にINSネット64からの着信ができるように設定しておく必要があ

ります。『らくらくアシスタント』を使って、電話番号画面でいずれかの電話番号にパソコンを接

続したポートへの着信を指定します。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● 外部から着信させたくない場合は、着信の設定をしないか、データポートの識別着
信を設定してください。

● 外部から着信するときに発信者側がAtermを使用している場合は、スティルスコー
ルバックが利用できます。（→「3-1．データ通信の機能」）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お願い� ● 1台のパソコンをダイヤルアップサーバとして構成し、IWX70のシリアルポート
とUSBポートの両方に接続すると、外部の2台のパソコンから着信を受け付ける
ことができます。この場合、シリアルポートとUSBポートのどちらかに優先着信
を設定してください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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5 ATコマンド�

�

ATコマンドとは�

IWX70用ATコマンド�

RS7用ATコマンド�

IWX70とRS7が対応するATコマンドについて説明します。�
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5-1．ATコマンドとは
ATコマンドは米国Hayes社が自社用モデムのために開発した非同期端末用自動発着信方式の通

信ソフトウェアの一種で、コマンドのほとんどが「AT」で始まるところからこう呼ばれています。

IWX70とRS7はATコマンドに準拠し、さらに拡張コマンドの一部や独自のコマンドをサポー

トしています。

ATコマンドの構成

ATコマンドは「コマンド」、「Sレジスタ」、「リザルトコード」の3つから成り立っています。

コマンド

パソコンからIWX70またはRS7に対して動作を指示するときに、「コマンド」を使います。
コマンドは次の形式で入力します。

AT　コマンド　CR　RF

● コマンドは半角の英数字で入力します。

● 英字は大文字か小文字のどちらかに統一して入力します。大文字・小文字を組み合わせて
用いることはできません。

　  ○  AT　at　　　　×  At 　aT

● 最大184字以内で複数のコマンドを連続して入力できます。184字を超えた場合は
ERRORをパソコンに返します。

● コマンドによっては、コマンドのうしろにパラメータが必要なものがあります。パラメー
タが省略されると、値は「0」とみなされます。

●「CR」（改行キーやreturnキー） は復帰文字で、コマンドの区切りになります。復帰文
字はS3レジスタで変更できますが、通常はそのまま使います。

●「LF」は改行文字で、省略できます。改行文字はS4レジスタで変更できますが、通常は
そのまま使います。

● コードはASCIIを使用します。

● IWX70とRS7はATコマンドからパソコンのデータポート速度、データビット長、パ
リティを自動的に判別し、それに合わせます。

Sレジスタ

コマンドを実行する際に参照するのが「Sレジスタ」です。
Sレジスタは、自動発着信の動作を規定する各種のパラメータ（RING回数、時間、文字）
を格納するレジスタで、Sレジスタの内容を指定することによって、発着信動作を詳細に規
定することができます。
Sレジスタの内容は「ATSn」コマンドで変更できます。
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リザルトコード

パソコンからIWX70またはRS7に対して実行したコマンドの結果や着信の報告を「リザ
ルトコード」といいます。
リザルトコードの形式はVコマンドで設定します。次の2種類があります。

■ 英数字表示のリザルトコード（初期値）

CR　LF　リザルトコード　CR　LF

（英数字）�

●「CR」（改行キーやreturnキー）は復帰文字で、コマンドの区切りになります。復帰文
字はS3レジスタで変更できますが、通常はそのまま使います。

●「LF」は改行文字です。改行文字はS4レジスタで変更できますが、通常はそのまま使い
ます。

● コードはASCIIを使用します。

■ 数値表示のリザルトコード
リザルトコードが数字表示になっていると、通信できない場合があります。

リザルトコード　CR

（数値）�

●「CR」（改行キーやreturnキー）は復帰文字で、コマンドの区切りになります。復帰文
字はS3レジスタで変更できますが、通常はそのまま使います。復帰文字を変更すると、
通信できない場合があります。

● コードはASCIIを使用します。
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5-2． IWX70用ATコマンド
IWX70が対応しているATコマンドについて説明します。

◎：コマンド実行時に設定が保存され、電源を切っても設定が保持されます。
○：「$S」コマンドを実行すると設定が保存され、電源を切っても設定が保持されます。
注：初期値は各コマンドの説明を参照してください。

ドンマコ 要概能機 値期初 ドンマコ 要概能機 値期初

A 答応信着 － ○ KC& BSU のトーポ DC 制号信
定設御 1

D 信発ルヤイダ － ○ D& のトーポターデ RE 号信
定設御制 0

○ E 定指ーコエ 1 ○ JD& のトーポルアリシ RE 信
定設御制号 0

H 断切 － ○ KD& BSU のトーポ RE 制号信
定設御 0

I 示表ドーコ置装 － H& 示表号番縮短 －

N 定設の度速線回 0 ○ K& 定設式方御制ーロフ 3

O ーデらかドーモドンマコ
すどもへドーモ信通タ － ○ S& のトーポターデ RD 号信

定設御制 0

○ Q 定設無有ドーコトルザリ 0 ○ JS& のトーポルアリシ RD 信
定設御制号 0

○ V ッマーォフドーコトルザリ
定設ト 1 ○ KS& BSU のトーポ RD 制号信

定設御 0

○ W ドーコトルザリ GNIR 表
定設示 0 ◎ Z& 録登号番縮短 －

○ X 定設トッセドーコトルザリ 3 C# 、金料信通のトーポターデ
示表由理断切 －

Z 化期初ターメラパ － JC# 料信通のトーポルアリシ
示表由理断切、金 －

JZ 化期初定設のトーポターデ － KC# BSU 、金料信通のトーポ
示表由理断切 －

KZ BSU 化期初定設のトーポ － H# 号番知通のトーポターデ
示表 －

○ S/ ドアブサのトーポターデ
定設ターレパセスレ / JH# 番知通のトーポルアリシ

示表号 －

○ JS/ アブサのトーポルアリシ
定設ターレパセスレド / KH# BSU 示表号番知通のトーポ －

○ KS/ BSU レドアブサのトーポ
定設ターレパセス / AH# 話電 A 号番知通のトーポ

示表 －

○ C& のトーポターデ DC 号信
定設御制 1 BH# 話電 B 号番知通のトーポ

示表 －

○ JC& のトーポルアリシ DC 信
定設御制号 1 APH#

～ FPH#
線無 A～F 知通のトーポ

示表号番 －
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ドンマコ 要概能機 値期初 ドンマコ 要概能機 値期初

ASH#
＃～ FSH

線無 A～F のトーポ DI 登
示表態状録 － ◎ ＊ BZ 話電 B ・号番信着トーポ

当割号番定指線内 －

M# SFAIP 示表と定設の 1 ◎ ＊ DZ 号番信着トーポターデ
当割 －

R# 否拒信着 － ◎ ＊ JDZ 号番信着トーポルアリシ
当割 －

◎ Z# 号番知通のトーポターデ
録登 － ◎ ＊ KDZ BSU 号番信着トーポ

当割 －

◎ JZ# 番知通のトーポルアリシ
録登号 － ◎ ＊ APZ

＊～ FPZ
線無 A～F 番信着トーポ

当割号番定指線内・号 －

◎ AZ# 話電 A 号番知通のトーポ
録登 － ○ ￥C 示表金料信通積累 －

◎ BZ# 話電 B 号番知通のトーポ
録登 － ○ ￥ PC 金料信通積累トーポ線無

示表 －

◎ KZ# BSU 号番知通のトーポ
録登 － ○ ￥D IUU と定設の示表ルーメ

示表 注

◎ APZ#
～ FPZ#

線無 A～F 番知通のトーポ
録登号 － ￥L 示表報情信着発 －

＊H 号番定指線内・号番信着
示表当割 － ○ ￥M 設の示表知通ルーメ子電

示表と定 注

○ ＊ CP 信発のトーポターデ i・
定設ーバンナ － ○ ￥Q 定設の式方御制ーロフ 3

○ ＊ JNCP 信発のトーポルアリシ
i 定設ーバンナ・ － ￥S 定設種各のトーポターデ

示表 －

○ ＊ KNCP BSU 信発のトーポ i ナ・
定設ーバン － ￥ JS のトーポルアリシ 設種各

示表定 －

◎ ＊ NP i 号番話電報情ーバンナ・ － ￥ KS BSU のトーポ 示表定設種各 －

○ ＊ RP のトーポターデ ・ｉ信着
定設ーバンナ － ○ $A 話電 A 示表と定設のトーポ 注

○ ＊ JNRP 信着のトーポルアリシ i ナ・
定設ーバン － ○ $B 話電 B 示表と定設のトーポ 注

○ ＊ KNRP BSU 信着のトーポ i ナ・
定設ーバン － ○ $D 定設通共トーポグロナア

示表と 注

○ ＊ 1XP i 定設の用使ーバンナ・ 0 ○ $F と定設通共トーポターデ
示表 注

＊ ?P i 示表定設ーバンナ・ － $H 示表スレドア用送転信着 －

◎ ＊Z 号番定指線内・号番信着
録登 － ○ $L DCL 示表と定設の 注

◎ ＊ AZ 話電 A ・号番信着トーポ
当割号番定指線内 － ○ $M spbk821 クンリチルマ

PPP 示表と定設信通 注
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○ $ JM
のトーポルアリシ spbk821 マ

クンリチル PPP 示表と定設信通
注 ? す示のタンイポタスジレ

示表容内タスジレ －

$ KM
BSU のトーポ spbk821 ルマ

クンリチ PPP 示表と定設信通
注 ○ = S 示のタンイポタスジレ

更変容内タスジレす －

○ $N す関に御制のトーポターデ
示表と定設る 注 +++ ドンマコプーケスエ －

○ $ JN 関に御制のトーポルアリシ
示表と定設るす 注 H! 用信着トーベイラプイマ

示表報情録登のスレドア －

○ $ KN BSU す関に御制のトーポ
示表と定設る 注 HS! 報情録登の信着別識似疑

示表 －

○ $ PN トーポ線無／トーポターデ
示表と定指トーポ信着先優 注 ◎ ZS! スレドアの信着別識似疑

録登 －

$O XUMTI 示表や定設の能機 注 ○ CU! スレドア用止防話電惑迷
除削号番話電録登の －

○ $P 示表と定設通共トーポ線無 注 HU! スレドア用止防話電惑迷
示表報情の －

○ $ AP
～$ FP 示表と定設のトーポ線無 注 ◎ SU! スレドア用止防話電惑迷

録登の －

$S 存保のターメラパ － HV! 番話電定設プーワスイボ
示表報情録登の号 －

○ $X 定設の送転信着 2，0 ◎ ZV! 番話電定設プーワスイボ
録登号 －

◎ $Y 録登スレドア先送転信着 － HW! ア用グンギンリ別識似疑
示表報情録登のスレド －

◎ $ MY ーメ先送転のルーメ遊遊
録登スレドアル － ◎ ZW! ア用グンギンリ別識似疑

録登のスレド －

◎ $Z 録登スレドア元送転信着 － ○ X! の信着トーベイラプイマ
定設 0

○ C% 定指ルコトロプ縮圧 2 ◎ Z! 相の信着トーベイラプイマ
定設のトーポ信着と号番手 －

S S 定設のタンイポタスジレ 0
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各コマンドの詳細

A
機能： 「RING」が表示されているときに、本コマンドを入力して相手と通信中にします。
書式： ATA
パラメータ： なし
入力例： ATA

D
機能： 発信して相手を呼び出します。
書式： ATD＜パラメータ1＞ ＜／パラメータ2＞ ＜パラメータ3＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 相手アドレス（相手電話番号）

S=0～9： 短縮・識別番号へ発信します。
¥： 再発信します。
00： USBポートへ内線発信します。
02： シリアルポートへ内線発信します。
＜パラメータ2＞ 相手サブアドレス
＜パラメータ3＞ [ ユーザ・ユーザデータ
; ： コマンドモードへ入ります。発信するときはOコマンドを入力します。
CB： スティルスコールバックの発信をします。
PF： PIAFS32Kが設定されていない場合に、PIAFS32Kで発信します。通信

終了後はもとの設定にもどります。
PD： PIAFS64Kが設定されていない場合に、PIAFS64Kで発信します。通信

終了後はもとの設定にもどります。
PA： ITMUX同期64KPPP通信で発信します。
PB； ITMUX128KマルチリンクPPP通信で発信します。
PP： PIAFS2.1で発信します。
DL： デュアルリンクワイヤレスモードで発信します。

入力例： ATD0123-45-6789 [ABCD
ATDS=0
ATD0123-45-6789CB

補足： ○ 相手電話番号は数字で最大32桁使用できます。その他の文字は使用しても無
視されます。

○ 相手サブアドレスは数字で最大19桁使用できます。また、「/」以降が省略さ
れた場合は相手サブアドレス指定なしとみなします。「/」は「/S」コマンドで
変更できます。

○「ユーザ・ユーザデータ」は最大128桁で、0～9, ＊ , #, 英字が使用できま
す。ユーザ・ユーザデータの前には [ を入れてください。

○「；」はユーザ・ユーザデータ使用時は、使用できません。
○「CB」指定時は合わせてスティルスコールバック着信許可（$N10 = 1）にし

てください。また、発信側、着信側ともにフロー制御の設定をしてください。
○「CB」指定時の相手サブアドレスは最大15桁に制限されます。
○ PIAFS32K、PIAFS64K通信時は「CB」は使用できません。
○「CB」「PF」「PD」「PA」「PB」「DL」「PP」は必ず最後に付けてください。
○「CB」「PF」「PD」「PA」「PB」「DL」「PP」を指定した発信のリダイヤルはできません。

E
機能： エコーバックするかどうかを指定します。
書式： ATE＜パラメータ1＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 0 ： エコーバックしません。

1 ： エコーバックします。（初期値）
入力例： ATE0

H
機能： 通信を切断します。
書式： ATH
パラメータ： なし
入力例： ATH
補足： ○ 最初にエスケープコマンド「+++」を入力し、コマンドモードにしてから「H」

コマンドを入力します。
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I
機能： 装置コード、装置メーカーを表示します。
書式： ATI＜パラメータ1＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 0 ： 装置コード（ATコマンドのバージョン:960）を

表示します。
4 ： 装置メーカー（AtermIW NEC Corporation）

を表示します。
入力例： ATI4

N
機能： 回線速度を指定します。
書式： ATN＜パラメータ1＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 0 ： パソコン側通信ポートの速度と同じ（初期値）

1 ： 1200bps
2 ： 2400bps
3 ： 4800bps
4 ： 9600bps
5 ： 14400bps
6 ： 19200bps
7 ： 28800bps
8 ： 38400bps
9 ： 57600bps

入力例： ATN4
補足： ○ フロー制御方式もあわせて設定してください。通常RS-CSフロー制御を選択し

ます。
○「D」コマンドの前に入力してください。
○ 通信相手が異速度通信できないターミナルアダプタのときに、相手のデータ

ポート速度を指定します。
○ 非同期通信時に使用できます。
○ ＜パラメータ1＞を0としてパソコン側通信ポートの速度を115200bpsや

230400bpsとしたときは、回線速度は57600bpsとなります。

O
機能： エスケープコマンド「+++」を入力したあとのオンラインコマンドモードから、通

信状態にもどします。
書式： ATO
パラメータ： なし
入力例 ATO

Q
機能： リザルトコードを返すか返さないかを指定します。
書式： ATQ＜パラメータ1＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 0 ： リザルトコードを返します。（初期値）

1 ： リザルトコードを返しません。
入力例： ATQ0

V
機能： リザルトコードを数値で返すか、英数字で返すかを指定します。
書式： ATV＜パラメータ1＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 0 ： リザルトコードを数値で返します。

1 ： リザルトコードを英数字で返します。（初期値）
入力例： ATV0
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W
機能： リザルトコードRINGの表示のしかたを設定します。
書式： ATW＜パラメータ1＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 0 ： RINGだけを返します。（初期値）

2 ： RINGのあとに続けて相手の電話番号、サブアド
レス、ユーザ・ユーザデータを表示します。

入力例： ATW2
補足： ○ 電話番号とサブアドレスは、サブアドレスセパレータで区切られます。

○ 電話番号またはサブアドレスとユーザ・ユーザデータの区切りは [ です。

X
機能： リザルトコードセットを指定します。
書式： ATX＜パラメータ1＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 0 ： ベーシックセット

1 ： 拡張セット1
2 ： 拡張セット2
3 ： 拡張セット3（初期値）
4 ： 拡張セット4

入力例： ATX0

■ リザルトコードセット一覧

字数 語英 クッシーベ 張拡 1 張拡 2 張拡 3 張拡 4

0 KO ○ ○ ○ ○ ○

1 TCENNOC ○ － － － －

2 GNIR ○ ○ ○ ○ ○

3 REIRRACON ○ ○ ○ ○ ○

4 RORRE ○ ○ ○ ○ ○

5 0021TCENNOC － ○ ○ ○ ○

7 YSUB － － － ○ ○

01 0042TCENNOC － ○ ○ ○ ○

11 0084TCENNOC － ○ ○ ○ ○

21 0069TCENNOC － ○ ○ ○ ○

31 00441TCENNOC － ○ ○ ○ ○

41 00291TCENNOC － ○ ○ ○ ○

81 00675TCENNOC － ○ ○ ○ ○

91 00046TCENNOC － ○ ○ ○ ○

12 00023TCENNOC － ○ ○ ○ ○

62 00882TCENNOC － ○ ○ ○ ○

82 00483TCENNOC － ○ ○ ○ ○

76 NOISSERPMOC ： sib24.V － ○ ○ ○ ○

96 NOISSERPMOC ： ENON － ○ ○ ○ ○

28 LOCOTORP ： SFAIP － ○ ○ ○ ○
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Z
機能： パラメータを初期値にもどします。
書式： ATZ＜パラメータ1＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 0 ：「$S」コマンドで設定した内容にもどします。

1 ： 短縮ダイヤル、通知番号、自己サブアドレス、着
信番号、内線指定番号、累積通信料金、着信転
送先アドレス、着信転送元アドレス、受話音量、
時計設定以外のパラメータを初期化します。

98： ハードウェアリセットをし、すべてのパラメー
タを初期化します。

99： ソフトウェアリセットをし、「$S」コマンドで
設定した内容にもどします。

入力例： ATZ1

ZJ
機能： シリアルポートの設定を初期化します。
書式： ATZJ＜パラメータ１＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 0 : シリアルポートを「$S」コマンドで保存した内

容にもどします。
1 : シリアルポートを購入時の状態にもどします。

入力例： ATZJ0

ZK
機能： USBポートの設定を初期化します。
書式： ATZK＜パラメータ１＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 0 : USBポートを「$S」コマンドで保存した内容

にもどします。
1 : USBポートを購入時の状態にもどします。

入力例： ATZK1

/S
機能： データポートのサブアドレスセパレータの表示・設定をします。
書式： AT/S＜パラメータ1＞＜=パラメータ2＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞＜=パラメータ2＞

0 ： セパレータの表示
1 ： セパレータの設定

1  = / (初期値)
1  = #
1 = ＊

入力例： AT/S1=#
補足： ○ 本コマンドでサブアドレスセパレータを変更した場合は、「&Z」「#Z」「#ZA」

「#ZB」「#ZPA」～「#ZPF」「$Z」「D」コマンドで使用するサブアドレスセ
パレータも変更してください。

○ アナログポートで使用するセパレータ（＊）は固定です。
○ 液晶ディスプレイに表示されるサブアドレスセパレータは、設定した文字が表

示されます。

/SJ
機能： シリアルポートのサブアドレスセパレータの表示・設定をします。
書式： AT/SJ＜パラメータ1＞＜=パラメータ2＞
パラメータ： 「/S」コマンドと同じです。
入力例： AT/SJ1=＊
補足： ○ アナログポートで使用するセパレータ（＊）は固定です。

○ 液晶ディスプレイに表示されるサブアドレスセパレータは、設定した文字が表
示されます。
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/SK
機能： USBポートのサブアドレスセパレータの表示・設定をします。
書式： AT/SK＜パラメータ1＞＜=パラメータ2＞
パラメータ： 「/S」コマンドと同じです。
入力例： AT/SK4=1
補足： ○「/S」コマンドの補足を参照してください。

&C
機能： CD信号制御を設定します。
書式： AT&C＜パラメータ1＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 0 ： ER-ON時には常にCD-ON

1 ： 通信中は常にCD-ON（初期値）
入力例： AT&C0

&CJ
機能： シリアルポートのCD信号制御を設定します。
書式： AT&CJ＜パラメータ1＞
パラメータ： 「&C」コマンドと同じです。
入力例： AT&CJ0

&CK
機能： USBポートのCD信号制御を設定します。
書式： AT&CK＜パラメータ1＞
パラメータ： 「&C」コマンドと同じです。
入力例： AT&CK1

&D
機能： ER信号制御を設定します。
書式： AT&D＜パラメータ1＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 0 ： パソコンのER信号をみる。（初期値）

1 ： ER信号を常時ONとみなす。
2 ： 通信中のみパソコンのERをみる。

入力例： AT&D1

&DJ
機能： シリアルポートのER信号制御を設定します。
書式： AT&DJ＜パラメータ1＞
パラメータ： 「&D」コマンドと同じです。
入力例： AT&DJ0

&DK
機能： USBポートのER信号制御を設定します。
書式： AT&DK＜パラメータ1＞
パラメータ： 「&D」コマンドと同じです。
入力例： AT&DK0

&H
機能： 短縮番号を表示します。
書式： AT&H＜パラメータ1＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 0～9：指定した短縮番号の内容を表示します。

なし ：すべての短縮番号の内容を表示します。
入力例： AT&H
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&K
機能： フロー制御方式を設定します。
書式： AT&K＜パラメータ1＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 0または5 ： フロー制御しない

3または6 ： RS-CSフロー制御（初期値3）
4 ： XON/XOFFフロー制御

入力例：　 AT&K4
補足： ○「¥Q」コマンドと同じ機能です。

&S
機能： DR信号制御を設定します。
書式： AT&S＜パラメータ1＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 0 ： ER-ON時には常にDR-ON（初期値）

1 ： 通信中は常にDR-ON
入力例： AT&S1

&SJ
機能： シリアルポートのDR信号制御を設定します。
書式： AT&SJ＜パラメータ1＞
パラメータ： 「&S」コマンドと同じです。
入力例： AT&SJ1

&SK
機能： USBポートのDR信号制御を設定します。
書式： AT&SK＜パラメータ1＞
パラメータ： 「&S」コマンドと同じです。
入力例： AT&SK0

&Z
機能： 短縮番号を登録します。
書式： AT&Z＜パラメータ0＞ ＜=パラメータ1＞＜／パラメータ2＞
パラメータ： ＜パラメータ0＞ 短縮番号（0～9）

＜パラメータ1＞ 相手アドレス
＜パラメータ2＞ 相手サブアドレス

入力例： AT&Z0=012345678/910
補足： ○ 相手アドレスは、数字で最大32桁まで使用できます

○ 相手サブアドレスは、数字で最大19桁まで使用できます。また「/」以降が省
略された場合は、相手サブアドレス指定なしとみなします。「/」は「/S」コマ
ンドで変更できます。

○ 末尾に「CB」を付けたスティルスコールバックをおこなう電話番号は登録でき
ません。

#C
機能： データポートの通信料金、切断理由コードなどを表示します。
書式： AT#C
パラメータ： なし
入力例： AT#C
補足： ○CAUSE 「=#」の後に切断理由コードを表示します。（→取扱説明書

「8-3. 切断理由／生成源／診断情報の表示」）
○SOURCE 「=」の後に生成源を表示します。（→取扱説明書「8-3. 切断理

由／生成源／診断情報の表示」）
○CHARGE 「=¥」の後に通信料金を表示します。
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#CJ
機能： シリアルポートの通信料金、切断理由コードなどを表示します。
書式： AT#CJ
パラメータ： なし
入力例： AT#CJ
補足： ○「#C」コマンドの補足を参照してください。

#CK
機能： USBポートの通信料金、切断理由コードなどを表示します。
書式： AT#CK
パラメータ： なし
入力例： AT#CK
補足： ○「#C」コマンドの補足を参照してください。

#H
機能： データポートの通知番号、自己サブアドレスを表示します。
書式： AT#H
パラメータ： なし
入力例： AT#H
補足： ○ 通知番号と自己サブアドレス間は、サブアドレスセパレータで区切られます。

○ 登録されていない場合は「BUFFER EMPTY」と表示します。

#HJ
機能： シリアルポートの発信者通知番号（通知番号と自己サブアドレス）を表示します。
書式： AT#HJ
パラメータ： なし
入力例： AT#HJ
補足： ○「#H」コマンドの補足を参照してください。

#HK
機能： USBポートの発信者通知番号（通知番号と自己サブアドレス）を表示します。
書式： AT#HK
パラメータ： なし
入力例： AT#HK
補足： ○「#H」コマンドの補足を参照してください。

#HA
機能： 電話Aポートの通知番号、自己サブアドレスを表示します。
書式： AT#HA
パラメータ： なし
入力例： AT#HA

#HB
機能： 電話Bポートの通知番号、自己サブアドレスを表示します。
書式： AT#HB
パラメータ： なし
入力例： AT#HB

#HPA・#HPB・#HPC・#HPD・#HPE・#HPF
機能： 無線A～Fポートの通知番号を表示します。
書式： AT#HPA（～F）
パラメータ： なし
入力例： AT#HPA
補足： ○「#H」コマンドの補足を参照してください。
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#HSA・#HSB・#HSC・#HSD・#HSE・#HSF
機能： 無線A～Fポートの登録状況を表示します。
書式： AT#HSA（～F）
パラメータ： なし
入力例： AT#HSA
補足： ○ 登録されている場合は「/91」 (REG) 、登録されていない場合は「BUFFER

EMPTY」と表示します。数字の部分は各ポートの内線番号になります。

#M
機能： PIAFSの設定・表示をします。
書式： AT#M=＜パラメータ1＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 0 ： PIAFS通信する

1 ： 非同期通信する（初期値）
？： 設定内容の表示

入力例： AT#M=0
補足： ○「#M」コマンドでの設定は「$N1」コマンドでもできます。どちらかを設定す

れば有効になります。

#R
機能： 着信中に入力することにより、着信を拒否します。
書式： AT#R
パラメータ： なし
入力例： AT#R

#Z
機能： データポートの通知番号を登録します。
書式： AT#Z＜パラメータ1＞ ＜／パラメータ2＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 通知番号

＜パラメータ2＞ 自己サブアドレス
入力例：　 AT#Z012345678/910
補足： ○ 通知番号は、数字で最大32桁まで使用できます。

○ 自己サブアドレスは、数字で最大19桁まで使用できます。
○「/」は「/S」コマンドで変更できます。

#ZJ
機能： シリアルポートの発信者通知番号（通知番号と自己サブアドレス）を登録します。
書式： AT#ZJ＜パラメータ1＞＜／パラメータ2＞
パラメータ： 「#Z」コマンドと同じです。
入力例： AT#ZJ12345678
補足： ○「#Z」コマンドの補足を参照してください。

#ZK
機能： USBポートの発信者通知番号（通知番号と自己サブアドレス）を登録します。
書式： AT#ZK＜パラメータ1＞＜／パラメータ2＞
パラメータ： 「#Z」コマンドと同じです。
入力例： AT#ZK567890/123
補足： ○「#Z」コマンドの補足を参照してください。

#ZA
機能： 電話Aポートの通知番号を登録します。
書式： AT#ZA＜パラメータ1＞ ＜／パラメータ2＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 通知番号

＜パラメータ2＞ 自己サブアドレス
入力例： AT#ZA012345678/2222
補足： ○「#Z」コマンドの補足を参照してください。
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#ZB
機能： 電話Bポートの通知番号を登録します。
書式： AT#ZB＜パラメータ1＞ ＜／パラメータ2＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 通知番号

＜パラメータ2＞ 自己サブアドレス
入力例：　　 AT#ZB012345678/3333
補足： ○「#Z」コマンドの補足を参照してください。

#ZPA・#ZPB・#ZPC・#ZPD・#ZPE・#ZPF
機能： 無線A～Fポートの通知番号を登録します。
書式： AT#ZP（A～F）＜パラメータ1＞＜／パラメータ2＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 通知番号

＜パラメータ2＞ 自己サブアドレス
入力例： AT#ZPA012345678/2222
補足： ○「#Z」コマンドの補足を参照してください。

○ この通知番号は ISDN網のダイヤルイン番号に相当します。
○ この通知番号は ISDN網に有効なアドレスとなります。

*H
機能： 着信番号と内線指定番号の割り当てを表示します。
書式： AT*H
パラメータ： なし
入力例： AT*H

*PC
機能： i・ナンバーの発信と情報を設定します。
書式： AT*PC＜パラメータ1＞＜=パラメータ2＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ A、B：アナログポート

N：データポート
PA、PB、PC、PD、PE、PF：無線ポート

＜パラメータ2＞ i・ナンバー情報1～3
入力例： AT*PCA=1
補足： ○ 初期値はB=2、それ以外は1です。

*PCNJ
機能： シリアルポートに、発信用 i・ナンバー情報を設定します。
書式： AT*PCNJ＝＜パラメータ1＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ i・ナンバー情報1～3（初期値1）
入力例： AT*PCNJ=1

*PCNK
機能： USBポートに、発信用 i・ナンバー情報を設定します。
書式： AT*PCNK＝＜パラメータ1＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ i・ナンバー情報1～3（初期値1）
入力例： AT*PCNK=1

*PN
機能： i・ナンバー情報の電話番号を設定します。
書式： AT*PN＜パラメータ1＞＜=パラメータ2＞＜ ,パラメータ3＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ i・ナンバー情報

＜パラメータ2＞ 電話番号
＜パラメータ3＞ 内線指定番号（必要に応じて入力します）

入力例： AT*PN1=0312345678
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*PR
機能： i・ナンバーの着信、i・ナンバー情報を設定します。
書式： AT*PR＜パラメータ1＞＜=パラメータ2＞＜ ,パラメータ3＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ A、B（アナログポート）、N（データポート）、P、PA、

PB、PC、PD、PE、PF（無線ポート）
＜パラメータ2＞ i・ナンバー情報
＜パラメータ3＞ i・ナンバー情報

入力例： AT*PRA=1,2
補足： ○ 初期値はA=1、B=2、N=1, 2、P, PA=1, 2、他=設定なしです。

*PRNJ
機能： シリアルポートに、着信用 i・ナンバー情報を設定します。
書式： AT*PRNJ＝＜パラメータ1＞＜ ,パラメータ2＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ i・ナンバー情報1～3（初期値1）

＜パラメータ2＞ i・ナンバー情報1～3（初期値1）
入力例： AT*PRNJ=1, 2

*PRNK
機能： USBポートに、着信用 i・ナンバー情報を設定します。
書式：A T*PRNK＝＜パラメータ1＞＜ ,パラメータ2＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ i・ナンバー情報1～3（初期値1）

＜パラメータ2＞ i・ナンバー情報1～3（初期値1）
入力例： AT*PRNK=1, 2

*PX1
機能： i・ナンバーを使用するかどうかを設定します。
書式： AT*PX1＜パラメータ1＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 0 ： 使用しない（初期値）

1 ： 使用する
入力例： AT*PX1=1

*P？
機能： i・ナンバーに関する設定内容を表示します。
書式： AT*P?
パラメータ： なし
入力例： AT*P?

*Z　
機能： 着信番号と内線指定番号を最大8個まで登録します。
書式： AT*Z＜パラメータ1＞＜＝パラメータ2＞＜ , パラメータ3＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 0～7：テーブル番号

＜パラメータ2＞ 着信番号（電話番号）
＜パラメータ3＞ 内線指定番号

入力例： AT*Z1＝1234567890, 1111
補足： ○ 通知番号は、数字で最大32桁まで使用できます。

○ 内線指定番号は「モデム・ダイヤルイン」、「アナログ・ダイヤルイン」を設定
したときだけ使用します。数字で最大4桁まで使用できます。
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*ZA
機能： 電話Aポートに「*Z」コマンドで登録した着信番号、内線指定番号を割り当てま

す。
書式： AT*ZA＝＜パラメータ1＞ ～＜ , パラメータ8＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ ～＜ , パラメータ8＞：0～7

（「*Z」コマンドで登録したテーブル番号）
入力例： AT*ZA＝0, 2, 3, 7
補足： ○ 1つのポートに最大8つまで割り当てることができます。

○ 本コマンドで登録された番号で着信判定をおこないます。
○ 内線指定番号は「モデム・ダイヤルイン」、「アナログ・ダイヤルイン」を設定

したときだけ使用します。

*ZB
機能： 電話Bポートに「*Z」コマンドで登録した着信番号、内線指定番号を割り当てま

す。
書式： AT*ZB＝＜パラメータ1＞ ～＜ , パラメータ8＞
パラメータ： 「*ZA」と同じです。
入力例： AT*ZB＝0, 2, 3, 7
補足： ○「*ZA」コマンドの補足を参照してください。

*ZD
機能： データポートに「*Z」コマンドで登録した着信番号、内線指定番号を割り当てま

す。
書式： AT*ZD＝＜パラメータ1＞ ～＜ , パラメータ8＞
パラメータ： 「*ZA」と同じです。
入力例： AT*ZD＝0, 2, 3, 7
補足： ○ 1つのポートに最大8つまで割り当てることができます。

○ 本コマンドで登録された番号で着信判定をおこないます。
○ 内線指定番号は無視されます。

*ZDJ
機能： シリアルポートに「*Z」コマンドで登録した着信番号を割り当てます。
書式： AT*ZDJ＝＜パラメータ1＞～＜ ,パラメータ8＞
パラメータ： 「*ZA」コマンドと同じです。
入力例： AT*ZDJ=0, 1, 7, 2, 6
補足： ○「*ZD」コマンドの補足を参照してください。

*ZDK
機能： USBポートに「*Z」コマンドで登録した着信番号を割り当てます。
書式： AT*ZDK＝＜パラメータ1＞～＜ ,パラメータ8＞
パラメータ： 「*ZA」コマンドと同じです。
入力例： AT*ZDK=1, 3, 4, 6
補足： ○「*ZD」コマンドの補足を参照してください。

*ZPA・*ZPB・*ZPC・*ZPD・*ZPE・*ZPF
機能： 無線A～Fポートに「*Z」コマンドで登録した着信番号、内線指定番号を割り当

てます。
書式： AT*ZP（A～F）＜パラメータ1＞＜／パラメータ2＞
パラメータ： ＜パラメータ＞～＜，パラメータ8＞：0～7

（*ZPコマンドで登録したテーブル番号）
入力例： AT*ZPA=0, 2, 3, 7
補足： ○ 内線指定番号は無視されます。
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¥C　
機能： データポート、電話Aポート、電話Bポートの累積通信料金の表示と初期化をおこ

ないます。
書式： AT¥C＜パラメータ1＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 0 ： 累積通信料金を表示します。

1 ： 累積通信料金を初期化（0円）します。
入力例： AT¥C0

¥CP
機能： 無線A～Fポートの累積通信料金の表示と初期化をおこないます。
書式： AT¥CP＜パラメータ1＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 0 ： 累積通信料金を表示します。

1 ： 累積通信料金を初期化（0円）します。
入力例： AT¥CP0

¥D
機能： UUIメール着信時のランプ表示設定と設定内容の表示をします。
書式： AT¥D＜パラメータ1＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 0 ： 設定内容の表示

1 ： ランプ点灯選択
1=0 ：UUIメール着信でランプ点灯しない
1=1 ：UUIメール着信でランプ点灯する（初期

値）
入力例： AT¥D1=0

¥L　
機能： データポート、電話Aポート、電話Bポートの最新発信・着信番号と着信しなかっ

た理由を表示します。
書式： AT¥L＜パラメータ1＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 0 ： 最新の発信番号を表示します。

1 ： 最新の着信番号、切断理由、診断情報を表示し
ます。

入力例： AT¥L1　
補足： ○ SEND CAUSE=切断理由、DIAGNOSIS=診断情報です。詳細は取扱説明書

の「8-3．切断理由／生成源／診断情報の表示」を参照してください。

¥M
機能： 電子メール着信通知時のランプ表示設定と設定内容を表示します。
書式： AT¥M＜パラメータ1＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 0 ： 設定内容の表示

1 ： ランプ点灯選択　
1=0 ：電子メール着信でランプ点灯しない
1=1 ：電子メール着信でランプ点灯する（初

期値）
入力例： AT¥M1=0

¥Q
機能： フロー制御方式を設定します。
書式： AT¥Q＜パラメータ1＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 0 ： フロー制御なし

1 ： XON/XOFFフロー制御　
2 ： CSフロー制御
3 ： RS-CSフロー制御（初期値）

入力例： AT¥Q0
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¥S　
機能： データポート設定値、Sレジスタ値、ATコマンド状態を表示します。
書式： AT¥S＜パラメータ1＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 0 ： データポート速度、データフォーマット、フロー

制御方式、エコー指定、非同期／同期PPPモー
ド、回線状態、信号制御、信号線状態を表示し
ます。

1 ： Sレジスタの内容をSレジスタ名とともに表示
します。

2 ： リザルトコード有無、リザルトコードフォー
マット、リザルトコードRING表示、リザルト
コードセットの状態を表示します。

3 ： Sレジスタの内容を表示します。
入力例： AT¥S0

¥SJ
機能： シリアルポートの設定値、Sレジスタ値、ATコマンド状態を表示します。
書式： AT¥SJ＜パラメータ1＞
パラメータ： 「¥S」コマンドと同じです。
入力例： AT¥SJ1

¥SK
機能： USBポートの設定値、Sレジスタ値、ATコマンド状態を表示します。
書式： AT¥SK＜パラメータ1＞
パラメータ： 「¥S」コマンドと同じです。
入力例： AT¥SK0

$A　
機能： 電話Aポートの設定と表示をします。
書式： AT$A＜パラメータ1＞＜=パラメータ2＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞＜=パラメータ2＞

0 ： 設定内容の表示
1 ： アナログポート選択

1=0 ：電話で使用する（初期値）
1=1 ：ファクスやモデムで使用する
1=2 ：使用しない

2 ： キャッチホン選択
2=0 ：使用しない（初期値）
2=1 ：INSキャッチホンを使用する
2=2 ：疑似キャッチホンを使用する

3 ： 識別着信設定
3=0 ：識別着信しない（初期値）
3=1 ： INSなりわけ識別着信
3=2 ：疑似識別着信
3=3 ：INSなりわけ選択キャッチホン
3=4 ：疑似選択キャッチホン

4 ： HLC設定
4=0 ：HLCを設定しない（初期値）
4=1 ：HLCを設定して着信判定する
4=2 ：HLCを設定するが着信判定しない

5 ： グローバル着信選択
5=0 ：着信する（初期値）
5=1 ：着信しない

　　　　　 　 6 ： サブアドレスなし着信選択
6=0 ：着信する（初期値）
6=1 ：着信しない



208　各コマンドの詳細

7 ： ダイヤル桁間タイマ設定
7=0 ：5秒（初期値）
7=1 ：9秒
7=2 ：11秒
7=3 ：13秒

8 ： フッキング検出タイマ設定
8=0 ：0.03秒～1秒
8=1 ：0.3秒～1秒（初期値）
8=2 ：0.5秒～1.5秒

9 ： 発信者番号通知設定
9=0 ：発信者番号通知しない
9=1 ：発信者番号通知する
9=2 ：INSネット64申込内容にしたがう（初期値）

10 ： 受話音量の設定
10=0：小音
10=1：中音（初期値）
10=2：大音

11 ： 情報通知サービス設定
11=0：情報通知サービスしない（初期値）
11=1：ナンバー・ディスプレイを使用する
11=2：モデム・ダイヤルインを使用する
11=3：アナログ・ダイヤルインを使用する
11=4：ナンバー・ディスプレイ＋モデム・ダイヤルインを使用する

12 ： 情報通知サービス（サブアドレス）設定
12=0：サブアドレスを付けない（初期値）
12=1：サブアドレスを付ける

13 ： リバースパルス送出設定
13=0：送出しない（初期値）
13=1：送出する

14 ： 通話中の受話音量変更
14=0：＊#入力で受話音量を変更しない（初期値）
14=1：＊#入力で受話音量を変更する

15 ： 識別リンギング設定
15=0：使用しない（初期値）
15=1：INSなりわけ
15=2：疑似なりわけ

16 ： CTIモード設定
16=0：使用しない（初期値）
16=1：使用する

18 ： キャッチホン・ディスプレイ設定
18=0：使用しない（初期値）
18=1：使用する

入力例：　 AT$A3=1
補足： ○ HLCを設定した場合に電話を選択していればHLCは「電話」に、ファクスや

モデムを選択していれば「G2/G3 FAX」に自動的に設定します。
○ 12（情報通知サービス）は11（情報通知サービス）を1, 2, 4に設定したと

きに利用できます。
○ 11＝0のときは12の設定は動作に関係しません。

$B　
機能： 電話Bポートの設定と表示をします。
書式： AT$B＜パラメータ1＞＜=パラメータ2＞
パラメータ： 「$A」と同じです。
入力例： AT$B4=1
補足： ○「$A」コマンドの補足を参照してください。
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$D
機能： 2つのアナログポートに共通する設定と表示をします。
書式： AT$D＜パラメータ1＞＜=パラメータ2＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞＜=パラメータ2＞

0 ： 設定内容の表示
2 ： 停電時のリンガ制御

2=0 ：着信時リンガでなくブザーが鳴る
2=1 ：着信時リンガが鳴る（初期値）
2=3 ：着信を受け付けない

3 ： 優先着信ポートの指定
3=0 ：指定しない（初期値）
3=1 ：電話Aポート優先
3=2 ：電話Bポート優先

4 ： 内線通話・転送機能使用可否
4=0 ：使用しない
4=1 ：使用する（初期値）

5 ： 三者通話使用可否
5=0 ：使用しない（初期値）
5=1 ：三者通話を使用する
5=2 ：疑似三者通話を使用する

6 ： 通信中転送使用可否
6=0 ：使用しない（初期値）
6=1 ：使用する

7 ： お出かけ設定
7=1 ：おやすみモード（初期値）
7=2 ：電話着信転送モード
7=3 ：ボイスワープ転送モード
7=4 ：フラッシュモード

8 ： ボイスワープ転送モード設定
8=1 ：無条件転送（初期値）
8=2 ：無応答時転送
8=3 ：話中時転送
8=4 ：無応答または話中時転送

9 ： アナログポート［#］発信設定
9=0 ：使用しない（#、##で発信しない）
9=1 ：#発信する（初期値）
9=2 ：##発信する

入力例： AT$D3=2
補足： ○ ＜パラメータ1＞の4, 5, 6は無線ポートも一緒に設定されます。

$F
機能： データポートの設定と表示をします。
書式： AT$F ＜パラメータ1 ＞＜＝パラメータ2 ＞
パラメータ： ＜パラメータ1 ＞＜＝パラメータ2 ＞

0 ： 1 ～3 の設定内容の表示
1 ： 優先着信ポートの設定

1=0 ：優先ポートを指定しない（初期値）
1=1 ：シリアルポートを優先ポートに指定する
1=2 ：USB ポートを優先ポートに指定する

2 ： 応答平均化機能
2=0 ：応答平均化しない（初期値）
2=1 ：応答平均化する

3 ： 応答平均化時のマルチポイント接続端末数
3=1～8：1～8台（初期値1 台）

入力例： AT$F1=2
補足： ○ 存在しないポートを指定した場合はERROR となります。

○ 3 （マルチポイント接続端末数）は、2 （応答平均化機能）を「1」に設定し
たとき（2=1）には必ず設定してください。3 には同一回線に接続されている
Aterm の数を設定します。

○ 2=0 のとき、3 の設定値は無効になります。
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$H　
機能： アナログポートの着信転送元と着信転送先のアドレス設定状態を表示します。
書式： AT$H
パラメータ： なし
入力例： AT$H　
補足： ○ 着信番号と自己サブアドレス間は、サブアドレスセパレータで区切られます。

○ 登録されていない場合は 「BUFFER EMPTY」と表示します。

$L
機能： 液晶ディスプレイの設定と表示をします。
書式： AT$L＜パラメータ1＞＜=パラメータ2＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞＜=パラメータ2＞

0 ： 設定内容の表示
1 ： バックライトの設定

1=0 ：常に消灯
1=1 ：常に点灯
1=2 ：AUTO（初期値）
1=3 ：AUTO＋データ通信中は常に点灯
1=4 ：AUTO＋Bチャネル使用中は常に点灯

2 ： アナログ発信時の発信ダイヤル表示
2=0 ：ダイヤル番号を表示しない
2=1 ：ダイヤル番号を表示する （初期値）

入力例： AT$L1=1　
補足： ○ データ発信時は常にダイヤル番号を表示します。

$M
機能： データポートの128kbpsマルチリンクPPP通信の設定と表示をします。
書式： AT$M＜パラメータ1＞＜=パラメータ2＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞＜=パラメータ2＞

0 ： 設定内容の表示
1 ： マルチリンク通信設定

1=0 ：128kbpsマルチリンクPPP通信しない（初期値）
1=1 ：128kbpsマルチリンクPPP通信する

2 ： リソースBOD選択
2=0 ：リソースBODをおこなわない（初期値）
2=1 ：リソースBODをおこなう

3 ： スループットBOD選択
3=0 ：スループットBODをおこなわない（初期値）
3=1 ：スループットBODをおこなう
3=2 ：フレックスBODで使用する

4 ： リンク追加算出時間（10秒単位）
4=10～60：10～60秒（初期値30秒）

5 ： リンク削除算出時間（10秒単位）
5=10～60：10～60秒（初期値10秒）

6 ： リンク追加しきい値設定（10%単位）
6=60～90：60～90%（初期値70%）

7 ： リンク削除しきい値設定（10%単位）
7=10～40：10～40%（初期値20%）

8 ： 2本目接続時の認証
8=0 ：認証しない
8=1 ：認証する（初期値）

補足： ○ 本コマンドを送出したデータポート（シリアルポートまたはUSBポート）の設
定のみ変更されます。

 ○「$M1」コマンドは「$N11」コマンドと同じです。どちらかを設定すれば有
効になります。
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$MJ
機能： シリアルポートの128kbpsマルチリンクPPP通信の設定と表示をします。
書式： AT$MJ＜パラメータ1＞＜=パラメータ2＞
パラメータ： 「$M」コマンドと同じですが、3=2（フレックスBODで使用する）は使用できま

せん。
入力例： AT$MJ3=1

$MK
機能： USBポートの128kbpsマルチリンクPPP通信の設定と表示をします。
書式： AT$MK＜パラメータ1＞＜=パラメータ2＞
パラメータ： 「$M」コマンドと同じです。
入力例： AT$MK4=30

$N
機能： データポートの設定と表示をします。
書式： AT$N＜パラメータ1＞＜=パラメータ2＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞＜=パラメータ2＞
　　 0 ： 設定内容の表示

1 ： 非同期／同期PPP変換選択
1=0 ：非同期／同期PPP変換しない（初期値）
1=1 ：非同期／同期PPP変換する
1=2 ：PIAFS通信する

2 ： 識別着信
2=0 ：識別着信しない（初期値）
2=1 ：識別着信する

3 ： HLC設定
3=N ：HLCを設定しない（初期値）
3=0～127

4 ： 着信速度チェック
4=0 ：チェックしない（初期値）
4=1 ：チェックする

5 ： グローバル着信選択
5=0 ：着信する（初期値）
5=1 ：着信しない

6 ： サブアドレスなし着信選択
6=0 ：着信する（初期値）
6=1 ：着信しない

7 ： 応答平均化機能
7=0 ：平均化しない（初期値）
7=1 ：平均化する

8 ： マルチアクセスポイント接続端末数（マルチアクセス）
8=1～8 ：1～8台 （初期値1台）

9 ： 無通信監視タイマ
9=0 ：監視しない
9=1～10：1～10分 （初期値10分）

10 ： スティルスコールバック使用
10=0：コールバックしない（初期値）
10=1：コールバックする

11 ： マルチリンク通信設定（128kbpsマルチリンクPPP）
11=0：通信しない（初期値）
11=1：通信する

12 ： 発信者番号通知設定
12=0：発信者番号を通知しない
12=1：発信者番号を通知する
12=2：INSネット64申込内容にしたがう（初期値）

13 ： PPP ACCM付加選択
13=0：64KPPP、MP時にACCMを付加しない
13=1：64KPPP、MP時にACCMを付加する（初期値）
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14 ： 強制切断タイマ
14=0：強制切断しない
14=1～10：1～10時間（初期値10時間）

15 ： PIAFSモード指定
15=0：PIAFS32K（初期値）
15=1：PIAFS64K
15=2：PIAFS2.1

入力例： AT$N9=2
補足： ○ 8（マルチアクセスポイント接続端末数）は、7（応答平均化機能）を1に設定

したとき（7=1）に必ず設定してください。
○ 8には同一回線に接続されているAtermの数を設定します。
○ 7=0のときは8の設定値は動作に関係しません。
○ 4（着信速度チェック）を「チェックしない」（4=0）に設定すると、異速度通

信をおこなう動作になります。
○ $N1=0, $N1=2の設定は「#M」コマンドでも同様に設定できます。どちら

かを設定すれば有効になります。
○ $N1=2のときのPIAFS通信時の速度（32K/64K）は「$N15」コマンドで設

定します。

$NJ
機能： シリアルポートの制御に関する設定と表示をします。
書式： AT$NJ＜パラメータ1＞＜=パラメータ2＞
パラメータ： 「$N」コマンドと同じです。
入力例： AT$NJ3=1
補足： ○「$N」コマンドの補足を参照してください。

$NK
機能： USBポートの制御に関する設定と表示をします。
書式： AT$NK＜パラメータ1＞＜=パラメータ2＞
パラメータ： 「$N」コマンドと同じです。
入力例： AT$NK4=1
補足： ○「$N」コマンドの補足を参照してください。

$NP
機能： データポートへのUUIメール通知モードを指定します。
書式： AT$NP＜パラメータ1＞＜=パラメータ2＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞＜=パラメータ2＞
　　 0 ： 3の設定内容の表示

3 ： 外線データ着信時の優先着信ポート指定
3=0 ：データポート（初期値）
3=1 ：無線ポート

4 ： UUIメール通知モード
4=0 ：通知しない
4=1 ：通知する（初期値）

入力例： AT$NP3=1

$O
機能： ITMUX 機能の動作に関する設定や表示をします。
書式： AT$O ＜パラメータ１ ＞＜＝パラメータ2 ＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞＜＝パラメータ2 ＞

0 ：設定内容の表示
2 ：リソースBOD モード設定

2=0 ：おこなわない（初期値）
2=1 ：おこなう

3 ：スループットBOD モード設定
3=0 ：おこなわない（初期値）
3=1 ：おこなう
3=2 ：フレックスBOD で使用する
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4 ：リンク追加算出時間設定
4=0 、10 ～60 秒（初期値30 秒）

5 ：リンク削除算出時間設定
5=0 、10 ～60 秒（初期値10 秒）

6 ：リンク追加しきい値設定
6=0 、60 ～90 ％（初期値70 ％）

7 ：リンク削除しきい値設定
7=0 、10 ～40 ％（初期値20 ％）

8 ：2 本目接続時の認証モード設定
8=0 ：認証しない
8=1 ：認証する（初期値）

9 ：PPP ACCM 付加モード設定
9=0 ：ACCM を付加しない
9=1 ：ACCM を付加する（初期値）

10 ：ITMUX 接続での2 本目以降の接続認証モード
10=0：認証をおこなわない
10=1：認証をおこなう（初期値）

21 ：無通信監視タイマ設定
21=0：監視しない
21=1 ～10：1 ～10分（初期値10分 ）

22 ：強制切断タイマ設定
22=0：強制切断タイマを使用しない
22=1 ～10：1 ～10時間（初期値10時間 ）

入力例： AT$O0
補足： ○ あるデータポートがITMUX 通信中のときは 「OK」 を返し、設定変更をおこ

ないません。ただし、パラメータ0 （設定値読み出し）は実行可能です。

$P　
機能： 全無線ポート共通（一斉着信時の設定含む）の設定と表示をします。
書式： AT$P＜パラメータ1＞＜=パラメータ2＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞＜=パラメータ2＞
　　 0 ： 設定内容の表示

1 ： 音声呼の一斉着信（グローバル着信）時の無線ポート呼び出し
1=0 ：全無線ポートを一斉呼び出しする（初期値）
1=1 ：無線Aポートだけを呼び出す
1=2 ：無線Bポートだけを呼び出す
1=3 ：無線Cポートだけを呼び出す
1=4 ：無線Dポートだけを呼び出す
1=5 ：無線Eポートだけを呼び出す
1=6 ：無線Fポートだけを呼び出す
1=7 ：無線ポートは呼び出さない

2 ： データ呼の一斉着信（グローバル着信）時の無線ポート呼び出し
2=1 ：無線Aポートだけを呼び出す
2=2 ：無線Bポートだけを呼び出す
2=3 ：無線Cポートだけを呼び出す
2=4 ：無線Dポートだけを呼び出す
2=5 ：無線Eポートだけを呼び出す
2=6 ：無線Fポートだけを呼び出す
2=7 ：無線ポートは呼び出さない（初期値）

入力例： AT$P1=1　
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$PA・$PB・$PC・$PD・$PE・$PF
機能： 無線A～Fポートの設定と表示をします。
書式： AT$P（A～F） ＜パラメータ1＞＜=パラメータ2＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞＜=パラメータ2＞
　　 0 ： 設定内容の表示

1 ： ポート利用方法
1=0 ：PHS（初期値）
1=1 ：リモートステーション（デュアルリンクワイヤレス有効）
1=2 ：使用しない（データ通信可）

2 ： キャッチホン選択
2=0 ：使用しない（初期値）
2=1 ：INSキャッチホンを使用する
2=2 ：疑似キャッチホンを使用する

3 ： 無線ポート用識別着信設定
3=0 ：識別着信しない（初期値）
3=1 ：INSなりわけ識別着信
3=2 ：疑似識別着信
3=3 ：INSなりわけ選択キャッチホン
3=4 ：疑似選択キャッチホン

7 ： ダイヤル桁間タイマ
7=0 ：5秒（初期値）
7=1 ：9秒
7=2 ：11秒
7=3 ：13秒

9 ： 発信者番号通知モード設定
9=0 ：発信者番号通知を禁止する
9=1 ：発信者番号通知を許可する
9=2 ：発信者番号通知モードを指定しない（初期値）

10 ： PIAFSデータ発信時のプロトコル変換
10=0：ダイレクト通信をする（初期値）
10=1～6：非同期
10=7：INSネット64の回線速度を同期64Kに変換する

11 ： データ着信時の無線区間の通信モード指定
11=0：PIAFS32K（初期値）
11=1：PIAFS64K（PIAFS2.0）
11=2：デュアルリンクワイヤレス
11=3：PIAFS64K（PIAFS2.1）

12 ： UUI通知モード
12=0：通知しない（初期値）
12=1：通知する

13 ： スティルスコールバックモード
13=0：コールバックしない（初期値）
13=1：コールバックする

14 ： CTI機能
14=0：CTIしない（初期値）
14=1：CTIする

15 ： ITMUX機能
15=0：利用しない
15=1：利用する（初期値）
15=3：常時64K接続
15=4：常時128K接続

入力例： AT$PA1=1
補足： ○ 15=1の場合にRS7からの「PA」、「PB」指定が有効となります。

○ 15=3または15=4の場合は、RS7での「PA」、「PB」の指定とは無関係に
ITMUX機能は有効となります。

○ 15=4の場合、無線ポート単独の通信では128kbpsになりません。データポー
ト側からの乗り入れがあったときだけ、128kbpsで接続できます。
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$S　
機能： ATコマンドで設定したパラメータや、自動ボーレート検出したパソコンの速度を

保存します。
書式： AT$S
パラメータ： なし
入力例： AT$S　
補足： ○ リザルトコード「OK」が返るまでに30秒程度かかります。

$X　
機能： 着信転送や選択着信転送の種類を設定します。
書式： AT$X＜パラメータ1＞＜=パラメータ2＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞＜=パラメータ2＞

0 ： 着信転送の種類の設定
0=1 ：NTT着信転送
0=2 ：疑似着信転送 （初期値）
0=3 ：電話番号着信転送（遊遊メール）

1 ： 選択着信転送の種類の設定
1=0 ：無条件転送（初期値）
1=1 ：INSなりわけ時転送
1=2 ：識別着信時転送

入力例： AT$X0=1　
補足： ○ 本コマンドとあわせて、「$Y」「$YM」「$Z」コマンドを設定してください。

$Y　
機能： アナログポートの着信転送先のアドレスを登録します。
書式： AT$Y＜パラメータ1＞＜=パラメータ2＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 0 ： 着信転送先 (0) アドレス

1 ： 着信転送先 (1) アドレス
2 ： 着信転送先 (2) アドレス

＜パラメータ2＞ 転送先アドレス (電話番号)
入力例： AT$Y0=0123456789　
補足： ○ 本コマンドとあわせて、「$Z」コマンドで転送元を設定してください。

○ 相手電話番号は数字で最大32桁まで使用できます。
○ 着信転送先の設定はアドレスだけです。サブアドレスは設定できません。

$YM　
機能： 着信転送を電話番号着信転送（遊遊メール）でおこなう際の、転送先のメールアド

レスを登録します。
書式： AT$YM＜パラメータ1＞＜=パラメータ2＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 0 ： 着信転送先 (0) メールアドレス

1 ： 着信転送先 (1) メールアドレス
2 ： 着信転送先 (2) メールアドレス

＜パラメータ2＞ 転送先アドレス (半角英数字、記号)
入力例： AT$YM0=abc@def.ghi.co.jp　
補足： ○ 転送先メールアドレスは半角英数字・記号で最大40文字まで設定できます。
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$Z　
機能： アナログポートの着信転送元のアドレスを登録します。
書式： AT$Z ＜パラメータ1＞＜=パラメータ2＞＜／パラメータ3＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 0 ： 着信転送元 (0) アドレス

1 ： 着信転送元 (1) アドレス
2 ： 着信転送元 (2) アドレス
5 ： トーキあり/なしの設定

＜パラメータ2＞ 転送元アドレス (電話番号)
　　　　　　以下はパラメータ1が5のときに使用

0 ： 転送トーキなし、転送元トーキなし
1 ： 転送トーキあり、転送元トーキなし
2 ： 転送トーキなし、転送元トーキあり
3 ： 転送トーキあり、転送元トーキあり（初期値）

＜パラメータ3＞ 転送元サブアドレス
入力例： AT$Z0=9876543210　

AT$Z5=0
補足： ○ 本コマンドとあわせて、「*Z」コマンドで着信番号を設定してください。また、

「$Y」「$YM」コマンドで転送先を設定してください。
○ 転送元アドレスは数字で最大32桁まで使用できます。
○ 転送元サブアドレスは数字で最大19桁まで使用できます。
　 また、「/」以降が省略された場合は転送元サブアドレス指定なしとみなします。
「/」は「/S」コマンドで変更できます。

○ 転送トーキの設定は、「NTT着信転送」に設定したときに利用できます。また、
電話番号ごとに設定することはできません。

%C
機能： PIAFSによるデータ通信時、V.42bisデータ圧縮をするかどうかを設定します。
書式： AT%C ＜パラメータ1＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 0 ： 圧縮なし

2 ： V.42bisデータ圧縮あり（初期値）
？： 本データ圧縮の設定内容を表示する

入力例： AT%C0

S
機能： Sレジスタポインタを指定します。
書式： ATS＜パラメータ1＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 0～26：Ｓレジスタ番号（初期値0）
入力例： ATS0
補足： ○ 詳細は「Sレジスタ」を参照してください。

?
機能： 現在のSレジスタポインタの示すレジスタ内容を表示します。
書式： AT?
パラメータ： なし
入力例： AT?
補足： ○「S」コマンドと続けることができます。

　例）ATS0 + AT? → ATS0?

=
機能： 現在のSレジスタポインタの示すレジスタ内容を変更します。
書式： AT=＜パラメータ1＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 0～26：Ｓレジスタ番号（初期値0）
入力例： AT=
補足： ○「S」コマンドと続けることができます。

　例）ATS0 + AT=2 → ATS0=2
○ 詳細は「Sレジスタ」を参照してください。
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+++
機能： データ通信中に、つながっている回線を切らずにコマンドモードへもどし、コマン

ドを入力できます。
書式： +++
パラメータ： なし
入力例： +++

! H
機能： マイプライベート着信用アドレスの登録情報を表示します。
書式： AT!H
パラメータ： なし
入力例： AT!H
補足： ○ 登録されていない場合は「BUFFER EMPTY」と表示します。

! SH
機能： 疑似識別着信（セキュリティ＋選択キャッチホン）用アドレスの登録情報を表示し

ます。
書式： AT!SH
パラメータ： なし
入力例： AT!SH

! SZ
機能： 疑似識別着信（セキュリティ＋選択キャッチホン）用アドレスを登録します。
書式： AT!SZ＜パラメータ1＞＝＜パラメータ2＞＜/パラメータ3＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 0～29（最大30件登録可）

＜パラメータ2＞ 相手電話番号
＜パラメータ3＞ 相手サブアドレス（最大19桁）

入力例： AT!SZ0=1234567890/123
補足： ○ サブアドレスだけが登録されている場合は「ERROR」と表示します。

○ 相手電話番号は数字で最大32桁まで登録できます。

! UC
機能： 迷惑電話防止用アドレスに登録されている電話番号を削除します。
書式： AT!UC=＜パラメータ1＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 相手電話番号、P、C、O

（P：ヒツウチ、C：コウシュウデンワ、O：ヒョウジケ
ンガイ）

入力例： AT!UC=1234567890
補足： ○ 入力されたアドレスが全桁一致した場合のみ登録は削除されます。

○ 一致しない場合は「ERROR」と表示します。

! UH
機能： 迷惑電話防止用アドレスの情報を表示します。
書式： AT!UH
パラメータ： なし
入力例： AT!UH
補足： ○ 登録されていない場合は「BUFFER EMPTY」と表示します。

! US
機能： 迷惑電話防止用アドレスを登録します。
書式： AT!US＜パラメータ1＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 相手電話番号、P、C、O

（P：ヒツウチ、C：コウシュウデンワ、O：ヒョウジケ
ンガイ）

入力例： AT!US=1234567890
補足： ○ すでに登録されているアドレスを再度入力した場合は「Already exist」と表

示され、データは更新されません。
○ 最大20件まで登録できます。
○ 相手電話番号は数字で最大15桁まで登録できます。
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! VH
機能： ボイスワープ設定電話番号の登録情報を表示します。
書式： AT!VH
パラメータ： なし
入力例： AT!VH
補足： ○ 登録されていない場合は「BUFFER EMPTY」と表示します。

! VZ
機能： ボイスワープ起動電話番号を登録します。
書式： AT!VZ＜パラメータ1＞＝＜パラメータ2＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ ボイスワープ番号（0～4, 9）

＜パラメータ2＞ 起動電話番号または契約電話番号（32桁まで）
入力例： AT!VZ0＝1420
補足： ○ 起動電話番号は初期値のデータがあります。

! WH
機能： 疑似識別リンギング用アドレスの登録情報を表示します。
書式： AT!WH
パラメータ： なし
入力例： AT!WH
補足： ○ 登録されていない場合は「BUFFER EMPTY」と表示します。

! WZ
機能： 疑似識別リンギング用アドレスを登録します。
書式： AT!WZ＜パラメータ1＞=＜パラメータ2＞＜/パラメータ3＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 0～29（最大30件まで登録可）

＜パラメータ2＞ 相手電話番号
＜パラメータ3＞ 相手サブアドレス（最大19桁まで）

入力例： AT!ＷZ0=1234567890/123
補足： ○ サブアドレスだけが登録されている場合は「ERROR」と表示します。

○ 相手電話番号は、数字で最大32桁まで登録できます。

! X
機能： マイプライベート着信の設定をします。
書式： AT!X0=＜パラメータ1＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 0 ： 使用しない（初期値）

1 ： 使用する
入力例： AT!X0=1

! Z
機能： マイプライベート着信をする相手電話番号と、着信するポートの設定をします。
書式： AT!Z＜パラメータ1＞=＜パラメータ2＞＜/パラメータ3＞＜;パラメータ4＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 0～29（最大30件まで登録可）

＜パラメータ2＞ 相手電話番号、P、C、O
（P：ヒツウチ、C：コウシュウデンワ、O：ヒョウジケ
ンガイ）

＜パラメータ3＞ 相手サブアドレス（最大19桁まで）
＜パラメータ4＞ A、B、PA、PB、PC、PD、PE、PF：着信ポート番号

入力例： AT!Z0=1234567890/123;A,B
補足： ○ サブアドレスと着信ポートだけが登録されている場合は「ERROR」と表示します。

○ 相手電話番号は、数字で最大32桁まで登録できます。
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Sレジスタ

号番タスジレ 容内 囲範 位単 容内 値期初

0 答応動自

0

回

いなし答応動自

1
1～ 552 「けだ数の値定設 GNIR 自、後出送を」

るす答応動

1 GNIR 示表数回出送 0～ 552 回 「 GNIR るす示表を数回たし出送を」 0

2 字文プーケスエ

0

IICSA

しな字文プーケスエ
34
）＋（1～ 721 とタクラャキプーケスエを字文たし定設

るす

3 字文帰復 0～ 721 IICSA るすと字文帰復を字文たし定設 21
（ RC ）

4 字文行改 0～ 721 IICSA るすと字文行改を字文たし定設 01
（ FL ）

5 字文退後 0～ 23 ，
721 IICSA るすと字文退後を字文たし定設 8

（ SB ）

7 視監間時続接 1～ 05 秒 合場いなが答応に内以間時定所、後信発
るす断切は 03

62 SC 間時延遅 1* 0～ 001 2* SR が号信 FFO らか NO 設、きとたっなに
けだ定 SC てせさ延遅を号信 NO るすに 0

他のそ んせましトーポサ

*1 CS遅延時間はフロー制御なしに設定したときのみ有効です。
*2 CD遅延時間はS26に設定した値とCS遅延時間の関係を示します。

「AUTO」は設定した速度の24ビット分、他の設定値「10ミリ秒」～「100ミリ
秒」は設定した速度の24ビット分にその設定値を加えた時間になります。

62S 値 SC 間時延遅

0 OTUA （0 ）秒リミ

01 01 秒リミ

02 02 秒リミ

03 03 秒リミ

04 04 秒リミ

05 05 秒リミ

08 08 秒リミ

001 001 秒リミ
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リザルトコード

リザルトコード一覧

字数 語英 容内

0 KO 了終常正ドンマコ

1 TCENNOC 了完続接のと末端手相

2 GNIR 知通信着

3 REIRRACON 断切線回

4 RORRE ドンマコ正不

5 0021TCENNOC spb0021 了完続接で

7 YSUB 中信通手相

01 0042TCENNOC spb0042 了完続接で

11 0084TCENNOC spb0084 了完続接で

21 0069TCENNOC spb0069 了完続接で

31 00441TCENNOC spb00441 了完続接で

41 00291TCENNOC spb00291 了完続接で

81 00675TCENNOC spb00675 了完続接で

91 00046TCENNOC spb00046 了完続接で

12 00023TCENNOC spb00023 了完続接で

62 00882TCENNOC spb00882 了完続接で

82 00483TCENNOC spb00483 了完続接で

76 NOISSERPMOC ： sib24.V sib24.V 了完続接でドーモ縮圧

96 NOISSERPMOC ： ENON sib24.V 了完続接でしなドーモ縮圧

28 LOCOTORP ： SFAIP ルコトロプ SFAIP 了完続接で

コードの詳細

BUSY
機能： 相手が話し中のため、接続に失敗したときに送出します。
書式： BUSY
出力例： BUSY
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OK
機能： コマンド正常終了

次の条件のときに送出します。
(1) コマンドが正常だったとき（「A」「D」「O」コマンド実行時なし）
(2) エスケープコマンド入力後オンラインコマンドモードに入るとき
(3) オンラインコマンドモード時に「ATH」コマンドが入力され、通信が切断され

たとき
書式： OK
出力例： OK

CONNECT
機能： 相手と通信状態になったときに送出します。
書式： CONNECT＜パラメータ1＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ なし : 相手と通信状態になりました。

(ベーシックリザルトコードセットのみ)
1200 : 回線速度が1200bpsで接続完了しました。
2400 : 回線速度が2400bpsで接続完了しました。
4800 : 回線速度が4800bpsで接続完了しました。
9600 : 回線速度が9600bpsで接続完了しました。
14400 : 回線速度が14400bpsで接続完了しました。
19200 : 回線速度が19200bpsで接続完了しました。
28800 : 回線速度が28800bpsで接続完了しました。
32000 : 回線速度が32000bpsで接続完了しました。
38400 : 回線速度が38400bpsで接続完了しました。
57600 : 回線速度が57600bpsで接続完了しました。
64000 : 回線速度が64000bpsで接続完了しました。

出力例： CONNECT 38400

RING
機能： 着信があった場合、応答するまで2秒間隔で通知します。
書式： RING＜パラメータ1＞＜／パラメータ2＞＜［パラメータ3＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 発信側のアドレス

＜パラメータ2＞ 発信側のサブアドレス
＜パラメータ3＞ ユーザ・ユーザデータ

出力例： RING
補足： ○ 発信側のアドレス以降を付加させるには「W」コマンドで指定します。

NO CARRIER
機能： 通信相手との接続に失敗したときや、通信中に何かの原因で切断した場合に送出し

ます。
書式： NO CARRIER
パラメータ： なし
出力例： NO CARRIER

ERROR
機能： 次の条件のときに送出します。

(1) 不正なコマンドが入力されたとき
(2) コマンド入力が最大文字数を超えたとき
(3)「D」コマンドで短縮番号を指定して発信しようとしたときに、短縮番号にアド

レスが登録されていなかったとき
(4) パソコンのER信号がOFFの状態で発信したとき
(5) アナログポートを使用中に「$A」「$B」「$D」コマンドで設定しようとした

とき
書式： ERROR
出力例： ERROR
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COMPRESSION：NONE
機能： PIAFS通信の圧縮なしで接続したときに送出します。
書式： COMPRESSION：NONE
出力例： CONNECT 32000 PROTOCOL：PIAFS COMPRESSION：NONE
補足： ○ PIAFS通信のV.42bis圧縮なしで接続したときのみ表示します。

PROTOCOL：PIAFS
機能： PIAFS通信で接続したときに送出します。
書式： PROTOCOL：PIAFS
出力例： CONNECT 32000 PROTOCOL：PIAFS COMPRESSION：NONE
補足： ○ PIAFS通信で接続したときのみ表示します。

COMPRESSION：V.42bis
機能： PIAFS通信のV.42bisデータ圧縮で接続したときに送出します。
書式： COMPRESSION：V.42bis
出力例： CONNECT 32000 PROTOCOL：PIAFS COMPRESSION：V.42bis
補足： ○ PIAFS通信のV.42bis圧縮ありで接続したときのみ表示します。
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5-3．RS7用ATコマンド
RS7が対応しているATコマンドについて説明します。

◎：コマンド実行時に設定が保存され、電源を切っても設定が保持されます。
○：「＄S」コマンドを実行すると設定が保存され、電源を切っても設定が保持されます。
注：初期値は各コマンドの説明を参照してください。

ドンマコ 要概能機 値期初 ドンマコ 要概能機 値期初

A 答応信着 － ○ S& RD 定設御制号信 0

D 信発ルヤイダ － R# 否拒信着 －

○ E 定指ーコエ 1 ￥D IUU と定設の示表ルーメ
示表 注

H 断切 － ￥L 示表報情信着発 －

I 示表ドーコ置装 － ○ ￥M 設の示表知通ルーメ子電
示表と定 注

O ーデらかドーモドンマコ
すどもへドーモ信通タ － ○ ￥Q 定設の式方御制ーロフ 3

○ Q 定設無有ドーコトルザリ 0 ￥S 示表定設種各 －

○ V ッマーォフドーコトルザリ
定設ト 1 ○ $N す関に御制のトーポターデ

示表と定設る 注

○ W ドーコトルザリ GNIR 表
定設示 0 ○ $ PN 示表と定設のトーポターデ －

○ X 定設トッセドーコトルザリ 3 $S 存保のターメラパ －

Z 化期初ターメラパ － ○ C% 定指ルコトロプ縮圧 2

○ S/ ドアブサのトーポターデ
定設ターレパセスレ / S S 定設のタンイポタスジレ 0

○ C& DC 定設御制号信 1 ○ ? す示のタンイポタスジレ
示表容内タスジレ －

○ D& RE 定設御制号信 0 = S 示のタンイポタスジレ
更変容内タスジレす －

○ K& 定設式方御制ーロフ 3 +++ ドンマコプーケスエ －

1L& BSU 続接の 1
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各コマンドの詳細

A
機能： 「RING」が表示されているときに本コマンドを入力して相手と通信中にします。
書式： ATA
パラメータ： なし
入力例： ATA

D
機能： 発信して相手を呼び出します。
書式： ATD＜パラメータ1＞＜／パラメータ2＞＜パラメータ3＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 相手アドレス（相手電話番号）

￥ ： 再発信する
＜パラメータ2＞ 相手サブアドレス
＜パラメータ3＞

； ：  コマンドモードへ入ります。発信するときはOコマンドを入力します。
CB ：  スティルスコールバックの発信をします。
DL ：  デュアルリンクワイヤレスモードで発信します。
PA ：  ITMUX同期64Kで発信します。
PB ：  ITMUX128KマルチリンクPPPで発信します。
P0～P7 ：  →「通信モード指定発信」（P.105）参照
D0～D7 ：  →「通信モード指定発信」（P.105）参照

入力例： ATD0123-45-6789
ATD0123-45-6789DL

補足： ○ 相手電話番号は最大32桁までで0～9の数字が使用できます。
その他の文字は使用しても無視されます。

○ 相手サブアドレスは最大19桁までで0～9の数字が使用できます。
また、/以降が省略された場合は相手サブアドレス指定なしとみなします。
「/」は、「/S」コマンドで変更できます。

○ CB、DL、PA、PB、P0～P7、D0～D7は必ず最後に付けてください。
○ CB、DL、PA、PB、P0～P7、D0～D7はcb、dl、pa、pb、p0～p7、

d0～d7でもかまいません。

E
機能： エコーバックするか否かを指定します。
書式： ATE＜パラメータ1＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 0 ： エコーバックしない

1 ： エコーバックする（初期値）
入力例： ATE0

H
機能： 通信を切断します。
書式： ATH
パラメータ： なし
入力例： ATH
補足： ○ 最初にエスケープコマンド「+++」を入力し、コマンドモードにしてからHコ

マンドを入力します。

I
機能： 装置コード、装置メーカを表示します。
書式： ATI＜パラメータ1＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 0 ： 装置コード（ATコマンドのバージョン：960）

を表示する
4 ： 装置メーカ（Aterm RS NEC Corporation）を

表示する
入力例： ATI4
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O
機能： エスケープコマンド「+++」を入力したあとのオンラインコマンドモードから、通

信状態にもどります。
書式： ATO
パラメータ： なし
入力例： ATO

Q
機能： リザルトコードを返すか返さないかを指定します。
書式： ATQ＜パラメータ1＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 0 ： リザルトコードを返す（初期値）

1 ： リザルトコードを返さない
入力例： ATQ0

V
機能： リザルトコードを数値で返すか英数文字で返すかを指定します。
書式： ATV＜パラメータ1＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 0 ： リザルトコードを数値で返す

1 ： リザルトコードを英数文字で返す（初期値）
入力例： ATV0

W
機能： リザルトコードRINGの表示のしかたを設定します。
書式： ATW＜パラメータ1＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 0 ： RINGのみを返す（初期値）

2 ： RINGの後に続けて相手アドレス、サブアドレ
ス、ユーザ・ユーザデータを表示する

入力例： ATW2
補足： ○ 電話番号とサブアドレスはサブアドレスセパレータで区切られます。

○ 電話番号またはサブアドレスとユーザ・ユーザデータの区切りは［  です。

X
機能： リザルトコードセットを指定します。
書式： ATX＜パラメータ1＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 0 ： ベーシックセット

1 ： 拡張セット1
2 ： 拡張セット2
3 ： 拡張セット3（初期値）
4 ： 拡張セット4

入力例： ATX0
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■ リザルトコードセットの一覧

字数 語英 クッシーベ 張拡 1 張拡 2 張拡 3 張拡 4

0 KO ○ ○ ○ ○ ○

1 TCENNOC ○ － － － －

2 GNIR ○ ○ ○ ○ ○

3 REIRRACON ○ ○ ○ ○ ○

4 RORRE ○ ○ ○ ○ ○

7 YSUB － － － ○ ○

91 00046TCENNOC － ○ ○ ○ ○

12 00023TCENNOC － ○ ○ ○ ○

76 NOISSERPMOC ： sib24.V － ○ ○ ○ ○

96 NOISSERPMOC ： ENON － ○ ○ ○ ○

28 LOCOTORP ： SFAIP － ○ ○ ○ ○

Z
機能： パラメータを初期値にもどします。
書式： ATZ＜パラメータ1＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 0 ：「$S」コマンドで設定した内容にもどします。

1 ： 受話音量以外のパラメータを初期化します。
98： ハードウェアリセットをし、すべてのパラメー

タを初期化します。
99： ソフトウェアリセットをし、「$S」コマンドで

設定した内容にもどします。
入力例： ATZ98

/S
機能： サブアドレスセパレータを表示、設定します。
書式： AT/S＜パラメータ1＞＜=パラメータ2＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞＜=パラメータ2＞

0 ： セパレータの表示
1 ： セパレータの設定

1=/（初期値）
1=#
1=＊

入力例： AT/S1=#
補足： ○「D」コマンドで使用するサブアドレスセパレータも変更してください。

○ 液晶ディスプレイに設定したサブアドレスセパレータが表示されます。

&C
機能： CD信号制御を設定します。
書式： AT&C＜パラメータ1＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 0 ： ER-ON時には常にCD-ON

1 ： 通信中は常にCD-ON（初期値）
入力例： AT&C0
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&D
機能： ER信号制御を設定します。
書式： AT&D＜パラメータ1＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 0 ： パソコンのER信号をみる（初期値）

1 ： ER信号を常時ONとみなす
入力例： AT&D1

&K
機能： フロー制御方式を設定します。
書式： AT&K＜パラメータ1＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 0 または5   ： フロー制御しない

3 または6   ： RS-CSフロー制御する（初期値3）
4 　　　  ： XON/XOFFフロー制御する

入力例： AT&K4
補足： ○「￥Q」コマンドと同じ機能です。

&L
機能： USB接続表示の設定
書式： AT&L＜パラメータ1＞＜＝パラメータ2＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 0 ： 表示

1 ： 設定
＜パラメータ2＞ 0 ： 消灯

1 ： 表示

&S
機能： DR信号制御を設定します。
書式： AT&S＜パラメータ1＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 0 ： ER-ON時には常にDR-ON（初期値）

1 ： 通信中は常にDR-ON
入力例： AT&S1

#R
機能： 着信中に入力することにより、着信を拒否します。
書式： AT#R
パラメータ： なし
入力例： AT#R

¥D
機能： UUIメール着信時のランプ表示設定と設定内容を表示します。
書式： AT￥D＜パラメータ1＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 0 : 設定内容の表示

1 : ランプ点灯選択
1=0   :  UUIメール着信時、ランプ点灯しない
1=1   : UUIメール着信時、ランプ点灯する（初

期値）
入力例： AT￥D1=0

¥L
機能： 最新の発信・着信番号や着信しなかった理由を表示します。
書式： AT￥L＜パラメータ1＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 0 ： 最新の発信番号の表示

1 ： 最新の着信番号、切断理由の表示
入力例： AT￥L1
補足： ○ SEND CAUSE=切断理由情報です。詳細は取扱説明書の「8-3．切断理由／

生成源／診断情報の表示」を参照してください。
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¥M
機能： 電子メール着信通知時のランプ表示設定と設定内容を表示します。
書式： AT￥M＜パラメータ1＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 0 ： 設定内容の表示

1 ： ランプ点灯選択
1=0 ：電子メール着信時、ランプ点灯しない
1=0 ：電子メール着信時、ランプ点灯する（初

期値）
入力例： AT￥M1=0

¥Q
機能： フロー制御方式を設定します。
書式： AT￥Q＜パラメータ1＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 0 ： フロー制御しない

1 ： XON/XOFFフロー制御する
2 ： CSフロー制御する
3 ： RS-CSフロー制御する（初期値）

入力例： AT￥Q0

¥S
機能： データポート設定値、Sレジスタ値、ATコマンド状態を表示します。
書式： AT￥S＜パラメータ1＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 0 ： データポート速度、データフォーマット、フロー

制御方式、エコー指定、信号制御、信号線状態
を表示します。

1 ： Sレジスタの内容をSレジスタ名とともに表示
します。

2 ： リザルトコード有無、リザルトコードフォー
マット、リザルトコードRING表示、リザルト
コードセットの状態を表示します。

3 ： Sレジスタ内容を表示します。
入力例： AT￥S0

$N
機能： データポートの設定と表示をします。
書式： AT$N＜パラメータ1＞＜=パラメータ2＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞＜=パラメータ2＞

0 ： 設定内容の表示
9 ： 無通信監視タイマ

9=0 ：監視しない
9=1～10：1～10分（初期値10分）

14： 強制切断タイマ
14=0 ：強制切断しない
14=1～10：1～10時間で切断する

（初期値10時間）
入力例： AT$N9=2

$NP
機能： 内線PIAFS通信するときの設定と設定内容を表示します。
書式： AT$NP＜パラメータ1＞＜=パラメータ2＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞＜=パラメータ2＞

0 ： 設定内容の表示
1 ： 発信モード

1=0 ： PIAFS（32K）で発信する（初期値）
1=1 ： デュアルリンクワイヤレスで発信する

入力例： AT$NP1=1
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$S
機能： ATコマンドで設定したパラメータや、自動ボーレート検出したパソコンの速度を

保存します。
書式： AT$S
パラメータ： なし
入力例： AT$S

%C
機能： PIAFSデータ通信のとき、データ圧縮をおこなうか否かを設定します。
書式： AT%C＜パラメータ1＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 0 ： 圧縮なし

2 ： V.42bisデータ圧縮あり（初期値）
？： 本データ圧縮の設定内容の表示

入力例： AT%C2
補足： ○ 32kbpsデータ通信のときに有効となります。

S
機能： Sレジスタを指定します。
書式： ATS＜パラメータ1＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 0～7：Sレジスタ番号（初期値0）

詳細は「Sレジスタ」を参照してください。
入力例： ATS0=10

?
機能： 現在のSレジスタポインタの示すレジスタ内容を表示します。
書式： AT?
パラメータ： なし
入力例： AT?
補足： ○「S」コマンドと続けることができます。

例）ATS0+AT?→ATS0?

=
機能： 現在のSレジスタポインタの示すレジスタ内容を変更します。
書式： AT=＜パラメータ1＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 0～7：Sレジスタ番号（初期値0）

詳細は「Sレジスタ」を参照してください。
入力例： AT=
補足： ○「S」コマンドと続けることができます。

例）ATS0+AT=2→ATS0=2

+++
機能： データ通信中に、つながっている回線を切らずにコマンドモードへもどし、コマン

ドを入力できます。
書式： +++
パラメータ： なし
入力例： +++
補足： ○ データ通信を停止し、1秒間待ってから「+++」を入力してください。

また、+と+との間は1秒以内に入力してください。
○ エスケープ文字はS2レジスタで変更できます。
○ 通信状態へもどすには「0」コマンドを入力します。「CONNECT」が表示され

通信状態へもどります。
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Sレジスタ

号番タスジレ 容内 囲範 位単 容内 値期初

0 答応動自

0

回

いなし答応動自

1
1～ 552 「けだ数の値定設 GNIR 自、後出送を」

るす答応動

1 GNIR 示表数回出送 0～ 552 回 「 GNIR るす示表を数回たし出送を」 0

2 字文プーケスエ

0

IICSA

しな字文プーケスエ
34
）＋（1～ 721 とタクラャキプーケスエを字文たし定設

るす

3 字文帰復 0～ 721 IICSA るすと字文帰復を字文たし定設 31
（ RC ）

4 字文行改 0～ 721 IICSA るすと字文行改を字文たし定設 01
（ FL ）

5 字文退後 0～ 23 ，
721 IICSA るすと字文退後を字文たし定設 8

（ SB ）

7 視監間時続接 1～ 05 秒 合場いなが答応に内以間時定所、後信発
るす断切は 03

他のそ んせましトーポサ
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字数 語英 容内

0 KO 了終常正ドンマコ

1 TCENNOC 了完続接のと末端手相

2 GNIR 知通信着

3 REIRRACON 断切線回

4 RORRE ドンマコ正不

5 0021TCENNOC spb0021 了完続接で

7 YSUB 中信通手相

01 0042TCENNOC spb0042 了完続接で

11 0084TCENNOC spb0084 了完続接で

21 0069TCENNOC spb0069 了完続接で

31 00441TCENNOC spb00441 了完続接で

41 00291TCENNOC spb00291 了完続接で

81 00675TCENNOC spb00675 了完続接で

91 00046TCENNOC spb00046 了完続接で

12 00023TCENNOC spb00023 了完続接で

62 00882TCENNOC spb00882 了完続接で

82 00483TCENNOC spb00483 了完続接で

76 NOISSERPMOC ： sib24.V sib24.V 了完続接でドーモ縮圧

96 NOISSERPMOC ： ENON sib24.V 了完続接でしなドーモ縮圧

28 LOCOTORP ： SFAIP ルコトロプ SFAIP 了完続接で

BUSY
機能： 相手が話し中のために接続が失敗したときに送出します。
書式： BUSY
出力例： BUSY

OK
機能： コマンド正常終了

次の条件のときに送出します。
(1) コマンドが正常であったとき（A, D, Oコマンド実行時はなし）
(2) エスケープコマンド入力後、オンラインコマンドモードに入るとき
(3) オンラインコマンドモード時に「ATH」コマンドが入力され、通信が切断され

たとき
書式： OK
出力例： OK
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CONNECT
機能： 相手と通信状態になったときに送出します。
書式： CONNECT＜パラメータ1＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ なし : 相手と通信状態になりました。

 (ベーシックリザルトコードセットのみ)
32000 : 回線速度が32000bpsで接続完了しました。
64000 : 回線速度が64000bpsで接続完了しました。

出力例： CONNECT 32000

RING
機能： 着信があった場合、応答するまで2秒間隔で通知します。
書式： RING＜パラメータ1＞＜／パラメータ2＞＜［パラメータ3＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞　 発信側のアドレス

＜パラメータ2＞ 　 発信側のサブアドレス
＜パラメータ3＞　 ユーザ・ユーザデータ

出力例： RING
補足： ○ 発信側のアドレス以降を付加させるには「Ｗ」コマンドで指定します。

NO CARRIER
機能： 通信相手との接続に失敗したときや、通信中に何らかの原因で切断した場合に送出

します。
書式： NO CARRIER
パラメータ： なし
出力例： NO CARRIER

ERROR
機能： 次の条件のときに送出します。

(1) 不正なコマンドが入力されたとき
(2) コマンド入力が最大文字数を超えたとき
(3) Dコマンドで短縮番号を指定して発信しようとしたときに、短縮番号にアドレ

スが登録されていなかったとき
(4) パソコンのER信号がOFFの状態で発信したとき
(5) アナログポートを使用中に「＄A」コマンドで設定しようとしたとき

書式： ERROR
出力例： ERROR

COMPRESSION：NONE
機能： PIAFS通信の圧縮なしで接続したときに送出します。
書式： COMPRESSION：NONE
出力例： CONNECT 32000 PROTOCOL：PIAFS COMPRESSION：NONE
補足： ○ PIAFS通信のV.42bis圧縮なしで接続したときのみ表示します。

PROTOCOL：PIAFS
機能： PIAFS通信で接続したときに送出します。
書式： PROTOCOL：PIAFS
出力例： CONNECT 32000 PROTOCOL：PIAFS COMPRESSION：NONE
補足： ○ PIAFS通信で接続したときのみ表示します。

COMPRESSION：V.42bis
機能： PIAFS通信のV.42bisデータ圧縮で接続したときに送出します。
書式： COMPRESSION：V.42bis
出力例： CONNECT 32000 PROTOCOL：PIAFS COMPRESSION：V.42bis
補足： ○ PIAFS通信のV.42bis圧縮ありで接続したときのみ表示します。
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